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お買い上げの製品について、上記 URL 「お客様のページ」でお客様登録を 
お願いしまず。 

この「お客様のページ」は、お客様とのコミュこケーシヨンを目的とした 
ウェブヴイトでず。新規登録されたお客様には ID • パスワードを発行させて 
いたださ、新製品のカタ□グや取扱説明書のダウン□ー ド、メールマガジン 
の購読など各種サービスをご利用いただけまず。 
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このたびは、パイオニアの製品をお買い求めいただきましてまことにありがとうございます。 

この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。特に、本書および別冊の「安全上のごを意」は 
必ずお読み < ださい。 

なお、「取扱説明書」および「安全上のご注意」は「保証書」、「ご相談窓□•修理窓□のご案内」と一緒 
に必ず保管してください。 


哀ミ上のご注意 付属の r 安を上のご注意 J をお読み<ださい 


を全に正しくお使いいただくために 


給表示にごいて 

この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正し 
くお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産への 
損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしてい 
ます。その表示と意味は次のよラになっています。 

内容をよく理解してから本文をお読みください。 


絵表示の例 


A A 記号はミ主意(警告を含む）しなければなら 
ない内容であることを示しています。 

-図の中に具体的なミ主意内容(左図の場合は 

感電を意)び描かれています。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取り扱 
いをすると、人び死亡または重傷を 
負ラ可能性び想定される内容を示し 
ています。 



S) 記号は禁止(やってはいけないこと）を示 
しています。 

図の中や近 < に具体的な禁止内容(左図の 
場合は分解禁止)び描かれています。 


A 注意 


この表示を無視して、誤った取り扱 
いをすると、人び傷害を負う可能性 
び想定される内容および物的損害の 
みの発生び想定される内容を示して 
います。 



•記号は行動を強制したり指示する内容を 
TJX しています。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場合は 
電源プラグをコンセントから抜け）び描か 
れています。 


A 警告 


〔異常時の処置：! 


を 

プラグを抜け 


♦ 万一煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状 
態のまま使用すると乂災•感電の原因となります。すぐ 
に機器本体の電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコ 
ンセントから抜いてください。煙び出なくなるのを確認 
して販売店に修理をご依頼ください。お客様による修理 
は危険ですから絶対おやめください。 



を 

プラグを巧け 


♦ 万一内部に水や異物等び入った場合は、まず機器本体の 
電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜い 
て販売店にご連絡ください。そのまま使用すると乂災 • 
感電の原因となります。 



を 

プラグを巧け 


♦万一本機を落としたり、カバーを破損した場合は、機器 
本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか 
ら抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると 
火災-感電の原因となります。 


















付属品を確認する 


準備 


リモコン 


FM アンテナ 




オートセットアップ用マイク 



マイクスタンド 


単3お乾電池 (2 本） 

(IEC R 6 P ) AM ループアンテナ 


• 取扱説明書(本書） 
• ま全上のご注意 


保証書 

ご相談窓□-修理窓 □ 
のご案内 


A 

;王烏、 


放熱のため本機の上に物を置いたり、巧 
やシートなどを被せた状態でのご使用は 
絶対におやめください。異常発熱により 
故障の原因となる場合びあります。 
ラックなどに設置する場合は、上部に 
2日 cmlU 上空間をあけてください。 

本機の上に接続コードを曲げて放置する 
と、電源トランスから磁界の影響によ 
り、スピーカーから八ムノイズび出る場 
合びありますのでごを意ください。 






ぺ 


A 

;王后： 


電池を誤って使用すると、液漏れしたり破裂する危険性びあります。(下の点につ 
いて特にご注意ください。 


新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて使用しないでください。 

乾電池のプラスとマイナスの向さを電池ケースの表示どおりに正しく入れてください。 

乾電池には同じ形状のをのでを電圧の異なるをのびあります。種類の違う乾電池を混ぜて使用しないでください。 
長い間 （1 力月じ(上） IJ モコンを使用しないとさは、電池の液漏れを防ぐため、乾電池を取り出してください。 
もし、液漏れを起こしたとさは、ケース内についた液をよくおさ取ってから新しい乾電池を入れてください。 
不要となった電池を廃棄する場合は、各地ち自治体の指示(条例）に従って処理して<ださい。 


メモ 


電池を交換する際は、なるべく已分じ(内に交換することをおすすめします。已分じ(内に交換しな 
いと、 IJ モコンの設定び解除される可能性びあります。 IJ モコンの設定び解除されてしまった場 
合は、「他機器を操作するための IJ モコン設定」をご覧になり、再度 IJ モコンの設定を行ってくだ 
さい (7 日〜73ぺージ)。 

IJ モコンの操作範囲び極端に狭くなってをたら、電池を交換してください。 


3 



リモコンに電池を入れる 


設置について 
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フ□ントパネル . 

リモートコント □ —ル . 

アンプコント□ール部 . 

チューナーコント□-ル部…. 
TV コント□-ル部や 
他機器/アンプコント□ール部 

ディスプレイ . 

後面部（リアパネル） . 

接続コードについて . 


付属品を確認する . 3 

設置について . 3 

リモコンに電池を入れる . 3 

本機の特長 . 6 


ホームシアター乂 P 3 


ホームシアター入門 . 7 

ホームシアター入門 Step ! く基礎知識編> .……7 

① ステレオ再生とは . 7 

② ドルビーデジタル瓦1 ch または 

DTS サラウンド再生とは . 8 

③ ドルビープ□□ジック再生とは . 8 

ホームシアター入門 Step 2 

くデジタルサラウンドへの近道> . 9 

① DVD プレーヤーとの接続 . 9 

② スピーカーとの接続 . 10 


③ 設定の準備 . 

④ DVD のサラウンド再生 ...... 

ホームシアター入門 Step 3 

くオートセットアップで 


ワンランク上のサラウンドへ > . 12 

① オートセットアップ用マイクを接続する ....... 12 

② 才ートセットアップ ( MCACC ). 13 

③ より快適にサラウンドを楽しむために . 15 


る部の名觀とはた3を 


DVD プレーヤーと TV (モニター）の接続 . 22 

TV または衛星チューナーの接続 . 23 

ビデオ機器の接続 . 24 

DVD 己. Ich アナ□グ接続 . 24 

スピーカーの接続 . 25 

スピーカーの 配置 . 26 

スピーカー目システムについて . 26 

オーディオ機器の接続 . 27 

アナ□グ接続 . 27 

デジタル接続 . 27 

DVD / LD または LD プレーヤーの接続 . 28 

パイオニアのプラズマディスプレイと接続ずる... 29 

他のパイオニア機器を操作ずるための接続 . 30 

アンテナの接続 . 31 

電源コードの接続 . 32 

予備電源コンセント (AC OUTLET) 

の接続(連動]日日ツ下） . 32 


基本操作 


基本再生 . 33 

映像出力信号について . 34 

入力機器の設定確認 . 34 

アナ□グ/デジタル信号を切り換える . 3已 


いろいろな使い方 


リスニングモードの種類と効果 . 36 

STANDARD (ソフトに忠実な再生） ........ 36 

ADVANCED SURROUND. 37 

STEREO/DIRECT. 37 

リスニングモードの還択 . 38 

ADVANCED SURROUND モード' 

の効果を調整する . 39 

SB CH MODE 

(サラウンドバックチヤンネルモード） . 39 

サラウンドバックチヤンネルの 
0N/AUT0/0FF. 39 
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細やかな設定(システムセットアップ） . 

設定項目について . 

細やかな設定の各項目を設定する . 

スピーヵーの設定 . 

サラウンドバックスピーカーの設定 . 

ヴブゥー つ了 —の設定 . 

ク□スオーノ（一周波数の設定 . 

LFE アッテネータの設定 . 

各スピーカーまでの距離の設定 . 

サブウーファーまでの距離の設定 . 

ダイナミックレンジコント□ールの設定.… 

デュアルモノの設定 . 

D 4 ビデオ入力の設定 . 

デジタル入力の設定 . 

接続したプラズマディスプレイとの連動設定... 

連動モードの設定 . 

音量連動モードの設定 . 

入力連動モードの設定 . 

連動モードを実行する . 

スピーカー出カレベル 

(各チャンネルの音量レベル)の調整 . 

MCACC マニュアルセツトアップ(音場補正）……… 


ノ （ー チヤ J レヴラウンドバツクモードの 

ON / AUTO/OFF . 40 

へツドホンを使う . 41 

便利な音声再生用機能 . 42 

ミツドナイト U スニングモード 

で楽しむ . 42 

ノ」\さな音でを音楽を聴さ取りやすくする 

(ラウドネスモード） . 42 

低音、高音を調整する 

(トーンコント□ール） . 43 

ダイレクト再生モード . 43 

DVD 己. Ich アナ□グ入力を再生する . 44 

本機を使った録音/録画 . 45 

その他の機能 . 46 

消音 ( MUTE ) . 46 

表示部の明るさ調整 (FL DIMMER ). 46 

ス U —プタイマーの設定 ( SLEEP ). 46 


簡単設定 


簡単設定 (QUICK SETUP ). 47 


細やかな設定 


他機器を操作するためのリモコン設定 ......... 

他社の IJ モコン信号を本機の U モコン 
に呼び出す（プ U セツトコード設定）…. 
学習モード(他機器の U モコン操作を 

本機の U モコンに登録する） . 

ダイレクトフアンクシヨンモード 

を設定する . 

リモコンの設定解除 . 

IJ モコンのボタンに登録された 

操作を解除する . 

IJ モコンに設定されたすベての 

機能を解除する . 

他機器の操作一覧表 . 


A 語解説 . 

音声記録ち式について . 

再生ち式について . 

録音ち式について . 

保証とア フターサー ビス . 

仕様 . 

設定オールリセット . 

故障かな？と思った5 . 

電源び入らなかったり、切れるとさ 
音び出なかったり、ノイズび出るとさ 
映像び出なかったり、乱れるとさ.... 
インジケーターび 

点打しなかったり、違うとさ ...... 

IJ モコンや設定、その他 . 

メーカーコー ドリスト . 


ラジオ放送を聞く . 66 

放送局の受信のしかた . 66 

放送局を記憶する . 67 

放送局に名前をつける 

(ステーションネーム） . 68 

記憶した放送局を呼び出す . 69 
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ホ—ム シアターの実巧 


令ドルビーデジタル、 DTS デコーダー搭載 
(7 目ページ） 

ドルビーデジタ J レ音声や DTS 音声で収録された映画や 
音楽ソフトを臨場感豊かに再生し、映画館やコンヴー 
トホールの迫力をご家庭でお楽しみいただけます。 

令 MPEG -2 AAC デコーダー搭載 
(7 目ぺージ） 

目 S デジタル放送のサラウンド音声を、マルチチヤン 
ネルサラウンドでお楽しみいただけます。 

令 DTS 9目/24デコーダー搭載 C 76 ぺージ) 

DTS 96/24で収録された八イクオ U ティー音声をお 
楽しみいただけます。 

令ドルビープ□□ジック IIx 回路搭載 
(77 ぺージ） 

ステレオ音声やドルビーサラウンド音声で収録された 
ソフトをマルチチヤンネルサラウンドで再生します。 
ドルビーデジタル己.1かで収録されたソースま、ドル 
ビーデジタルサラウンド EX デコードを行い、 6 . 1 ch 
化して再生します。 

令 DTS Neo :6 回路搭載 （77 ぺージ） 

ステレオ音声やドルビーサラウンド音声で収録された 
ソフトをマルチチヤンネルサラウンドで再生します。 

令目 ch イコールパワーアンプ搭載 

ドルビーデジタルや DTS ソースを高音質なマルチ 
チヤンネル再生でお楽しみいただけます。 

令アナ□グ日. Ich 入力端子搭載 

己.1 ch のアナ□グ出力を持った DVD プレーヤーや外 
部機器と接続することびでさます。 


/ X ラエテイ夏かなホーム シアター 


令豊富なリスニングモード（36、38ぺージ) 

映画や音楽ソースを多彩な音場モードでサラウンド再 
生することびできます。 

令5ッドナイトリスニングモード （42 ぺージ) 

夜中に映画などをル音量で聴いているときでも大音量 
で聴いているとさの臨場感を味わうことびでさます。 

令ラウドネスモード （42 ぺージ） 


令 fMCACC ( Multi-channel Acoustic 
Calibration System )」 搭載 
(12、64 ぺージ） 

従来難しいとされてさたサラウンドに関する調整を自 
動で高精度に行うことびでさます。さまざまなテスト 
トーンを本機び自動解析し、制作現場で行われている 
試聴環境の特性に合わせてチヤンネ>1レ間の空間情報の 
歪みなどを補正し、正確な音場を実現します。 


簡単便が！ 


令 QUICK SETUP 機能搭載 （47 ページ） 

複雑な設定を対話式に簡単に設定でさます。 

令マルチコント□—ルリモコン付属 

プ U セツト機能および学習機能を搭載したマルチコン 
卜□ール IJ モコンで他社製品ち操作でさます。 

令パイオニアプラズマディスプレイとのシス 
テム動作を実現(29、60ページ） 

パイオニアのプラズマディスプレイと SR + ケーブル 
で接続することでシステム動作を実現します。 

令豊富な接続端子 

豊富な接続端テを備え、光デジタル端テや映像の S 端 
テ、 D 端テにも対応しているため、テレビ周りの映像 
機器を一手に引き受けることびできます。 


環境に優し< 


令省エネル睾一設計 

本製品は、待機時(スタンバイ時)消費電力を日.己 WI ツ 
下に抑えた設計となっております。 


ドルビーラボラト IJ ーズからの実施権に基づさ 
製造されています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro 
Logic、Surround EX 、 ダブル D 記号及び AAC 
□ゴはドルビーラボラト IJ ーズの商標です。 

「 DTS 」、「 DTS-ES Extended Suit 日 und 」 及 
び rNeo :6」 は Digital Theater Systems 社の 
商標です。 


夜中に音楽などをル音量で聴いているとさでち、大音量 
で聴いているとさと同じ効果で味わラことびでさます。 








ホームシアター乂 P 3 Stepl < 基礎知識編> 

ホームシアターを簡単に楽しむ前に、まず知っておをたいこと 

DVD の標準音声フオーマツトは、大きく分けて r ドルビーデジタル」と 「 DTS 」 の2つび現在主流とされてい 
ます。 


ドルビーデジタルとは. 


□□[dolbyJ 

DIGITAL 


DVD の標準音声フォーマットのことです。モノラルやステレオで記録されているソフトもあれば、現在最もを流 
とされているドルビーデジタル(己1 ch サラウンド)で記録されているソフトもあります。ドルビーデジタル 
(己.1 ch サラウンド)で記録されているソフトとは、已つのチヤンネルの個別にそれぞれのシーンに合った音声び 
記録されていて、サブウーファーから出力される低音も記録されているソフトのことを言います。このソフト 
を、本機を通して再生することで臨場感あふれるマルチチヤンネル再生をお楽しみいただくことびでさます。 


DTS とは ■ 


SURROUND 


DTS とは、デジタルシアターシステム （Digital Theater Systems ) の略で、已 . Ich のデジタル-サラウンド 
録音再生方式です。 DTS デジタル-サラウンドで記録された DVD ソフトも、ドルビーデジタル（己1 ch ヴラウ 
ンド)で記録されているソフトと同様に己. Ich で音声を楽しむことびできます。 

• DVD ソフトの音声記録方式を確かめるには.. 

DVD ソフトのパッケージを確認してください。（すべてのソフトにじ(下と同じ表示びされているとは限りません） 


-ドルビーデジタル己. Ich で記録されているソフト 

日本語/己 ] ch サラウンド 


©)) 


1. 英語巧. Ich サラウンド） nn 面品两 

2. 日本語巧.1かサラウンド ） digital 


ドルビーデジタル己. Ich で 
言己録されていないソフト- 


©)) 

©)) 


2.日本語吹誓/ドルビーサラウンド 

1 . 日本語 （ ドルビー-デジタル-ステレオ) 

2. 英語 （ ドルビー-デジタル-ステレオ） 


次ページ②をご覧ください。 

英語音声のみドルビーデジタル 
己. Ich で記録されているソフトー 


©)) 


1. 英語巧. Ich サラウンド） nnrs 瓦可 

2. 日本語にかサラウンド ） digital 


次ページ⑤をご覧ください。 

DTS サラウンドで is 録されているソフト 

日本語 （ DTS サラウンド） 


SURROUND 


1. のとさは次ページ②を、 

2. のとさは次ページ⑤をご覧ください。 


次ページ②をご覧ください。 


①ステレオ再生とは.. 


左ち2つのスピーカーから別々の音び再生されます。 
通常の音楽用 CD は、このステレオ 2 ch で録音されて 
いますので、本機のようにスピーカーび己本とサブ 
ウーファーび接続されているシステムでち、音はフロ 
ントスピーカーからしか再生されません。 



0 


リ^ 

フ□ントス ピーカー (ち） 


フ□ントス ピーカー (を） 



ホ—ムシアタ—乂巧 





































②ドルビーデジタル瓦 Ich または DTS サラウンド再生とは.. 


ドルビーデジタル巧.1 ch サラウンド）または DTS サラウンドで記録されているソフトを、全部で己本のス 
ピーカーとサブウーファーから、それぞれ別々の音で再生することです。己 Ich 独立で音声び記録されて 
いるため、立体感のある音場で臨場感あふれる音声び楽しめます 。 ' - X 


爆発音や恐竜の足音など 
の低音び、体に響く感じ 


自分の頭上を飛行機び飛 
んでいくよラな音の移動 
や立体感を楽しめます。 



サラウンド スピーカー （ち） 


テレビの近くに設置するスピーカーは、テ 
レビび色ずれなどを起こすのを防止するた 
め、防磁型のちのを使用してください。防 
磁型でない場合は、テレビから離して設置 
して < ださい。 


に制御でさるので、音び 
前後に移動したり、後ち 
左ちで移動したりして聞 
こえます。 


メモ -サラウンドバックスピーカーを接続することで DTS - ES 信号の入ったソースは目. Ich で再生 
することびでさます。また 、 SB CH MODE を日 N にすることであらゆるソフトをマト U クス 
デ〕ードの目. Ich または 7. Ich で再生することびできます(- ► SQ ぺージ)。 


⑤ドルビープ□□ジック再生とは.. f ] 


in DOLBY SURROUND 



ソフトのパッケージに、ドルビーヴラウ 
ンド （DOLBY SURROUND ) や、ド;!レ 
ビーステレオ (DOLBY STEREO ) と表言己 
されているソフトを、己本のスピーカー 
で再生することです。 

ただし、ドルビーデジタル(己. Ich サラ 
ウンド）や DTS サラウンドで記録された 
ソフトとは違い、ドルビーサラウンドや 
ドルビーステレオで記録されているソフ 
卜は2チヤンネル信号です。この2チヤ 
ンネル信号からセンター、サラウンド 
(ち、左)の音を作り出します。 



3 



を あ、 実際に巧のページのくデジタルサラウンドへの近道> 
で接続、設定してホームシアターを構築してみましよラ！ 








































ホームシアター入 P 3 ( Ste ^ 


くデジタル 

サラウンドへの近道> 


ここでは のから までのステップで、ホームシアターを簡単に楽しむための手順を説明します。 

よりよいサラウンドを楽しむためには! "Steps オートセツトアップでワンランク上のサラウンドへ」をご覧くださ 



DVD プレーヤーとの接続 （ 


機器の接続を行う場合、あるいは変更を行う場合には必ず電源 
を切り、電源コードをコンセントか5巧いてください。 


DVD ソフトにはドルビーデジタル阳。释^や DTS Em といったマルチチャンネル音芦び収録され 
ています。これ5を再生するためには光ファイバーケーブルまたは同軸ケーブルでの接続び必 
要となります。 

接続は光ファイバーケーブルで接続します。お手持ちの DVD プレーヤーに光デジタル出力端子びない 
場合は同軸ケーブルで接続し、「デジタル入力の設定」记9ページ)をご覧になり設定の変更を行ってく 
ださい。接続はどちらか一方の接続のみを行ってくだい。両方の接続を行う必要はありません。 


光デジタル端子で接続する 


お手持ちの DVD プレーヤーを本機の光デジタル端子で接続する場合は下記の接続を行ってくださし、。 

接続の前に、別売のビデオコード2本、光ファイバーケーブル1本をご用意ください。 



■ 光ファイバーケーブル 


■ビデオコード 

• 急な角度に折り曲げないでください。 。 . 


一般的な映像用コードで、 

保管するときは、直径び 15cmiU 上に 光フ 7 イバ—ケ—ブル 


コンポジットフオーマット 

なるようにしてください。 


の映像信号を伝送します。 

-接続の際は端子の向さを合わせてしつ 


V 

かり奥まで差し込んでください。誤つ 


黄 店ぶ。 

た向さでむりやり挿入すると、端子び 


変形し、ケーブルを抜いてちシャツ 、 



ターび閉らな < なることびあります。 


V _ J 
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ホームシアター乂 P 3 



<デジタルサラウンドへの巧道> 



■V レ〇 >1- レ m 巧げ/^機器の接続を行う場合、あるいは変更を行う場合には必ず電源、 

WjSiWD V を切り、電源コードをコンセントか5巧いてください。 ) 

スピーカー7本(フ□ント L / R 、 センター、サラウンド L / R 、 サラウンドバック L / R ) と、サブウーファー 
を接続してください。 (本機で最適なサラウンドを楽しむには、スピーカー7本とサブウーファーを接続 
することをおすすめします)接続にはスピーカーに付属のスピーカーコードか市販のスピーカーコードと 
オーディオコード1本をお使いください。 


センター 
スピーカー (C) 




ヴブウーファーには別の接続ち法ち 
あります。詳しくはサブウーファー 
の取扱説明書をご覽ください。 


オーディオコード 
(モノラル） 



フ□ント 
スピーカーも (R) 


參 

\^パヮード 

サブウーファー (SW) 


フ□ント 
スピーカー左 (L) 


サラウンド 
スピーカー左 ts) 




サラウンドバック 
スピーカー左 (SBL) 



iw 

\j 

an an in 


口 . 

HI 

P 圆圆 

戀 

圆 

flte 

國圖國！ 

國 d 國！ 

冒、 


マ 



サラウンド 
ピーカーち (RS) 


サラウンドバック 
スピーカーち (SBR) 



mm 

國國^1 


フ□ント 

も (R)/ 左〇_) 


センター (C) 


サラウンド 
ち (RS)/ 左 tS) 


サラウンドノくックスピーカーを]本のみ接続するとさは「スピー 
力一の接続」（一2己ぺージ)をご覧になり接続を行ってください。 


下図の よ ラに スピーカーを 



■ SPEAKER (スピーカー)端子 



① 線をねじる。 

② スピーカー端テをゆるめ、ス 
ピーカーコードを差し込む。 

③ スピーカー端 テを締め 
つける。 


バナナプラグを接続すること 
ちでさます(詳しくはプラグの 
説明書をお読みください。） 



A スピーカーコードを接続するとをは、お線をしっかりねじって、スピーカー端テからはみ出していな 

/!\いことを確認してください。お線びスピーカー端テからはみ出して IJ アパネルに接触したり、+/—び 
10 注意接触すると保護回路び働いて電源びスタンバイ状態になることびあります。 



































































































































ホームシアター入 P 5 くデジタルヴラゥンドへの巧道> 


ぶ 


設定の準備 


〇 〇 〇 © 

CD TAPE/MD TUNER AUX 

0000 


■O 

m 


I 1 I 


本体の電源コードをつないで、電源を入れる。 

む STANDBY / ON ボ'タンをホ甲して電源を ON にします。 


2 


テレビの電源を入れ、テレビの入力切換を本機の出力映像び 
表示されるように設定する。 

例えば、本機の MONITOR 日 UT 端テと接続しているテレビの入 
力び「ビデオ1」だったらテレビの入力を「ビデオ1」に切り換 
えます。 



DVD のサラウンド再生 


DVD プレーヤーの電源を ON にします(本機とテレビの電源が ON であることも確認します ) C 


2 


本機の DVD / LD ボタンを巧して、本機の表示を DVD / LD にします。（ディスプレイ表示 
を下図のが態にします） 

SIGNAL SELECT 表示び DIGITAL ( AUTO ) になっていることを確認してください。表示び 
ANALOG になってし V ■こら SIGNAL SELECT ボタンで D に ITAL ( AUT 日)に切り換えます。 


3 □□PRO LOGICII インジケーターび庶打していることを確認します。 

点灯していないときは STANDARD ボタンを押してインジケーターを点灯させます。 


4 


DVD を再生します。 


5 


適当な音量になるまで MASTER VOLUME を UP 方向へ回します。 



steps へお進みください。「オートセットアップで設定する」をご覧になりワンランク上のヴ 
ラウンド再生をしましよう。 


ホ—ムシアタ—入門 
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ホームシアター乂 P3 f 1 step 3 


くオートセットアップで 
ワンランク上のサラウンドへ> 


オートセットアップ ( MCACC ) で設定する 

本機のオートセットアップでは従来のマニュアル調整では難しかったさまざまな設定を、付属のオートセット 
アップ用マイクを使い自動で高精度に測定、設定することびでさます。 

測定中はスピーカーからテスト!-ーンび出力され、その音を付属のオートセットアップ用マイクび拾い、解析し 
ます。測定項目と全体の流れはソ下の通りです。 


初期測定(測定設備のチてック） 

①暗騷音（部屋の騷音）の測定 
③マイク感度の診断 
③各 ch のスピーカー有り無し判定 

t 初期測定結果確認へ 

r スピーカーの有り無し判定結果の 

ユーヴー確認(または修正） 


システム全体の解析測定 
④ スピーカー システム 

(各スピーカーの低域再生能力判定） 
⑥スピーカーからの距離 

(最適なディレイ値を解析） 

⑥ スピーカーの 出カレベル 

(各 ch の出カバランスを補正） 


音場補正へ 


A 


オートセットアップの 完了 

テスト I -ーンはやや大さな音なので、夜間の測定や小さなお子様 


(0 台計 
3〜目分程度 


：± m は IJ スニングルームに立ち入らせないなどご配慮<ださい。 

本機ではサラウンドバック端子にサブウーファーを接続することびできます(-^2已ぺージ)。その場合「サラウン 
ドバックスピーカーの設赴（一已4ぺージ)はに B SW 」 を選択しなければなりませんび、に B SW 」 を選択すると 
才ートセットアップを行うことびできません。この場合は「細やかな設定」（-^49ページ）と「スピーカー出カレべ 
ルの調整」（■►目3ページ)をご覧になり手動で設定を行ってください。 



オートセットアップ用マイクを接続する 


メモ 


[ 本機の MC / 
[ オー トセッ 


CACC SETUP M に端テに付属の 

トアップ用マイクのコードを差し込みます, 


測定中は IJ スニングポジシヨンから離 
れて、各 スピーカーの 外側から IJ モコ 
ンで操作を行ってください。 


パワード 
ヴプウーファ 
わ、ノ ター （SW) 


スピーカー (C) 




フ□ント 
スピーカーを (L) 


サラウンド 
スピーカー 左 (LS) 


IJ スニングポジション 
(耳の位置)に設置します。 


サラウンド 
スピーカーち (RS) 


サラウンドバック 
スピーカーち (SBR) 


マイクスタンド 


オートセツトアップ用マイク 


メモ 


設置するとさは必ず付属のマイクスタンド 
を使い、水平な台の上にのせてください。 


ヴラウンドバック 
スピーカーを (SBL) 





















































ホームシアター乂 P 3 


く才ートセツトアップでワンランク上のサラウンドへ> 



才ートセットアップ （ MCACC ) 


メモ 


測定を途中で解除したとさはオートセットアップ （ MCACC ) の測定結果は設定されません。 
測定中は静かにしてください。測定中に騒音びあると正確に測定でさないことびあります。 
スピーカーと IJ スニングポジション（マイク）の間にある障害物を取り除いてください。 

サブウーファーを接続している場合は電源を入れてボ IJ ュームを適度に上げておいてください。 
付属のオートセツトアップ用マイクを TV モニターのおくに置いてオートセツトアップを行わな 
いでください。 


2 


AMP SOURCE 

が 3 。 。 @ 

— ^— MULTI CONTROL - 

|| 抑が fd h,, 化り IrmrsTOTj h, がが 



RETURN 一 BAND d 

苗^^ 

DISPLAY CLASS MPX 

' 、 




AMP ボタンを押して IJ モコンをアンプ 
操作モードにする。 


2 


AUDIO 



啤说扩 


MCACC SETUP ボタンを巧す。 

ディスプレイに 「 AUTO 」 与 「 MCACC 」 と点 
滅表示しボ U ユームび上びり、テストトー 
ンび出力されて初期測定(測定設備チェッ 
ク）になります。この自動測定は数十秒で 
終わりますので、手順3の画面になるまで 
しばらくお待ちください。 

「ANAL 丫 ZE 」 o「AM 目. NOISE 」 

:暗騒音(部屋の騒音)を測定中です 
「 ANAL 丫 ZE 」 o「M に」 

:マイクの感度を診断中です 
「 ANALYZE 」 な 「 SPEAKER 」 

:各スピーカーの有り無しを判定中です 


^ムい<モ 


オートセットアップび終了した時点で「スピーカーの設定」（一已3ページ)と「各スピーカーまでの距離の設定」 
(一已日ぺージ)、「スピ-力-出カレベル倍チャンみレの音量レベル)の調劃（一目3ぺージ)の設定内容は IJ 
セットされますのでご注意ください。 

手順2で MCACC ボタンを押して初期測定に入ったあと、エラーメッセージびディスプレイに表示されること 
びあります。その場合はの操作を行ってください。 

-[ NOISY ! J ^ に〇 NEXT ?」 

MCACC ボタンを押して設定を解除し、 IJ ス ニン グルームを静かにしてもう一度はじめから設定をやり直し 
てください。 

ENTER ボタンを押してそのまま設定を続けることちでさますび、そのあとにエラーメッセージびでることび 
あ0ます。 

- TERR . MICJ 

マイクの接続を間違えているか、しっかりと接続されていない可能性びありますので、マイクの接続を確認し 
て < ださい。 

-に RR 〜〜」 

F ch と表示されたときはフ□ントスピーカーび 、 S ch と表示されたときはサラウンドスピーカーび、 SVV と 
表示されたときはサブウーファーびしっかりと接続されていなかったり、 Fch/S ch と表示されたときは L / 
R のどちらかび接続されていない可能性びありますので、何度やってち結果び同じよラなとさは一度電源を 
切り、スピーカーやヴブウーファーの接続を確認してください。 


ホ—ムシアタ—乂巧 
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ホームシアター乂 P 3 C steps ) く才ート セッ ト アップで ワンランク上のサラウンドへ> 


AMP SOURCE 

か NgCT 。 @ 

— ^— MULTI CONTROL - 


"11 。か ■ — 



RETURN f _ BAND d INFO 、 


3 


3 A ディスプレイに表示されたスピーカー 

有り無し判定結果が合っているとさは 
( L 1 ENTER ボタンを押します。 

スピーカー有り無し判定の詳細について 
は iU 下の表をご覧ください。 

手順4へお進みください。 



ディスプレイに表示されたスピーカー 
有り無し判定結果が間違っているとさ 
は liTtt タンで正しい設定に直したあと 
ENTER ボタンを押します。 

スピーカー有り無し判定の詳細について 
は下の表をご覧ください。 

手順4へお進みください。 



フ□ント 
スピーカー 

センター 

スピーカー 

サラウンド 

スピーカー 

サラウンドバック 
スピーカー 

サブウーファー 

2.0 ch 

0 

- 

- 

- 

- 

2.1 ch 

0 

- 

- 

- 

0 

3. Och 

0 

0 

- 

- 

- 

3.1 ch 

0 

0 

- 

- 

0 

4. Och 

0 

- 

0 

- 

- 

4.1 ch 

0 

- 

0 

- 

0 

5. Och 

0 

0 

0 

- 

- 

5.1 ch 

0 

0 

0 

- 

0 

6. Och 

0 

0 

0 

] 本 

- 

6.1 ch 

0 

0 

0 

] 本 

0 

7. Och 

0 

0 

0 

2本 

- 

7.1 ch 

0 

0 

0 

2本 

0 


-(無し) 
〇馆り) 


メモ 

• 手順3でエラーメッセージびディスプ 
レイに表示されることびあります。その 
場合は1^^(下の操作を行つて < ださい。 
-rSW.VOLUP 」 与に〇 NEXT ?」 
サブウーファ ーの ボ IJ ュ ームを上げて 
から ENTER ボタンを押します。 
-rSW.VOLDWN 」 与 「GO NEXT ?」 
サブウーファ ーの ボ IJ ュ ームを下げて 
から ENTER ボタンを押します。 

• 手順3では、 7. 日かまたは 7. 1 ch で接続 
していても目. Och または目.1 ch と測定 
されてしまいますので、必ずボタン 
で正しい設定に直したあと ENTER ボ 
タンを押して手順4へお進みください。 


4 補正用測定び開始されます。 

「 ANALYZE 」 分 rSP SEE 」 

:各スピーカーの低域再生能力を判定中です 
「ANAL 丫 ZE 」 分 「 AMB.N 日 ISE 」 

:暗騒音(部屋の騒音)を測定中です ( SVV 接続時のみ） 
「ANAL 丫 ZE 」 な 「 DISTANCE 」 

:最適なディレイ値を解析中です 
「ANAL 丫 ZE 」 o 「 LEVEL 」 

:各 ch の出カバランスを補正中です 
これらの自動設定には3〜目分程度の時間びかかりますの 
で、 「 C 日 MPLETE 」 とディスプレイに表示されるまでし 
ばらくお待ちください。 

K 「 COMPLETE 」 一 「 RESUME 」 と表示し自動測定を終了 

一します。 

ボリュームび下がり通常動作に戻ります。 

MCACC インジケーターび点灯します。 











































ホームシアター乂 P 3 C steps ) く才ートセットアップでワンランク上のサラウンドへ> 


測定結果の確認 


スピーカーの出カレベルを確認ずる 


STANDARD 





み 


スピーカーか6の距離を確認する 


CH SELECT ボタンを押すたび 
に各チヤンネルのレべ>1レを確認 
することびできます(■►目3ペー 
ジ)。 


一 M を 


和-►ボタンを押して各スピー 
カーまでの距離の設定を選んで、 
確認することびできます(■►己目 
ページ）。 


メモ 


同じスピーカーを接続していても、コーンサイズび約] 2cm 程度のスピーカーでは部屋の環境に影響してス 
ピーカーの大小判定び一致しないことびあります。その場合、設定を変更したいとをはシステムセットアップ 
の「スピーカーの設定」 （一已 3ぺージ）と「サラウンドバックスピーカーの設定」 （一已 4ぺージ)を行ってくださ 
い。 

サブウーファーまでの距離の設定は、他のスピーカーに比べて部屋の環境の影響を受けやすいうえにサブウー 
ファー本体び持つ回路の影響で、距離びやや遠くなることびあります。しかし、 ここで 設定された距離は、それ 
らの影響を含めた最適な測定結果ですので、距離を修正する必要はありません。 



より快適にサラウンドを楽しむために 


いろいろな音場効果を加えることができます 

「し巧いろな使いち」をご覧になって U スニングモードを選択したり（- ►as、 38ぺージ)、 
便利な音声再生用機能をお好みで選択してみてください(-►42ページ)。 


2 マニュアルでより細やかな設定を行うこともできます 

細やかな設定（システムセットアップ）をご覧になり（-^49ぺージ） 
な設定を行うこともでさます。 


必要に応じて細やか 


ホ—ムシアタ—入門 
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各部のち祿とはた 5 き 


フ□ントパネル 


① ②⑤④ (5) (6) @ ©⑨©⑩®® @ 



© ® を ）®®®®®® (g) (g) 


① 0 STANDBY / ON ボタン 

本機の電源を日 N / OFF します。 

② INPUT SELECT ボタン 

本機の入力を選択します。選択されている入力の 
ボタンび光ります。 

③ STATION (+/-) ボタン （ P 目7〜目 9) 

記憶した放送局を呼び出すとさに押します。 

④ TUNING (+/-) ボタン （ P 目目） 

放送局を選択します。 

⑥ SIGNAL SELECT ボタン （ P 3 己） 

デジタルとアナ□グの入力を切り換えます。 

⑥ MIDNIGHT / LOUDNESS ボタン ( P 42) 

ミッドナイト IJ スニングモードやラウドネスモー 
ドの日 N/OFF を選択するときに巧します。 

⑦ SPEAKERS ボタン ( P 26) 

スピーカーシステムを選択するとさに押します。 

⑧ SB CH MODE ボタン （ P 39) 

サラウンドバックチャンネルの日 N / AUT 日/日 FF 
を選択します。またサラウンドバックスピーカー 
を無し （*) で設定しているとさは、バーチャルヴ 
ラウンドバックモードの日 N / AUT 日/日 FF を選択 
します。 

⑨ リモコン受光部 

本機を IJ モコンで操作する場合は、ここに IJ モコ 
ンを向けます。 

⑩ TONE ボタン ( P 43) 

I -ーンコント□ールを調整するときに押します。 
押すたびに BASS と TREBLE び切り換わります。 
調整は TONE ボタンを押したあとに MULTI JOG 
と ENTER ボタンで行います。 

⑩ MCACC インジケーター （ P 12、64) 

オートセットアップ ( MCACC ) または MCACC マ 
ニュアルセツトアップを行うと点灯します。 


⑩ QUICK SETUP ボタン （ P 47) 

QUICK SETUP を行うときに押します。設定は 
QUICK SETUP ボタンを巧したあとに MULTI 
JOG と ENTER ボタンで行います。 

〇 ENTER ボタン 

設定項目などの決定を行います。 

® MULTI JOG 

TONE、QUICK SETUP、TUNER EDIT などの 
設定に使用します。 

© PHONES (へッドホン)端子 ( P 41) 

へッドホンを差し込む端テです。 

® TUNER EDIT ボタン （ P 目7、 68) 

放送局を記憶するとをや放送局に名前をつけると 
さに押します。 

⑩ CLASS ボタン （ P 68 〜 69) 

放送局に名前をつけたり呼び出したりするとさに 
A 〜 C の分類を変更、選択するとさに押します。 

® BAND ボタン （ P 目目） 

AM と FM を切り換えるときに押します。 

® MPX ボタン （ P 目 7) 

® INPUT ATT ボタン 

アナ□グ信号び入力されているとさ、入力信号の 
レベルび高すざて音び歪んでいるとをに押すと聴 
さやす < なります。 

@ FL DIMMER ボタン （ P 4 目） 

表示部の明るさを調整します。 

@リスニングモード選択ボタン （ P 3 目、 38) 

リスニングモードを選択するときに押します。 

© MCACC SETUP M に端子 （ PI 2) 

オートセットアップを行うときに付属のオートセッ 
トアップ用マイクを差し込む端テです。 

® VIDEO INPUT 

VIDE 日ファンクシヨン用の入力端テです。 

( g ) MASTER VOLUME 

本機の音量を調節するとを回します。 













































































各部のち祿とはた 5 き 


リモートコント□—ル 


アンプコントロール部 


本機を操作するとさに使います。 

AMP 0 ボタン 

本機の電源を ON または OFF (スタンバイ状 
態）にします。 

AMP CONTROL ボタン 

STANDARD :マルチチャンネル信号はその 
まま忠実にデコード再生し、 2 チャンネル信 
号はドルビープ □ □ジック IIx または Neo: 目で 
デコードするのでサラウンド再生をしたいと 
さに効果的です。 

ADVANCED SURROUND :パイオニアオ 
U ジナルのサラウンドモードです。7つの 
モードから好みの音場を選択することびでさ 
ます。 

STEREO/DIRECT :あらゆる入力信号をス 
テレオ再生(左ち 2 つのスピーカーのみでの再 
生）します。 

MIDNIGHT/LOUDNESS :ミッドナイト U 

ス ニン グモードやラウドネスモードを ON にす 
ると、音量を下げて映画などを楽しむ場合な 
どでち、サラウンド効果び最適なレベルに自 
動調整されます。 

CH SELECT :テスト I ンを使わずに、手 
動でチャンネ J レを切り換えて各チャンネルの 
スピーカーレベルを調整するときに使いま 
す。 

LEVEL +/- :スピーカーレベル (CH レベル） 
の調整で、各チャンネルのスピーカーレベル 
を調整します。 

TEST TONE ： テストトーンを使って各チャ 
ンネルのスピーカーレベルを調整するとさに使 
います。 

MUTE :音量を一時的に最ルにします。 
EFFECT +/- : ADVANCED SURROUND 
モードのエフェクトレべルを調整します。 

FL DIMMER :表示部の明るさを調整します。 


AMP 

INPUT SELECT 

卿 


INPUT SELECT ボタン 

本機の入力を切り換えます。 
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— ^— MULTI CONTROL - 




RETURN BAND d INFO 



LED ランプ 

U モコンから信号を発信しているとさや U モ 
コンの設定を行っているとさに点灯します。 

SOURCE 0 ボタン 

他機器の電源を ON または OFF (スタンバイ状 
態）にします。 

f MULTI CONTROL ボタン 

本機の入力を切り換えます。また他機器を操 
作するとさの U モコンの操作モードを切り換 
えます。 

AMP ボタン 

1」モコンをアンプ操作モードにします。 

MASTER VOLUME ボタン 

本機の音量を調節するとき巧します。 


アンプ操作ボタン 

INPUT ATT ： アナ□グ信号び入力されてい 
るとさ、入力信号のレベルび高すぎて音び歪 
んでいるとさに押すと聴さやすくなります。 
SLEEP :ス U - プタイマーを設定します。 
MCACC SETUP :サラウンドの設定におい 
てマイクを接続しているとさはオートセット 
アップを行うことびできます。また、マイク 
を接続しないとさはテスト I -ーンを聞さなび 
ら高精度な調整を行ラことびでさます。 

SR + :プラズマディスプレイとの連動モード 
を切り換えます。 



—ナー•^ン トロール部 


チューナーを操作するボタンです。本機のチューナーをこれらのボタンで操作するには、上記「アンプコント 
□-ル部」の MULTI CONTR 日 L ボタンで 「 TUNER 」 を押します。 

DVD や CD などの他機器の操作については「他機器の操作一覧表」（-►フ已ページ)をご覧ください。 


BAND ボタン (66 ぺージ） 

AM 放送と FM 放送を切り換えます。 


CLASS ボタン (68 〜 69 ぺージ） 

放送局に名前をつけたり呼び出したりすると 
きに A 〜 C の分類を変更、選択するときに押し 
ます。 


DISPLAY ボタン (68 ぺージ） 

入力びチューナーのとさに周波数とメモ1」一 
させた名前を切り換えます。 



_ と-''-文 に --、 

I に f t'P 5 功 お .' 

I た若 に三 


T.EDIT ボタン (67 、 68 ぺージ） 

放送局を記憶したり、放送局に名前をつけま 
す。 

MPX ボタン (67 ぺージ） 

モノラル受信とステレオ受信を切り換えま 
す。 


D.ACCESS ボタン (66 ぺージ） 

数字ボタンを使ってダイレクトに放送局を受 
信します。 


各部の名茄 
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各部のち祿とはた 5 き 


の/::7ン トロール部や他機器/アンプコントロール部 


TV や他機器/本機を操作するときに使います。 

お手持ちのテレビを TV CONTR 日 L ボタンで操作するには 、 MULTI CONTR 日 L ボタンの 「TV CONT 」 にお手持 
ちのテレビのプ IJ セットコードを割り当ててください。 （7 日ページ） 

お手持ちの DVD を DVD CONTR 日 L ボタンで操作するには 、 MULTI CONTROL ボタンの 「 DVD 」 にお手持ちの 
DVD のプ IJ セツトコードを割り当ててください。 （70 ページ） 


DVD CONTROL ボタン 

1」モコンび DVD 操作モードのとさに DVD プ 
レーヤーをじ(下のよラに操作することびでさ 
ます。 

TOP MENU : DVD プレーヤーのトップメ 
ニュー画面を表示します。 

AUDIO :ディスクに記録されている音声を 
選択します。 

MENU : DVD プレーヤーのメニュー画面を 
表示させます。 

SUBTITLE :ディスクに記録されている字幕 
を選択します。 


数字ボタン 

U モコンび TUNER の操作モードのとさは周 
波数のダイレクト選局を行い、 CD や DVD の 
操作モードのときはトラックやチャプターを 
選ぶとさに使います。 


CHANNEL +/- ボタン 

1」モコンび DVR や VCR などの操作モードの 
とさに DVR や VCR などのチヤンネルを変え 
ることびでさます。 



I 一 SETUP ン SLEEPJ W I 

—I RETURN EAHD d INFO HI 

I 苗 ini 則 

■Q Q Q S ■ 


BS5 巳 S7 b ： 




@ @ o ⑩" 
e 0 0 o 0 


间 

CHANNEL 

色 


⑩ 9 9 

巡鉛 CHANNEL VOLUME 

&&& 


B 


Pioneer 

(]aV AMPLIFIER ) 


t/|y 和 / 一 / ENTER ボタン 

U モコンびアンプ操作モードのときは、シス 
テムセットアップで頂目の選択、決定を行い 
ます。 

リモコンび TUNER 操作モードのときは、放 
送局の受信やステーションメモ U - クラスの 
選択などに使います。 


TV CONTROL ボタン 

MULTI CONTROL ボタンの 「TV CONT 」 に 
プ U セツトコードを割り当てられた TV の操 
作びでさます。 U モコンびアンプ操作モード 
や他機器の操作モードのとさでち操作するこ 
とびでさます。 

0 : TV の電源を ON または日 FF (スタンバイ 
状態）にします。 

INPUT SELECT : TV の入力を切り換える 
とさに押します。 

CHANNEL +/- : TV のチヤンネルを切り 
換えるときに押します。 

VOLUME +/- : TV の音量を調節するとき 
押します。 


リモコンの操作節囲 


本機を IJ モコンで操作するときは、 IJ モコ 
ンをフ□ントパネルの IJ モコン信号受光部 
に向けてください。 



IJ モコンと本機との間に障害物びあったり、 IJ モコン 
受光部との角度び悪いと操作びでさない場合びありま 
す。 

IJ モコン受光部に直射日光や堂光灯などの強い光び当 
たると誤動作することびあります。 

赤外線を発射する機器のおくで本機を使用したり、赤外 
線を利用したほかの IJ モコン装置を使用したりすると、 
本機び誤動作することびあります。逆にこの IJ モコンを 
操作すると、他の機器を誤動作させることちあります。 
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各部のち祿とはた 5 き 


ディスプレイ 


④⑥⑥ 


⑥® 


SIGNAL fi" … 1 SB 
DIGITAL □□ DIGITAL 
ANALOG DTS MPEG 


■ Wm □□ DIGITAL IVIR.SB DIRECT 
レ LiJ 口 nPROLOGIClIx liMIDNIGt 


SLEEP 


ATT 


□□PROLOG に nx 
Neo:6 ADV.SURR. MPEG 


MIDNIGHT 

LOUDNESS 


Stereo tunedj 

_MONO 厂 


SP ►A B 


旭 


① SIGNAL SEI_ECT インジケーター 
DIGITAL : 

デジタル音声信号び選択されているとき点打します。 

ANALOG : 

アナ□グ音声信号び選択されているとさ点灯します。 

AUTO : 

SIGNAL SELECT の設定を AUT 日に設定している 
とさに点灯します。アナ□グ信号よりもデジタル 
信号を優先します。 

□□ DIGITAL : 

ドルビーデジタル信号び入力されると点灯します。 

DTS : 

DTS 信号び入力されると点灯します。 

MPEG : 

MPEG -2 AAC 信号び入力されると点灯します。 

SB : 

EX、ES 等の目. Ich 検出信号び入力されると点打し 
ます。 

② デコードインジケーター 

【< t n : 

STANDARD モードび日 N のときに DTS マルチ 
チャンネル信号び入力されると点灯します。 

Neo : 目： 

Neo : 目処理をしているときに点灯します。 

□□ DIGITAL : 

STANDARD モードび日 N のときにマルチチャン 
ネルのドルビーデジタル信号び入力されると点灯 
します。 

□□ PROLOG に IIx : 

ドルビープ□□ジック II 処理をしているときに点 
灯します。 X はドルビープ□□ジック IIx 処理をし 
ているときのみ点灯します。 

ADV.SURR : 

ADVANCED SURROUND 処理をしてし^るときに 
点灯します。 

MPEG : 

STANDARD モード'び ON のときに MPEG -2 AAC マ 
ルチチヤンネル信号び入力されると点灯します。 


③ 八’ーチャルサラウンドバックインジケーター 
( P 40) 

バーチャルサラウンドバック処理をしているとさ 
に点灯します。 

④ D 旧 ECT インジケーター （ P 38) 

ダイレクト再生モードび日 N のとさに点:なします。 

⑥ MIDNIGHT インジケーター （ P 42) 

ミッドナイト IJ スニングモードび日 N のときに点 
灯します。 

LOUDNESS インジケーター （ P 42) 

ラウドネスモードび日 N のときに点灯します。 

⑥ SLEEP インジケーター （ P 4 目） 

ス IJ ープタイマーモードび設定されているとさに 
点灯します。 

⑦ TUNER インジケーター ( P 目目〜目 9) 

STEREO : 

ステレオで受信しているとをに点灯します。 

MONO : 

MPX ボタンを押して FM 受信をモノラルに設定し 
たときに点灯します。 

TUNED : 

ラジオ放送を受信しているとをに点灯します。 

⑧ ATT インジケーター 

INPUT ATT び日 N のときに点灯します(アナ□グ 
信号を選択している場合のみ効果びあります)。 

⑨ スピーカーインジケーター （ P 2 目） 

現在選択されているスピーカーシステムび点灯し 
ます。 

⑩ キャラクター表示部 

⑩ VOLUME (音量レベル)表示部 

現在の主音量レベルを表示します。音量レベル 
は、電源びオフにされてち保持されています。一 
-- dB で MIN レベルを表わし、一日 dB で MAX レ 
ベルを表わします。 


各部の名祿 
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各部のち祿とはた 5 き 


① コント□ール入出力端子 

コント□ール端テの付いた複数のパイオニア製品 
を]つの機器の IJ モコン受光部を使って、集中コ 
ント□ールするための端テです。パイオニアプラ 
ズマディスプレイと接続してシステム連動動作を 
行うこともできます。 

② アンテナ端子 

付属の AM / FM アンテナを接続します。 

③ DVD 5.1 CH INPUT 端子 

已 . 1 CH アナ□グ出力の付いた DVD プレーヤーと 
接続します 。 FRONT L / R は、⑧の DVD / LD 端テ 
に接続します。 

④ D 4 VIDEO 入力端子 

D 端テ出力を持つ機器と接続します。端テに表示さ 
れた機器と違ラ機器を接続するとさは D 4ビデオ入 
力の設定び必要です。（一已8ぺージ） 

D 4 VIDEO MONITOR OUT 端子 

D 4 VIDE 日入力端テに入力された信号を出力しま 

す。 

⑥ PREOUT 端子 

パワーアンプ内蔵型のスピーカー(パワードスピー 
カー)または他のパワーアンプと接続します。 

⑥ デジタル出力端子 

デジタル入力を持つ機器と接続します。 


⑦ デジタル入力端子 

デジタル出力を持つ機器と接続します。端テに表 
示された機器と違う機器を接続するとさはデジタ 
ル入力の設定び必要です。（一已9ページ） 

⑧ アナ□グ音芦入出力端子 

アナ□グ機器の入出力端テと接続します。 

⑨ VIDEO 入出力端子 

ビデオ機器のアナ□グ映像入出力端テと接続しま 
す。 

⑩ サブウーファー PREOUT 端子 

パワーアンプ内蔵型サブウーファーと接続しま 
す。 

⑩ MONITOR OUT 端子 

⑨の VI D E 日入力端テに入力された信号を出力しま 
す。 

⑩ S-VIDEO MONITOR OUT 端子 

の S - VIDE 日入力端テに入力された信号を出力 
します。 

S-VIDEO 入出力端子 

ビデオ機器の S - VIDE 日入出力端テと接続します。 

© スピーカー 端子 

各チヤンネル用のスピーカーと接続します。 

@ AC OUTLET 

他機器の電源コードを接続します。 


〇 

FM UNBAL 

75 n 

回 

f 

a 

LOOP ] 

020321 IQ 




⑤ 


CEN¬ 

TER 

m 

SUBWOOFER 

m 

C4 

。參翁 

SURROUND 

i > y > m 2 uiuusii 

ノ 






D 


PEI HOfl 

D4 VIDEO D4 VIDEO 



を面部(リアパネル) 


囚 

0 國 

V 

m 

戀 

1 SINGLE 1 

R 眶 

m 



國 

國 

1 参招して下 5 し1。 1 

画隧 

画 

國 

國 

_ r- 





M 

參 

AUX 

M 

參 

CD 

m 

our^ 

M 

m 

m 

DVR/ 

VCR 

V 

M 

m 

TV/ \ 

SAT \ 

M 

m 

DVD \ 

'wm \ 

M 

1 — r-E 

m 

m 

№1— L- 

M 

liTO riMli 

CD-R 

/TAPE - 

/MD 

PLAY 

J 


-⑧ 













































































































































































































各部のち祿とはた 5 き 


接続コードについて 


■ビデオコード 

一般的な映像用コードで、 
コンポジットフオーマット 
の映像信号を伝送します。 


V 




ぶ。 



■オーディオコード 


■オーディオ/ビデオコード 


オーディオ機器の接続に使 


オーディオコードとビデオコード 


用します。 


の一体化したちの。 


瞄 

(左） 

ホザろク 








V _ J 


V _ J 


■ S ビデオケーブル 

映像信号 ( Y ) と色信号 ( C ) を分離し 
て接続することびでさ、コンポ 
ジットよりを高品位な映像品質を 
楽しむのに適しています。 



> 


■ D 端子ケーブル 

映像信号と映像コント□ール信号を、 ] つの 
コネクタで接続でさるケーブルです。 S ビデ 
オケーブルよりち高品位な映像品質を楽しむ 
のに適しています。 


D Video 

な 


■同軸ケーブル/光ファイバーケーブル 

デジタル機器の接続に使用します。 


同軸ケーブル 
(またはオーディオ/ 
ビデオコード） 







接続の際は端テの向さを合わせてくだ 
さい。誤った向さでむりやり挿入する 
と、端テび変形し、ケーブルを抜いて 
ちシャツターび開らなくなることびあ 
ります。 

長さは 3 m じ(下のものを使用してくださ 
い。 

プラグにホコ U び付着したとさは、柔 
らかい布で}式いてから接続してくださ 
い。 



各部の名祿 
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接続 



テレビと DVD プレーヤーの両方に S - 
VIDE 日端モや D 端テび付いている場 
合は、それらどちらかの端テを使用し 
て本機と接続するとより鮮明な画像を 
再生でさます。 


•'、 


A 


機器の接続を行う場合、あるいは変更を行う場合には必ず電源を切り、電源コードをコンセントから 


市 

ケ 

( 

な 


巧いてください。 



次の場合はアナ □ グ接続び必要 
です。 

- DVD プレーヤーにデジタル 
出力端モびない場合 
-聴さたい信号び DVD プレー 
ヤーのデジタル出力端モか 
ら出力でさないとさ 
- DVD プレーヤーからの信号 
を CD - R / TAPE / MD または 
DVR / VCR 出力端テから出 
力したいとさ 




DVD プレーヤーと TV (モニター)の接続 


メモ 

S-VIDE 日端テを使って接続する場合は、 DVD プレーヤーのに映像出力端子」と本機のに - VIDE 日 DVD/LD 
IN 端テ」を接続し、テレビのに映像入力端テ」と本機のに - VIDE 日 MONITOR 日 UT 端テ」を接続します。 

D 端テを使って接続する場合は、 DVD プレーヤーの 「D VIDE 日映像出力端子」と本機の rD 4 VIDEO ( DVD / 
LD ) INn 端子」を接続し、テレビの 「D VIDE 日映像入力端テ」と本機の rD 4 VIDEO MOMT 日 R 日 UT 端テ」 
を接続します。 
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TV または衛星チューナーの接続 


接続 



機器の接続を行う場合、あるいは変更を行う場合には必ず電源を切り、電源コードをコンセントか5 
巧いてください。 


BS デジタルチュ—ナー巧蔵テレビの場合 



BS デジタル 
チューナー 
内蔵テレビ 


^^メモ 

S - VIDE 日端テを使って接続する場合は、巨 S デジタルチューナー内蔵テレビのに映像入力端テ」と本機のに- 
VIDEO MOMT 日 R 日 UT 端テ」を接続します。 

D 端テを使って接続する場合は、巨 S デジタルチューナー内蔵テレビのの VIDE 日映像入力端テ」と本機のの4 
VIDEO MOMT 日 R 日 UT 端子」を接続します。 



厂 

接 


ぶ.こ^^ ■ s ) 

(JI? : バ口 .-, 1. 
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接続 


ビデオ機器の接続 


/5\機器の接続を行う場合、あるいは変更を行う場合には必ず電源を切り、電源コードをコンセントか5 
巧いて<ださい。 


市販の 

オーディオ/ビデオコード 



市販の 
オーディオ/ビデオコード 


蒙み 2 , 



DVR/VCR OUT 端子を通して本機を録 
画(録音)用のセレクターとして使用する 
には 

DVR/VCR 日 UT 端テからは、デジタル接続 
の有無に関わらず、各映像入力端テに入力さ 
れた映像信号と、各音声入力端子に入力され 
た音声信号び、そのまま何の加工ちされずに 
出力されます （U スニングモードなどの本機 
の各機能の効果ち同様に盛り込まれません）。 
入力機器と本機を、デジタル接続や S 映像ケ 
ーブルだけで接続している場合は、ビデオコ 
ードや才ーデイオコードでち接続してください。 


] 


B II 。。 □ E □をを]曰曰 


I \\ I* _|_ It ■- 

ヒアオアツキ、 

DVD レコーダー など 


: • S - VIDE 日端テを使って接続する場合は、ビデオデッキなどのに映像出力端子」と本機のに- 
^ VIDEO DVR/VCR IN 端テ」を接続し、ビデオデッキなどのに映像入力端テ」と本機のに- VIDE 日 

DVR/VCR OUT 端子」を接続します。 


DVD 已 . Ich アナ□グ接続 


市販のオーディオコード 
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市販のビデオコード 

















































































































































































スピーカーの接続 


接続 



テレビを センタースピーカ 
—として使用する場合は、 
本機の PREOUT CENTER 
5荒子とテレビのオーディオ 
入力端子を接続してくださ 
し、。 この場合は上図の セン 
タースピーカーは 接続しま 
せん。接続するテレビの取 
扱説明書もご覧ください。 



機器の接続を行う場合、あるいは変更を行う場合には必ず電源を切り、電源コードをコンセントから 
抜いて < ださい。 

センタースピーカー、サラウンドスピーカー、サラウンドバックスピーカー、サブウーファーのいずれかを接続し 
ない場合は、設定(■►己3〜已4ぺージ)び必要になります。 

スピーカーは公称インピーダンスび目 n 〜1目 Q のものを使用してください。 

本機とスピーカーの©端テおよび©端テどうしを正しく接続してください。 

サラウンドバックスピーカー端テにはアンプを内蔵していないサブウーファーを接続することも可能です。その 
場合は「サラウンドバックスピーカーの設定」（■►己4ページ)で rSB SVV 」 を選択して下さい。 



の 市販の 

湾イオ] - K 萬力- 



INPUT 





◎ ◎ 

0 0 


り ◎ ◎ 

) 0 0 


パワーアンプ内蔵型 
サブウーファー 


フ□ントも 
スピーカー 


フ□ント左 
スピーカー 




ドバックサラウンドちサラウンド左 
一力ースピーカー スピーカー 


センター 

スピーカー 


誦 ④ 

國國 e 


W 


®L 


liig 

D4 VIDEO 


(DVD/ LQNI (TV / SAHNB 


ig eg 

D4 VIDEO D4 VIDEO 


權麵國國國 

I I 

，國國國画画 


塵 

M 



◎ € 

0 資 


ヴラウンドバックヴラウン 
ち スピーカー 左スピ 



◎ ◎ 


^^メモ 


サラウンドノ くックスピーカーを] 
本のみ接続するときは、図のよう 
に本機 R 端子の©をスピーカーの 
©端テへ、本機 L 端テの©をス 
ピーカーの©端テへ接続して下さ 
し、この接続をしないと音び出ま 
せん。 


，国國 


圆陽 


サラウンドバック 
スヒーカー 
(またはサブウーファー 


◎ 

@ 
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广 A 

■ SPEAKER (スピーカー)端子 




② スピーカー端テをゆるめ、ス 
ピーカーコードを差し込む。 

③ スピーカー端テを締めつける。 


バナナプラグを接続す 
ることちでさます(詳 
しくはプラグの説明書 
をお読みください。） 


V 



I 


1 


I 




1 


wm 


接続 



圓画^^■麗^ ■ 

圖國國劇 































































































































































































接続 


ご^メモ 

スピーカーコードのお線をねじるときは、ばら線び束からはみ出さないようにを意してねじってください。は 
み出した線びあると、その線び隣りのチャンネルのスピーカーコードや IJ アノ くネル(後面の金属部分)にショー 
卜(接触）し、本機の電源び入らない場合びあります。 



サラウンド効果を最大限に引さ出すため、下図のよラにスピーカーを配置してください。 




な 

^ち^ メモ 

-左ちのスピーカーはテレビから等距離になるように設置してください。 

-テレビの近くに設置するスピーカーは、テレビび色ずれなどを起こすのを防止するため、防磁型のものを使用してく 
ださい。防磁型でない場合は、テレビから離して設置してください。 

-センタースピーカーはテレビの上側または下側に置き、センターチヤンネルの音びテレビと同じ位置に配置される 
よラにしてください。 

-サラウンドスピーカー、サラウンドバックスピーカーは耳の高さからやや上方に設置すると効果的です。 

-サラウンドス ピーカー 、サラウンドバックス ピーカーを フ□ントス ピーカーと センター スピーカーから 極端に離し 
て設置すると、サラウンド効果び十分に発揮されません。 

-サブウーファーは前方で、フ□ントスピーカーまでの距離と等距離になる位置に置くことをおすすめします。 

心 —— V 


ごま意： 

センタースピーカーをテレビの上に置くときは、適切な方法で固定してください。固定しないと地震などの外部の振 
動により、スピーカーびテレビから落下してケガをしたり、スピーカーを破損する原因となります。 


一力 一 B システムについて 


本機は A と B の2組のスピーカーを接続できます。スピーカーシステム 「 A 」、 「巨」、 「 A + B 」 の選択は各ファンク 
シヨンごとに設定することびできます。スピーカーシステムの切り換えは SPEAKERS ボタンで行います。 

-スピーカー 「 A 」 を選択したときはサラウンド再生に対応し、最大7.]チヤンネルのスピーカーでお楽しみ頂け 
ます。この場合は STANDARD ボタンや ADVANCED ボタンをホ甲してくだ'さし、 

-スピーカー旧」または 「 A + B 」 を選択したときはサラウンド再生に対応しません。スピーカー旧」を選択した 
ときは自動的にステレオモードとなりスピーカー B からのみ音び出ます。このとき、フ□ントチヤンネルじ （ 
外の音声はフ□ントチヤンネルにダウンミックスされ、スピーカー巨より出力されます。 「 A + B 」 を選択した 
ときも、同じようにステレオモードになります。スピーカーの設定によってはサブウーファーからも音び出 
力されることびあ0ます。 
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才ーデイオ機器の接続 


接続 


機器の接続を行う場合、あるいは変更を行う場合には必ず電源を切り、電源コードをコンセントか5 
ミ主-意抜いて< ださい。 


アナログ接続 



細のトディォコ-ド CD - R / MDU -.- 


デジタル接続 


































































































































































接続 


DVD / LD または LD プレーヤーの接続 


ドルビーデジタルや DTS サラウンド対応ソフトを再生するには、デジタルオーディオ接続が必要です。 

DVD/LD プレーヤーまたは LD プレーヤーに □□ RF 出力端子びある場合は、市販の RF デモジュレーターを使用し 
て [XlRF 端子ち接続します。 RF デモジュレーターは RF 信号をデジタル信号に変換します。このデジタル信号を 
本機のデジタル入力端テに接続します。詳しくは、 RF デモジュレーターの取扱説明書をご覧ください。 LD のア 
ナ□グオーディオディスクはデジタル出力されませんのでアナ□グオーディオ接続ち行ってください。 



メモ 

S-VIDE 日端テを使って接続する場合は、 DVD プレーヤーのに映像出力端子」と本機のに- VIDE 日 DVD/LD 
IN 端テ」を接続します。 

D 端テを使って接続する場合は、 DVD プレーヤーの 「D VIDE 日映像出力端子」と本機の rD4 VIDEO (DVD/ 
LD) INn 端子」を接続します。 
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パイオニアのプラズマディスプレイと巧続する 


接続 


SR + に対応したプラズマディスプレイ (PDP- 已日 4HD および PDP-434HD) を SR+ ケーフルで接続することで 
システム動作を実現します。プラズマディスプレイの画面を見ながらシステム設定、 MCACC 設定、および音量 
や IJ スニングモードの確認びでさます。また、本機とプラズマディスプレイの入力を連動させて切り換えること 
びできます。本機とプラズマディスプレイをシステム動作させるには、下記の接続および設定(■►目日〜目2ペー 
ジ)び必要となります。 

このシステム動作を実現するためには専用の SR +ケーブルが必要となります。詳しくはパイオニア部品受注セ 
ンターへご連絡ください。（パイオニア部品番号 ADE 709己） 


プラズ7ディスプレイ 



ミ主意 

本纖こ SR+ ケーブルを接続すると、本機の IJ モコン受光部は IJ モコン信号を受け付けなくなりますので、 IJ モ 
コンはプラズマディスプレイに向けて操作してください。プラズマディスプレイの電源び切れているときは 
IJ モコンで本機の操作びでさません。 



















































































































































































接続 


コント□ールコードを接続すると、本機を通して他のコント□ール端テ付さのパイオニア製品を操作でさるよラ 
になります。操作は本機の IJ モコン受光部に向けて行います。このとさ、 IJ モコン信号は本機の IJ モコン信号受 
光部で受信され、 CONTROL 日 UT 端子を通して他機器に送信されます。 


f — 

(§) 猶 


(§) 

IN 

—_^ 


本機 



コント □ —ル端子付きの 
他のパイオニア製品 


コント □ ール端子付きの 
他のパイオニア製品の 
CONTROL IN 端子へ 


メモ 

コント□ールコードは別売です。ご使用の際は、モノラルミニプラグ付さコードをお買い求めください。 
コント□ール端テの接続をする場合は、必ずアナ□グの入出力も接続してください。デジタルの入出力だけで 
は、正しく動作しません。 


他のパイオニア機器を操作するための巧続 


I 圍謹 Ih 置 
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アンテナの接続 


接続 


扇藝 .1 


间 

.##00 

。师国 

練。。 t 

图賞 

(TV/SAT) 

图而 

靡爆 T ぶ^ 

11 扣 AX 

靡 紙 

vSSy/VCR) 
^ COAX 

^^(CD) 

mm : 

- R-f 皿亚 I—L -1 


DVD プレーヤーを本機の COAX 端 
テに接続ずる場合は設定び必要でず。 


柄鐘 

じ XBAL ん L さ如圓 


(§)6 

E 


。 爆爆。… 

續)|爆 r" 


* 禱機點 I 


© 


©‘ 

DVR/ 

戀 VCR 


© 




©": 


アンテナは下図のように接続します。付属の AM/FM アンテナは簡易アンテナです。感度び悪く聞こえにくい場合 
は次ページ「外部アンテナの接続」をご覧になり、外部アンテナを接続することをおすすめします。 


♦ AM ループアンテナ（付属） 

下図のように組み立てます。 AM ル-プアンテナの]-ド2ホ 11などに取り付けるにはネジや 

を AM アンテナ接続端子に接続します。どちらをアース側端子 ピンなどを便つて取0付けます 



• FM アンテナ（付属） 

中央のピンにアンテナコードを差し込みます。 


アンテナコードと本機の接続端子 



10mm 



①コードの被覆を回しな 
びら引を抜をます。 


②端子のつめを押しなび 
らコードを差し込み、 
奥までコードび入った 
ら端テのつめを戻しま 
す。 


アンテナ接続に関ずる ごを菁 

アンテナ接続について 

アンテナ端テのアースマーク ( tIt ) はアンテナを接続した場 
合の雑音低減をはかるためのちのです。安全アースではあ 
りません。 

AM ループアンテナ 

• 平らな面に置さ、受信状態の最も良い方向に向けてく 
ださい。 

• アンテナは、本機から離して金属物と接触しない場所に 
置いてください。また、パソコン、テレビなどからもで 
さるだけ離してください。ノイズの原因となります。 

• 壁などに取り付ける場合は、 AM 放送の受信状態び最 
を良い方向を見つけ、取り付け位置を決めてください。 

FM アンテナ 

• FM アンテナは、たらしておいたり、丸めたままに 
しないで最も良い受信状態び得られるよラに、ピン 
とはつてください。 

• 付属の FM アンテナは、 FM 放送を手軽に受信するため 
のものです。よりよい受信のためには専用アンテナを 

使用してください。 31 


巧続 
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接続 



幅の広い側 


本機の電源コードは極 
性管理されています。 
音質向上のため、極性 
を合わせることをおす 
すめします。電源プラ 
グのコードに白線のあ 
る側をコンセントの幅 
の広い側に合わせて差 
し込んでください。 


外部アンテナの接続 


付属のアンテナでよく聞こえないとさは、 AM 外部アンテナ（ビニール被覆線)、市販の FM 屋外アンテナを接続 
することをおすすめします。 


FM 屋外アンテナ （7 已 VV 同軸ケーブル）の接続 
下図のように接続してください。 



AM 外部アンテナ（ビニール被覆線）の接続 
下図のように接続してください。 


本機のアン 
テナ端テ 



AM 室内アンテナ 


AM 外部アンテナを 
接続してち AM ルー 
プアンテナは外さな 
いで <ださい。 



ビ ニール 

® 

ii 

1 

被覆線 

FMUNBAL 1 

75n 1 

’ L 广 P 

Q2Q32IIQ 


源コードの接続 


すべての接続び終了したら、電源コードを家庭用電源コンセント (AC ] 日日V)に接続します。 


## 

mm 

FRONT SURROUND 


メモ 

旅行などで長期間本機を使用しない場合は、必ず 
電源コードをコンセントから抜いておいてくだ 
さい。 


モ備電源コンセント (AC 0リ了し5了)のお続(連動1 OOWlUT) 


本機の電源スイッチの日 N/ スタンバイ（日 FF) の切換に連動して、接続した機器の電源を日 N/OFF できます。 

このとき、接続した機器の電源スイッチは日 N にしておいてください。また、消費電力び10日 VV を超えないように 
してください。 

A 注意 

■ 消費電力びパネルに表示されている w の数値を超える電気器具 （ I-ースター、ドライヤーなど）は絶対に接続し 
ないでください。機器の故障や乂災の恐れびあります。 

■ テレビは接続しないでください。 

表示されている消費電力び本機のノ（ネル表示値より少なくてち、電源を入れたとさに大さな電流び流れて、パネ 
ル表示値を超える場合びあります。 
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國國國國画 
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基本再生 


基本操作 


3 



TV 、 入力機器 （ DVD プレーヤーなど）、サブウー 
ファ ーの電源を入れる。 


2 


(!) STANDBY/ON 



本体の OSTANDBY / ON ボタンを 
押して本機の電源を入れる。 

表示部に入力名 （DVD/L □など)び表 
示されることを確認してください。 


r SIGNAL 口 

[digital 


□□ PROLOG に I X 


3 


2 


AMP SOURCE 

一を,越〇⑩ 

— MULTI CONTROL - 7 



DVD/LD TV/SAT DVR/VCR VIDEO 

0 0 0 0 

CD TAPE/MD TUNER AUX 

0 0 0 0 


入力を選択する。 

U モコンの MULTI CONTROL 
ボタンまたは INPUT SELECT 
ボタンでも選択することびで 
さます。 

入力信号の設定 (SIGNAL 
SELECT) は AUTO に言 g 定さ 
れています。必要に応じて入 
力信号の種類を選びます。 
「アナ □ グ/デジタ j レ信号を切 
り換える」（- ►S 己ページ） 


Subtitle 

じ eA 

RETURN BAND d 

茵 iB^i 

DISPLAY CLASS MPX L_ 
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〇をを窗;: 

@ @ @ ⑩" 

@ @ @ @1。 


巧 

州 ANNEL 

& 


包9巧 

龙臘 T CHANNEL VOLUME 

A 白白 


で 


〔 AVAMPU 円 ER ) 


^ム〇<モ 


ご使用後は IJ モコンの AM P 0ボタンま 
たは本体の OSTANDBY/ 日 N ボタンを 
押して電源を切ってください。 

長時間ご使用にならないときは、電源 
コードをコンセントから抜いておいて 
ください。 


4 テレビの入力を切り換える。 

画面に、本機からの出力映像び映し出されるようにテレ 
ビの入力切り換えをしてください。（テレビ放送を楽しむ 
とさはこの操作をする必要はありません） 

5 入力機器の設定をする。 

DVD プレーヤーなどの場合、デジタル出力信号の設定 
び必要な場合びあります。（詳しくは次ページの「入力機 
器の設定確認」をご覧ください。） 

6 入力機器の再生を開始する。 

ディスプレイの各インジケーターび点灯します。 


音量を調整する。 

--- 服爆ル)〜-0服爆大)の間で 
調整でさます。 

音び出ないとさは、「音び出ないス 
ピーカーび あるとさは、、 J (- ►80 
ページ）をご覧ください。 



基本操作 
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基本操作 


映像出力信号について 


テレビや入力機器に S - VIDEO 端子や D 5 崩子が付いている場合は、本機の S - VIDEO 入力端子や D 4 
VIDEO 端子を使用して接続すると、より鮮明な画像を再生できます。 

その際、テレビとの接続は S-VIDEO M 日 MT 日 R 日 UT 端子か D4 VIDEO MOMTOR OUT 端子を使用し 
てください。 S-VIDEO 入力端子に入力された信号は S-VIDEO MOMTOR OUT からのみ出力され、 D4 
VIDEO 入力端子に入力された信号は D4 VIDEO MOMTOR 日 UT からのみ出力されます。 


ご注意： 

-テレビによっては、 S - VDEO 入力端テと映像入力の両方を接続していると、信号の有り無しに関わらず常に S - 
VIDEO 入力び優先され、本機と映像入力端テでのみ接続している機器の映像を見ることびでさない場合びあり 
ます。詳しくはテレビの取扱説明書をご覽ください。 



入力機器側で、次の2つの項目が正しく設定されていないと r 音が出ない」、 r 音に迫力がない」な 
どの症状が起こることがあります。各入力機器または各ソフトの説明書を見てご確認ください。 


入力機器のデジタル音芦出力の設定 

入力機器側に!;(下の信号のデジタル出力設定びある場合、出力されるように設定してください。 


ドルビーデジタル 
DTS 

MPEG(MPEG-S AAC) 
96 kHz PCM 


( 崎 76 ぺージ） 

(-^76ぺージ） 

(-^76ぺージ） 

(-^77ぺージ）：2チヤンネルステレオ信号 


2. 再生ソフトの音芦の確認 

再生ソフトや放送び複数の音声を持つ場合、必要に応じてお聴きになりたい信号を選択してくだ 
さい。選んだ信号の種類や U スニングモードの選択(- ^36、38 ページ)に応じて音の出るスピー 
カーび変わります。 


ご注意： 

-プレーヤーまたはソフトによっては2チヤンネルステレオ信号（アナ□グ信号や PCM 信号など）外は出力 
でさないことびあります。そのような信号を本機に入力し、マルチチヤンネルサラウンドでお楽しみ頂くため 
には、 IJ スニングモードを 「 STANDARD 」 または 「ADVANCED SURROUND 」 に切0換える必要わく友0 
ます。 (-►36 s 38ぺージ） 
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アナログ/デジタル信号を切 0 換える 


基本操作 


本機ではアナ□グとデジタルの入力信号を切り換えることびでさます。この入力信号を切り換えるには SIGNAL 
SELECT ボタンを使用します。工場出荷時は 「 AUT 日」に設定されています。 

この操作は本体での操作のみになります。 


0 0 0 0 0 0 


SIGNAL 

SELECT 




再生したい入力信号を選ぶ 

ボタンを押すたびに、じ(下のように切 
り換わります。 


AUTO 


^ DIGITAL 


DVD 己 . Ich 

(DVD/LD 入力のみ） 

- ANALOG 夺 


AUTO のとき 


AUT 日にしたとさは0に1下八し^ 
ANALOG の優先順位で自動的に入力 
信号を選択します。 DVD 己 Ich につ 
いては 「 DVD 己1 ch アナ□グ入力を 
再生する」（-^44ぺージ)をご覧くださ 
い。 

DVD 已 . Ich のとさ 


[S 


D に ITAL のとさ 


r SIGNAL 
I-ANALOG 


ANALOG のとを 




SIGNAL 

ANALOG 


AUT 日のとさ、デジタル接続をしているのに、 D に tAL び 
選択されないとさはじ(下の原因び考えられますのでご確認く 
ださい。 

• 入力機器の電源び入っていない。 

- 入力機器側でデジタル出力び OFF に設定されている。 

- デジタル入力の設定び間違えて設定されている。 

- デジタル出力信号び出ないソフトを再生している。(詳 
しくは入力機器の取扱説明書などでご確認ください） 


メモ 


4つのデジタル入力端子のいずれにも割り当てられていない入力については 、 SIGNAL SELECT は 
ANALOG に固定されます。 

カラオケ機器のマイク音声、およびアナ□グオーディオのみ収録されている LD の音声はデジタル出力からは 
出力されません。必ず SIGNAL SELECT で ANALOG を選択してください。 

本機は、ド J レビーデジ'夕 JkPCM (32 kHz 〜9目 kHz )、 DTS、DTS 96/24. MPEG -2 AAC のデジ'夕 J レイ言号 
に対応しています。これ • lU 外のデジタル信号は再生でをませんので、その場合はアナ□グ接続して SIGNAL 
SELECT ボタンで ANALOG を選択してください。 

SIGNAL SELECT ボタンで ANAL 日 G を選択した状態で DTS 対応のソフトを再生すると、プレーヤーによっ 
ては DTS 信号びデコーディングされずにそのまま再生されてしまうため、ノイズび発生します。ノイズの発 
生を防ぐには、これらの機器をデジタル接続し(-^27ぺージ )、 SIGNAL SELECT ボタンで DIGITAL を選択 
してください。 

DVD プレーヤーの機種によっては、 DTS 信号を出力しないものびあります。詳しくは、お使いの DVD プレー 
ヤーの取扱説明書をご覧<ださい。 


基本操作 


巧 























































いろいろな使い方 


リスニングモードの種類と効ま 


本機では再生するスピーカーの数や、お聴さになるソフトのジャンルに合わせて最適なサウンドを選択すること 
びできます。本機の IJ ス ニン グモードは3つのタイプ ( STANDARD、ADVANCED SURROUND 、 STEREO / 
D 旧 ECT ) に分かれています。モードの切換ち法については、「 IJ ス ニン グモードの選択」（- KBS ページ)をご覧く 
ださい。 


STANDARD (ソフトに巧実な再生) 


ソフトに忠実なデコード (2 ch ソースはマトリクス-サラウンド-デコード)をするモードです。基本的に 
入力信号の種類やサラウンドバックチャンネルの設定に応じて自動的に最適なデコードち式び選択されま 
すび、入力信号によっては下のように複数のモードの中から選択でさる場合もあります。 

ステレオ信号 (2 ch ) やドルビーサラウンド信号を入力しているとま 

マト IJ クス-サラウンド-デコードを行います。マト IJ クス-サラウンド-デコードち式はじ(下の已つの 
中から選択することびでさます。 

MOVIE (naPRO LOGIC IIx MOVIE ) 

6.1 ch 化します。映画再生に適したモードで、特にドルビーサラウンド•エンコード作品に効果的で 
す。ドルビーデジタル EX に迫るセ パレーシヨ ンや移動感などび得られます。 

MUSIC (naPRO LOGIC IIx MUSIC ) 

6.1 ch 化します。音楽再生に適したモードで、通常のステレオ録音されたソース ( CD など）を再生する 
ときに効果的です。サラウンド ch は定位よりも広がり感を重視しています。 

PROLOG に (naPRO LOGIC ) 

従来のドルビープ□□ジックと同等の再生モードです。特にドルビーサラウンドエンコード作品をこ 
のモードで視聴すると効果的です。 

CINEMA ( Neo 6: CINEMA ) 

6.1 ch 化します。映画再生に適したモードで、 2 ch を目. Ich ソースと同じような雰囲気でお楽しみい 
ただけます。映画館特有の移動感をお楽しみ頂けます。 MPEG -2 AAC 信号を入力しているときは選択 
でさません。 

MUSIC ( Neo 6: MUSIC ) 

目. Ich 化します。フ□ントからは原音をそのまま再生するため音質の変化び無く、音楽再生に適した 
モードといえます。また、センターとサラウンド、サラウンドバック ch から出力される音声び音場に 
ナチュラルな広がり感を加えます。 MPEG -2 AAC 信号を入力しているときは選択できません。 

ドルビーデジタルのマルチチャンネル信号 ( 5.1 や 6.1 Ch ) を入力しているとま 

サラウンドバックチャンネルび日 N のとき（- KBS ページ）は DOLBY EX(nnDIGITAL SURROUND 
EX ) と MUS に （ EXlPR 日 LOGIC IIx MUS に)び切り換わります。 


DOLBY EX (□□DIGITAL SURROUND EX ) 

マトリクス•デコードによりサラウンドバック ch 成分を生成します。最大 6. 1 ch 再生となり、定位 
感、移動感、臨場感びより向上します。 

MUSIC (naPRO LOGIC IIx MUSIC ) 

6 .Ich 化します。音楽再生に適したモードで、通常のステレオ録音されたソース (CD など）を再生する 
ときに効果的です。サラウンド ch は定位よりも広がり感を重視しています。 
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いろいろな使い方 


ADVANCED SURROUND 


このモードは、映画のサウンドトラックやそれじ(外のオーディオビジュアルソフトを最適な音声で楽しむこ 
とびでさる才 IJ ジナルのサラウンドモードです。じ(下7つの中からお好さなモードを選択することびでさま 
す。 2 ch ソースについてはあらかじめサラウンド化してから才 IJ ジナルの処理を加え、それじ(外のソースに 
ついては忠実にデコードして処理を加えます 。 (DTS 9目/24信号を入力しているときは選択できません） 

ADV.MOVIE (ADVANCED MOVIE) 

映画再生に適したモードで、特にドルビーサラウンド、ドルビーデジタル 、 DTS •エンコードの映画作品 
をこのモードで視聴するとより効果的です。映画館さなびらの迫力や臨場感をお楽しみいただけます。 

ADV.MUSIC (ADVANCED MUSIC) 

音楽再生に適したモードで、通常のステレオ録音されたソースに D など)に限らずドルビー 、 DTS •エン 
コードされた音楽作品を再生するとさに効果的です。コンサートホールの雰囲気をお楽しみいただけます。 

TV SURR. (TV SURROUUND) 

テレビ放送のほとんどの割合を占めるモノラル信号やステレオ信号もマルチチャンネルサラウンドで 
再生します。モノラル放送のちい映画などをマルチチャンネルサラウンドでお聴きになりたいとさに 
効果的です。 

SPORTS 

スポーツ中継の臨場感を体感でさるモードです。会場の雰囲気をマルチチャンネルサラウンドで再現 
します。 

GAME 

ゲームのスピード感、躍動感をよりいっそう高めます。シューティングゲームや レー シングゲームな 
ど、ちへ左へ駆け巡るような流れのあるシーンの多いゲームに効果的です。 

EXPANDED 

ドルビーサラウンドや2チャンネルで録音されているソースに対しては、ドルビーデジタルの己. Ich ヴ 
ラウンドのような効果を実現します。また、ドルビーデジタルに対してはより広びりのある音場を実 
現します。 

目 - STEREO (6 CHANNEL STEREO) 

標準のステレオ （2 チャンネル)音声を加工することなく、目チャンネルにて再生しますので、部屋のど 
の場所にいてもステレオ感をお楽しみいただけます。 

PHONES SURROUND ( へッドホン挿入時のみ） 

へッドホンでありなびら仮想立体音響を再現し、マルチチャンネルサラウンド再生時の臨場感をお楽 
しみいただけます。 


STEREO/DIRECT 


左右のフ□ントスピーカーからステレオ音声に ch ) で再生するモードです。 

ドルビーデジタルや DTS などのマルチチヤンネルソースは 2 ch にダウンミックス(変換）して再生します。 

STEREO 

サラウンドに関する設定での各設定を反映し、「便利な音声再生用機能」（-^42ページ)の効果を加えて 
ステレオ再生することびでさます。 

DIRECT 

2 ch ソースを原音に忠実な高品位ステレオ再生します。「スピーカーの設定」（一已3ページ）における設 
定は反映されます。 

メモ •「 D 旧 ECT 」 を選択しているときに、「便利な音声再生用機能」（-^42ページ）を日 N にす 
ると、自動的にに TERE 日」に切り換わります。 


: S ろ： S ろな使い方 













いろいろな使い方 


リスニングモードの選択 




AMP 



本機の電源を入れる。 


2 STANDARD 巡獅〇〇ミが6酷/リスニングモードのタイプ 

ののの を選ぶ。 


3 


STANDARD SURROUND DIRECT ^ 

000 



手順2で選んだタイプのボ 
タンを押してお好みのリス 
ニングモードを選ぶ。 

各タイプごと、ボタンを押すたび 
(下のように切り換わります。 


STANDARD 

2 ch ソースについてのみ下のモードび切り換わりま 
す。マルチチャンネル信号を受信しているとさは自動 
的に最適なデコードち式び選択され、ディスプレイに 
デコード名称び表示されますび、入力信号によっては 
いくつかのモードを選択でをる場合ちあります。 


谷 PRO LOGIC _ . PRO LOGIC 
IIx MOVIE IIx MUSIC 


^^メモ 

-工場出荷時は rSTERE 日」に設定されていま 
す。た；■ごし DVD 入力のみ 「 STANDARD 」 に言受 
定されています。 

- 96 kHz IJ ニア PCM または DTS 96/24ス 
テレオ信号を再生しているとさは、 

に TERE 日」のみ選択することびできます。 
それじ(外のモードに設定しているとさに 
96 kHz IJ ニア PCM または DTS 96/24ス 
テレオ信号び入力されると、自動的に 
「 STEREO 」 に切0換わ0ます。 

- DTS 9目/24信号を再生しているときは、 
ADVANCED SURROUND を選択すること 
はでさません。 

- MPEG -2 AAC 信号を入力しているときは、 
Ne 日:目 CINEMA と Neo : 目 MUSIC を選択す 
ることはでさません。 

-ドルビーデジタルのマルチチャンネル信号を 
入力していて、サラウンドバックチャンネル 
び日 N のとき（一39ぺージ）に STANDARD 
ボタンを押すと DOLBY EXCnnDIGITAL 
SURROUND EX ) と MUS に （EXlPR 日 
LOGIC IIx MUS に)び切り換わります。 


— Neo:6 
MUSIC 


^_ Neo:6 
CINEMA 


◄— PRO LOGIC ◄~ 


ADVANCED SURROUND 

、 ADVANCED . ADVANCED . TV 
'MOVIE > MUSIC ^SURROUND 

— 6 CHANNEL ◄-EXPANDED ◄-GAME ◄- SPORTS ◄— 
STEREO 

(へッド'ホン挿入閒ま 「PHONES SURROUND 」 のみ 
の選択となります） 


STEREO 

—► STEREO —► DIRECT 


















































いろいろな使い方 


ADVANCED SURROUND モードの効果を m 舊する 


Mivir ouun レ C 

が画。。@ 

—— MULTI CONTROL - 

IjQiQiUl 


1 ADVANCED SURROUND モードに設定する 
(一38ページ）。 


2 



EFFECT 


TOP MENU パ ETUP 〜 MENU 

s 分み« 



エフェクトレべルの効果を調整 
する。 

エフェクトレべルは1日〜9日の範 
囲で調整することびできます。 


メモ 


工場出荷時の設定は7日に設定されています。ただし目- 
STERE 日のみ9日に設定されています。 


SB CH MODE (サラウンドバックチヤンネルモード） 


本機ではサラウンドバックスピーカーを接続しているとをに、サラウンドバックスピーカーから音を出す 
(6. Ich または 7.1 ch 再生)か出さない（已 . Ich 再生)かを設定することびできます。また、サラウンドスピーカー 
を接続していればサラウンドバックスピーカーを接続していないとさでち、サラウンドスピーカーから仮想のヴ 
ラウンドバックチャンネ>1レ音声を創り出すか出さないかを設定することちできます(ノ くーチャルサラウンドバッ 
クモード）。 


ヴラウン F パックチが ンネルの ON/A UTO/OFF 


サラウンドバックスピーカーを接続しているときに、サラウンドバックスピーカーを日 N 、 AUTO . 日 FF のいず 
れかに設定します。設定内容は下の通りです。入力信号の種類や IJ スニングモードの選択によってサラウンド 
バックスピーカーから音び出る場合と出ない場合びあります。詳細は次ページの表をご覧ください。また、入力 
信号び DTS 9目/24のとさは、この設定に関係なくサラウンドバックチャンネルから音はでません。 

• ON : IJ スニングモードで STANDARD または ADVANCED SURROUND わく選択されてし^るときは最大 
目. Ich での再生を行います。 

.AUTO : 6. Ich 再生検出信号を含んだソースや IJ スニングモードによってサラウンドバックチャンネルび 
ON / OFF します。 

. OFF :最大己] ch での再生を行います。（サラウンドバックスピーカーから音は出ません） 



SB 州 
MODE 


SB CH MODE ボタンを押してサラ 
ウンド八’ツクチャンネ J レモードを選 
択する。 

ボタンを押すたびに、 ON と AUTO と 
日 FF び切り換わります。 



: S ろ： S ろな使い方 


说 

























































いろいろな®い方 

各 U スニングモードにおけるサラウンドバックスピーカーか5の音青が力 


入力信号（ソース） 

SBCH 

MODE 

STANDARD 

ADVANCED SURROUND 

ソフトに忠実 
なデコード 

PRO LOGIC IIx MOVIE 
PRO LOGIC IIx MUSIC 

Neo: 目 CINEMA 
Neo:6 MUSIC 

すべての モー ドな通 

ドルビーデジタル 
サラウンド EX 、 DTS-ES 

( 目 . Ich ソース） 

AUTO 

〇 

- 

- 

〇 

ON 

〇 

- 

- 

〇 

ドルビーデジタル、 DTS 、 
MPEG -2 AAC 

(4.1、 己 . Ich ソース等） 

AUTO 

X 

X 

- 

〇 

ON 

〇 

〇 

( ドルビーデジタルのみ） 

- 

〇 

ドルビーデジタル、 DTS 、 

( ステレオソース） 

AUTO 

- 

〇 

〇 

〇 

ON 

- 

〇 

〇 

〇 

MPEG -2 AAC 

( ステレオソース） 

AUTO 

- 

〇 

- 

〇 

ON 

- 

〇 

- 

〇 

PCM 、 アナ□グ ソース 

AUTO 

- 

〇 

〇 

〇 

ON 

- 

〇 

〇 

〇 


〇:サラウンドバックスピーカーから音び出ます。 

X :サラウンドバックスピーカーから音び出ません。 
- : IJ スニングモードを選択でさません。 


バーチャルサラウンドバックモードの ON/AUTO/OFF 


サラウンドバックスピーカーを接続していないときに、サラウンドスピーカーから仮想のサラウンドバックチャ 
ンネル音声を創り出すモードです。日 N 、 AUTO . 日 FF のいずれかに設定します。入力信号の種類や IJ スニング 
モードの選択によってサラウンドスピーカーから仮想のサラウンドバックチャンネル音声び出る場合と出ない場 
合びあります。詳細は次ページの表をご覧ください。また、入力信号び DTS 9目/24のときは、この設定に関 
係なくサラウンドチャンネルから仮想のサラウンドバックチャンネル音声はでません。 

• ON : IJ スニングモードによってサラウンドスピーカーから仮想のサラウンドバックチャンネル音声を創 
り出します。 

.AUTO :目. Ich 再生検出信号を含んだソースや IJ スニングモードによってサラウンドスピーカーから仮想の 
サラウンドノくックチャンネ J レ音声を創り出します。 

. OFF :サラウンドスピーカーから仮想のサラウンドバックチヤンネル音声は出ません。 
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SB 州 
MODE 



SB CH MODE ボタンを押してバー 
チヤルサラウンドバックチヤンネル 
モードを選択する。 

ボタンを押すたびに、 ON と AUTO と 
日 FF び切り換わります。 



















































いろいろな使い方 

をゾスニングモー ドにおけるサラウンドスピーカーか&の仮想サラウンド 
バック音声出力 



〇:サラウンドスピーカーから仮想サラウンドバック音声び出ます。 

X :サラウンドスピーカーから仮想サラウンドバック音声び出ません。 
- : IJ スニングモードを選択でさません。 


ベッドホンをほラ 


1 へッドホンプラグをへッドホン端子に差し込む。 

-差し込むとスピーカーから音は出なくなります。 

- U スニングモードは 「 STEREO 」 と 「PHONES 
SURROUND 」 のみの選択にな0ます。 


メモ 

-ヘッドホンを差し込んでいるときに ADVANCED 
SURROUND ボタンを押すと 「PHONES 
SURROUND 」 にな0ます 。 「PHONES SURROUND 」 
モードでは仮想立体音響を再現し、マルチチャンネルサラ 
ウンド再生時の臨場感をお楽しみ頂けます。 



0 0 0 0 
© 〇 © 〇 


© 

e - 

0000 "〇 ' 0 " (® 



r II 



1 


いろいろな®い方 
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いろいろな使い方 


便利な音声再生用機能 


ッ ドナイト ソスニングモー ドで楽しむ 


夜間などル音量で聴いていると、どラしてち響さび少なくなったり、微小な音やセ IJ フび聞こえなかったりしま 
す。ミッドナイト IJ スニングモードを日 N にすると、ル音量でも映画や音楽の情報を聞さ漏らすことなくお楽し 
みいただけます。（各入力ごとに日 N / OFF を設定できます） 


AMP SOURCE 

が 。 @ 

— ^— MULTI CONTROL - 

h, 化え"■加細; ll 


tSM I み!山ム j hill!l た i gr.iaJ 




ミツドナイトリスニングモードを 
ON にする。 

MIDNIGHT インジケーターび点なし 
ます。 

ボタンを押すたびに、じ(下のように切り 
換わります。 



MIDNIGHT—► LOUDNESS - 
- OFF ◄ - 



メモ 

-音量に合わせてサラウンド効果ち自動調整されます。 

- DVD 已 .Ich 入カモードでは、ミッドナイト IJ スニングモー 
ドは選択でさません。 

-ダイレクト再生モードのときにミッドナイト IJ スニングモー 
ドを日 N にすると、ダイレクト再生モードは自動的に日 FF にな 
ります。 

- DTS 9 目/ 24 信号を入力しているときは操作できません。 


ルをな音でも音楽を聴ま取り やす〈する（ラウ ドネスモード) 


ラウドネスモードを使用すると、低音域、高音域のレベルび上びり、ルさな音でち音楽を聴を取りやすくでさま 
す。 



lWd 離 



ラウドネスモードを ON にする。 

L 日 UDNESS インジケーターび点灯 
します。 

ボタンを押すたびに、じ(下のよラに切り 
換わります。 


—► MIDNIGHT—► LOUDNESS 
- OFF ◄ - 
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メモ 

- DVD 已 .1 ch 入カモードでは、ラウドネスモードは選択でき 
ません。 

-ダイレクト再生モードのときにラウドネスモードを日 N にす 
ると、ダイレクト再生モードは自動的に日 FF になります。 

- DTS 9目/24信号を入力しているとをは操作できません。 





































































いろいろな使い方 



する （ 卜ーンコントロール) 


低音、高音の調節 （ I -ーンコント□ール)は本体の TONE ボタンとマルチジョグを使って調整できます。 



メモ 


卜ーンコント □ ールはスてレオ再生 
モードのとをのみ有効です。その他の IJ 
スニングモードや、 DVD 已 . 1 ch アナ □ 
グ入力、スピーカーシステム B を選んで 
いるときはトーンコント□ールを使用 
することはでさません。 




低音 ( BASS ) か高音 (TREBL 口のど 
ち5のトーンを調整するか選択す 
る。 

ボタンを押すたびに、低音(目 ASS ) と 
高音 ( TREBLE ) び切り換わります。 


2 



トーンを調整する。 

トーンコント□ールは、それぞれ± 
6 dB の範囲内で 2 dB ステップで調整 
でさます。 


3 


、ーンを決定する。 



タイレクト再生モード 


I -ーンコント□ールやチヤンネルレベルなど通さずにステレオ再生します。2チヤンネルソースを忠実に再生し 
たいとさはこのモードを日 N にします。 CD などのステレオソースを高音質でお楽しみ頂けます。 


が篇。 。 @ 

— ^— MULTI CONTROL - 



啤 


ダイレクト再生モードにする。 

ボタンを押すたびに、ステレオ再生 
モードとダイレクト再生モードび切り 
換わります。 


メモ 


トーンコント□ールやその他の IJ スニングモードを日 N に 
すると、ダイレクト再生モードは自動的に日 FF になります。 


いろいろな®い方 





































































いろいろな使い方 


DVD 已 .1ch アナ□グ入力を再生する 


DVD オーディオ対応の DVD プレーヤーや、外部デコーダーなどの己.]チャンネルアナ□グ出力付さ機器を接続 
して、已 .1 チャンネルのサラウンド再生を楽しむことびできます。 DVD 已 . Ich アナ□グ入力の再生は DVD/LD 
の入力を選んでいるとさのみ操作することびでさます。 



© 〇 © 

〇 〇 〇 © 

P 

瞧 

-。細* — 

000000 


^3 





DVD/LD TV/SAT DVR/VCR VIDEO 

© © 

CDl 1 PE/MI TUNER AUX 

© © © © 


再生するソースを DVD/LD 
にする。 


2 


SIGNAL 

SELECT 


SIGNAL SEI _ ECT ボタンを押して 
「DVD 5. Ich 」 にする。 

ボタンを押すたびに、じ(下のように切 
り換わります。 


!-► AUTO — ► 


DVD 己 . Ich 

(DVD/LD 入力のみ) 


■— DIGITAL ◄- ANALOG ◄ ~ 


DVD 己 Ich 入力を選択したとき 


2 



メモ 

- DVD 己. Ich 入力のときは、 
STANDARD モード '、 ADVANCED 
SURROUND モード 、 INPUT ATT 、 ダ 
イレクト再生モード、 I -ーンコント 
□ール、ミツドナイト IJ スニングモー 
ド、ラウドネスモードの操作はでをま 
せん。 

- DVD 己. Ich 入力のときは、音量レベル 
と各チヤンネルレべ>1レ!;(外の設定は本 
機ではでをません。 
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本機をほった録音/録画 


いろいろな使い方 


オーディオ機器からの音声を、本機の端テに接続された録音機器に録音することびでさます。 

アナ□グ録音する場合は本機の IJ アパネルの CD - R / TAPE / MD 端テまたは DVR / VCR 端テに録音機器を接続し 
てくださしバ-^24、27ページ)。デジタル録音する場合は本機の IJ アパネルの DIGITAL 日 UT 端テに光デジタル 
入力端テを持つデジタル録音機器を接続し 、 DIGITAL IN 端子に録音ソースのデジタル機器を接続してください 
(-^27ぺージ）。 




DVD/LD TV/SAT DVR/VCR VIDEO 

〇 © 〇 © 

CD TAPE/MD TUNER AUX 

© © © © 


録音する ソースを 選ぶ。 

U モコンの MULTI CONTROL 
ボタンまたは INPUT SELECT 
ボタンでち選択することびで 
さます。 


2 


SIGNAL 

SELECT 


fV 


アナ□グ録音するとさは ANALOG 
を、デジタル録音するときは□に I - 
TAL を選ぶ。 

押すたびに、 iU 下のように切り換わり 
よ9 〇 

► AUTO 


^ DIGITAL 


DVD 己 . Ich 

(DVD/LD 入力のみ） 

- ANALOG ◄- 


3 録音機器の録音を開始する。 


メモ 


アナ□グ録音したいとさはアナ□グ接 
続されている機器どうしの場合のみ録 
音することびでさます。デジタル録音 
の場合も、デジタル接続されている機 
器どうしの場合のみ録音することびで 
さます。 

録画を行うときは、同じタイプのコー 
ドで接続している機器どうしの場合の 
み録画することびでさます。例えば、録 
画機器を S ビデオケーブルで接続して 
いるとをは再生機器ち S ビデオケーブ 
ルで接続してください。 

本機の音量、チャンネルレベル、 I -ーン 
コント□-ル ( TREBLE 、 BASS )、 ヴ 
ラウンドの設定は、録音信号には効果 
びあ0ません。 

信号や録音機器によっては、デジタル 
出力はでさてちコピーガードによりデ 
ジタル録音でさないものびあります。 
この場合はアナ□グ接続で録音してく 
ださい。 


4 録音するソースを再生する。 


: S ろ： S ろな使い方 
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いろいろな使い方 


その他の機能 


肖音 ( MUTE ) 


ボタン]つで一時的に音を消す（ミュートする）ことびできます。 


MUTE 

ボタン 



RETURN BAND d INFO 

芭^^芭 

DISPLAY CLASS MPX D.ACCESS 

窗涵。曲 

BS5 BS7 BS9 BS11 

ををを窗 i : 

@ @ @ ⑩" 

@ @ @ @1。 


CHANNEL 

6 


kstM 

SELECT CHANNEL VOLUME 


Pioneer 


AMP 

ボタン 


FL DIMMER 
ボタン 


SLEEP 

ボタン 


1 




MUTE ボタンを巧す。 

一時的に音び消えます。ちう一度押す 
と、元の音量に戻ります。音量+/— 
ボタンでもミュートを解除します。 


巧の明るを調 



表示部の明るさを4段階に調整することびでさます。 


DIMMER 


好みの明るさに調整する。 

押すたびに表示部の明るさび「明るい」 
「少し暗い」「暗い」 「 OFF 」 の4段階で切 
り換わります。 


メモ 

-日 FF のときはディスプレイも消灯し、音量レベルと SP イン 
ジケーター表示のみびうつすらと点灯します。 

-設定した明るさに関わらず、何かの操作をしたとさは明るく 
点灯し、2秒後に元の明るさに戻ります。 


ス U —プタイマーの設定 ( SLEEP ) 


設定した時間び経過すると自動的に電源を切ることびできます。 




0 0 0 0 0( 

r (m □ ©m m m)) 


— 




FL DIMMER 
ボタン 




AMP ボタンを押してリモコンをア 
ンプ操作モードにする。 



S に EP ボタンを押してタイマーを 
設定する。 

押すたびにス U —プタイマーの時間び 
「90分後」「60分後」「3。分後」 rOFF 」 の 
4段階で切り換わります。 

ス U —プタイマーび設定されると 
SLEEP インジケーターび点巧します。 


メモ 

-ス IJ ープタイマーを設定した後にス IJ ープボタンを]回押 
すことで、現在の残り時間び表示されます。表示中にもう一度 
ス IJ ープボタンを巧すとタイマーの時間び切り換わります。 
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簡単設定 (QLMCK SETUP) 


簡単設定 


r 才ートセットアップ」（一12ぺージ)を行った場合はここでの設定を行う必要はありません。 

下の手順のとおりに設定を行うことで、快適な IJ スニング環境を簡単に設定することびでさます。 

簡単設定の中にあるルームサイズの設定では S 、 M 、 L の中からご自分の部屋においサイズを選び、 IJ スニング 
ポジションの設定では FVVD 、 MID 、 日 ACK の中からご自分の IJ スニングポジションにおい設定を選びます。そ 
れらを設定することでスピーカーから聴こえる音のタイミングや大ささのズレなどを補正し、適切なサラウンド 
効果び得られるようなります。 


© © 〇 © 1 

© © 〇 © 



口口 


4,6,8 3,5,7 



2 


メモ 

• 簡単設定を行った時点で「システムセッ 
トアップ」(一49ぺージ)と「スピーヵー 
出カレベル（各チヤンネルの音量レべ 
ル)の調整」(- ► es ぺージ)の設定内容は 
IJ セツトされますのでごミ主意ください。 


1 本機の電源を入れる。 


2 


QUICK SETUP 



簡単設定 モー ドにする。 

ディスプレイに 「SVV DET 」 と点滅表示 
したあと、サブウーファーび接続されて 
いるかどうかの自動検出を行います。 
サブウーファーを検出したとさは 
「 YES 」 と表示され、検出しなかったと 
きは 「 N 日」と表示されます。 



している スピーカーの 本数を選 
ぶ。 


マルチジョグを回すたびじ(下のように 
切り換わります。 


サブウーファーの自動 2. 1 ch ► 3. 1 ch ► 4. 1 ch ◄- 
検出び 「 YES 」 の場 □ 7. 1 ch ► 6.1 ch ► 己.1 ch ィ_ 


サブウーファーの自動 2 .Qch ► S.Och ► 4.0 ch ◄- 
検出び「1\10」の場 n 7.0 Ch ► e.Och ► 己 . Och 冬 


それぞれの詳細は下の通りです。 



フ〇ント 
スピーカー 

センター 

スピーカー 

サラウンド 

スピーカー 

サラウンドバック 
スピーカー 

サブウーファー 

2.0 ch 

0 

- 

- 

- 

- 

2.1 ch 

0 

- 

- 

- 

0 

3.日 ch 

0 

0 

- 

- 

- 

3.1 ch 

0 

0 

- 

- 

0 

4日 ch 

0 

- 

0 

- 

- 

4.1 ch 

0 

- 

0 

- 

0 

5 .日 ch 

0 

0 

0 

- 

- 

5.1 ch 

0 

0 

0 

- 

0 

e.Och 

0 

0 

0 

] 本 

- 

e.ich 

0 

0 

0 

] 本 

0 

7 .日 ch 

0 

0 

0 

2本 

- 

7.1 ch 

0 

0 

0 

2本 

0 


-(無し) 
〇馆り) 


設 

定 
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簡単設定 


な - 

メモ 

-ルームサイズと IJ スニングポジション 
の設定では、各スピーカーまでの距離 
(一已目ページ)と各スピーカーの出カレ 
ベル(一目3ぺージ）を切り換えていま 
す。 

心 


4 


ENTER 



スピーカーの 本数を決定する。 

) レームサイズの選択になります。 


5 



ルームサイズを選ぶ。 

マルチジョグを回すたび S 、 M 、 L び切 
り換わります。 U スニングルームのヴ 
イズび、およそ6畳(下の場合は 「 S 」 
を、8〜に畳の場合は 「 M 」 を、]4畳 
1；(上の場合は 「 U を選択します。 


6 



ルームサイズを決定する。 


U スニングポジシヨンの選択になりま 
す。 


FWD (フ□ントスピーカーに近いとさ） 





U スニンングポジションを選ぶ。 

マルチジョグを回すたび FVVD 、 
MID 、 BACK び切り換わります。 


MID (すべてのスピーカーびほぼ等距離のとを) 


BACK (サラウンドスピーカーに近いとさ） 




8 



U スニングポジシヨンを決定する。 

ディスプレイに 「 CONF 旧 M YOUR 
SELECTI 日 N 」 と表示され、スピーカーの 
本数とルームサイズ 、 U スニングポジ 
シヨンの設定確認び表示されます。 

設定確認の表示び終了後、簡単設定は自 
動的に終了します。 


48 
























細やかな設定 


細やかな設定(システムセツトアツ 



本機では、才ートセットアップ(一] 2ぺージ)や簡単設定 (QU に K SETUP ) (-^フぺージ)でサラウンドに関す 
る設定を行うことびでさます。 

快適な IJ スニング環境にするためにはオートセットアップを行うことをおすすめします。オートセットアップを 
行ったとさは、「細やかな設定」のすベての項目を行ラ必要はありません。必要に応じて設定項目を選び、設定し 
てください。 

三ん ^ で「細やかな設定の各項目を設定する」（■►己3ぺージ）を行ったあとに、 MCACC セット 
h アッスオートセット アップまたは簡単設定を行うとそれらの値び優先されますのでごを意くだ 
さい。工場出荷時の設定は已2ページをご覧ください。 


r 




設定頃目について 


スピーカーの設定 一53ぺージ) 


各スピーカー(サラウンドバックスピーカーじ(外)の有り/無し、ならびに低音域をそのスピーカーで 
再生するかどうかを設定します。 

大(し) :低音域 （ lOOHzlU 下)を再生する宫訊び十分あるスピーカーを接続し、低音域をそ 

のスピーカーで再生する場合。目安は〕ーンサイズ(振動板の□衝び約1 
上です。 

ル ( S ) :低音域を再生する能力びないスピーカーを接続し、そのチヤンネルの低音域は、 

大 ( L ) の設定をしたスピーカーやヴブウーファーで再生する場合。目安はコーン 
サイズ(振動板の□径)び約1 2 cm 未満です。 

無し （* ) :接続しない場合。（そのチヤンネルの音声は、ほかのスピーカーで再生されます） 

-サブウーファーを接続しなしが易合は、フ□ントスピーカーを大 ( L ) に設定しないと低音び損なわ 

れます。 

サラウンドバックスピーカーの設定 一54ぺージ J 

サラウンドバックスピーカーのサイズ(大/ルまたは無し）を設定します。また、サラウンドバックス 
ピーカー端子にサブウーファーを接続する場合は、ここで 「SB SVV 」 を選択します。このとき次ペー 
ジのヴブウーファーの設定び 「 YES 」 でないとに B SVV 」 を選択することはできません。 

大 ( L ) :低音域 （ lOOHzi ； (下)を再生する旨訊び十分あるスピーカーを接続し、低音域をそ 

のスピーカーで再生する場合。目安は〕ーンサイズ(振動板の□衝び約1 
上です。 

ル ( S ) :低音域を再生する能力びないスピーカーを接続し、そのチヤンネルの低音域は、 

大 ( L ) の設定をしたスピーカーやヴブウーファーで再生する場合。目安はコーン 
サイズ(振動板の□径)び約1 2 cm 未満です。 

SB SW :ヴラウンドバックスピーカー端子にヴブウーファーを接続する場合の設定です。 

無し （* ) :接続しない場合。（そのチヤンネルの音声は、ほかのスピーカーで再生されます） 


設 

定 
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細やかな設定 


ヴブゥーファ —の設定 一 54 ぺージ) 

サブウーファー(低音域を専門に受け持つスピーカー)の有り/無し/プラスを設定します。 

YES :ヴブウーファーを接続する場合。 

このときサブウーファーからは LFE 成分姬低域信号成分)や「スピーカーの設赴でル ( S ) 
に設定したチヤンネルの低音域び出力されます。ただし、 FL - CS - SL と設定したときのセ 
ン ターチ ヤンネルの低音域はフ□ントスピーカーから出力されます。 

PLUS :ヴブウーファーを接続し、常にヴブウーファーから音を出したい場合。 

このときサブウーファーからは 「 YES 」 に設定したときと同じ信号に力にて、大 ( L ) に設定 
したチヤンネルの低音域を出力されます。これにより、大に設定したチヤンネルの低音域 
はそのチヤンネルのスピーカーとサブウーファーの両方から出力されることになります。 
N0 :ヴブウーファーを接続しない場合。 

低音域は他のスピーカーで再生されます。（スピーカーの設定によって低音域を再生する 
スピーカーは変わります） 

• 「スピーカーの設定」でフ□ントスピーカーをル (S) に設定していると、ヴブウーファーは丫 ES に 
固定され、 N0 や PLUS を選ぶことはできません。 

• ヴブウーファーを接続しない場合はフ□ントスピーカーを大 (L) に設定して下さい。 

大 (L) に設定しないと低音び損なわれます。 

ク□スオーパー周液数の設定 (^55 ぺージ) 

「スピーカーの設定」でル (S) に設定されたスピーカーびあるとき、何 HzlU 下の低音域を他のスピー 
力一で再生するのかを設定します。 

LFE アツテネータの設定(崎 55 ぺージ) 

ドルビーデジタ j レ信号や DTS 信号に含まれる LFE 成分(超低域信号成分)の信号レべ j レび大きすざて、 
スピーカーから出る音に歪みび生じてしまう場合に、その信号レベルをアツテネート(減衰)する量を 
設定することびできます。 

日 d 目 :収録されているレベルのまま再生します。 

10 dB :レベルを 10 服アツテネート(減衰）します。 

LFE ATT** (OFF) : LFE 成分の音び出なくなります。 

各スピーカーまでの距離の設定(碎 56 ぺージ) 

U スニングポジション(視聴位置)からフ□ント左/ち、センター、サラウンド左/ち、サラウンドバッ 
クス ピーカーまでの 距離を設定します。 


それぞれのスピーカーまでの距離を入力することによって、その差により生じる音のタイミングのズ 
レび自動的に補正され、 U スニングポジションで適切な音場効果を得ることびでさます。 


サブウーファーまでの距離の設定(呼57ぺージ) 


U スニングポジション(視聴位置)からサブウーファーまでの距離を設定します。 

サブウーファーまでの距離を入力することによって、低音のタイミングのズレび自動的に補正され、 
U スニングポジシヨンで適切な音場効果を得ることびでさます。 
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ダイナミックレンジコントロールの設定 一57ぺージ) 

ダイナミックレンジとは再生能力を表す用語で、どのくらい小さな音からどのくらい大さな音までを 
さちんと(ルさな音はノイズに埋ちれずに、大さな音は歪まずに)再生でさるかを数値 W 巳)で表した 
ちのです。ダイナミックレンジコント□ールとは、このダイナッミックレンジを圧縮する機能です。 
音量を下げて映画を楽しむとさなどは、ダイナミックレンジを圧縮すると微小な音ち聞さやすくな 
り、映画をより一層楽しむことびでさます。 

OFF :ダイナミックレンジを圧縮せずにソフトに収録されたまま再生します。 

MAX :ダイナミックレンジを最も圧縮します。 

MID :ダイナミックレンジを少し圧縮します。 

-この機能の効果び得られるのは、ダイナミックレンジコント□ール対応のドルビーデジタルソフ 
卜だけですび、他のソフトをル音量で楽しむときにはミッドナイト U スニングモード(-^42ペー 
ジ）び効果的です。 

デュアルモノの設定 一祐ぺージ J 


]+1デュアルモノラル信号とは、モノラルの音声チヤンネルを2つもつデジタル信号のことで、ここで 
はデュアルモノラル信号び入力されたときにどちらの音声をどのスピーカーから出力するかを設定しま 
す。この設定はたとえばじ(下のような]+1デュアルモノラルフォーマツトのソースにのみ有効です。 

•巳 S デジタル放送のモノラルのこか国語放送や音声多重放送など 

. ステレオのこか国語放送などはデュアルモノラルとは異なるフォーマツトになります。 

• こか国語放送などを DVD レコーダーのデュアルモノラルモードで録画したちの 

. 録画モードの名称は機器によって異なります。 

詳しくは DVD レコーダーの取扱説明書をご覧ください。 


chi 


ch 2 


Lchl . Rch .2 


チヤンネル1の音声のみをセンタースピーカーから出力する場合。（スピーカーの 
設定や U スニングモードの選択によっては左ちのフ□ントスピーカーからチヤン 
ネル1の音声び出力されます） 

チヤンネル2の音声のみをセンタースピーカーから出力する場合。（スピーカーの 
設定や U スニングモードの選択によっては左ちのフ□ントスピーカーからチヤン 
ネル2の音声び出力されます） 

チヤンネル1の音声を左のフ□ントスピーカーから、チヤンネル2の音声をちの 
フ□ントスピーカーから出力する場合。 


D 4 ビデオ入力の設定(一58ぺージ) 


工場出荷時と同じ接続 （ U アパネル表記と同じ機器を接続)をしたときはこの設定を変える必要はあ 
りません。ここでは、 D 4 ビデオ入力端子に接続した機器を、どの入カフアンクシヨンで再生するか 
を設定します。どの機器をどこの D 4 ビデオ入力端子に接続したかを確認しておいてください。 

デジタル入力の設定 一的ぺージ J 

工場出荷時と同じ接続 （ U アノなル表記と同じ機器を接続)をしたときはこの設定を変える必要はありま 
せん。ここでは、デジタル入力端子に接続したデジタル機器を、どの入カフアンクシヨンで再生するか 
を設定します。どのデジタル機器をどこのデジタル入力端子に接続したかを確認しておいてください。 


設 

定 








細やかな設定 


設定項目 

初期値 

参照ページ 

スピーカーの設定 

サブウーファーの自動検出び日 N のときは、、 

フ□ント、センター、サラウンド、全てル （ S ) 

サブウーファーの自動検出び OFF のとさは、、 

フ□ントは大 （ L ) 、センター、サラウンドはル （ S ) 

已3ページ 

サラウンドバックスピーカーの設定 

ル （ S ) 

己4ページ 

サブウーファーの設定 

自動検出 

己4ページ 

ク□スオーバー周波数 

lOOHz 

己己ページ 

LFE アッテネータ 

Od 巨 

己己ページ 

フ□ント左スピーカーまでの距離 

2.0 m 

己6ページ 

センタースピーカーまでの距離 

2.0 m 

己目ページ 

フ□ントちスピーカーまでの距離 

2.0 m 

己目ページ 

サラウンドちスピーカーまでの距離 

2.0 m 

己目ページ 

サラウンドバックスピーカーまでの距離 

2.0 m 

己6ページ 

サラウンド左スピーカーまでの距離 

2.0 m 

己目ページ 

サブウーファーまでの距離 

2.0 m (SW YES のとき） 

己7ページ 

ダイナミックレンジコント□ール 

OFF 

己7ページ 

デュアルモノの設定 

chi 

己8ページ 

D 4 ビデオ入力の設定 

D 4 VIDE 日の： DVD/LD 

D 4 VIDEO 回： TV/SAT 

己8ページ 

デジタル入力の設定 

COAX 田 ： CD 

COAX 回： DVR/VCR 

OPT 田： DVD/LD 

OPT 回： TV/SAT 

己9ページ 

プラズマディスプレイとの連動モードの設定 

OFF 

日0ページ 

サラウンドバックチヤンネルモード 

ON 

39ページ 

シグナルセレクト 

AUTO 

3己ページ 

スピーカー出カレベル 

フ□ント左/ち （0 服）、センター ( Od 目）、サラウンド左/ち （ Od 目） 
サブウーファー (0 犯）、サラウンドバック左/ち （0 服） 

日3ページ 

エフェクトレべル 

ADVANCED SURROUND : 70 (6- STEREO のみ 90) 

39ページ 

表示部の明るさ調整 （FL DIMMER ) 

明るい 

46ページ 

入力 

DVD/LD 

33ページ 

U スニングモード 

STEREO ( DVD / LD 入力のみ STANDARD ) 

38ページ 

音量 

——（最小） 

33ページ 


サブウーファーの自動検出は本機の電源を 日 N するたびに行われます。サブウーファーの電源の 
日 N / 日 FF には関係な く、 接続されているかどうかを自動で検出します。 
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細やかな設定 


細やかな設定のを頂目を設定ずる 


各項目についての詳しい説明は49ページから己1ページをご覧ください。 

スピーカーの設定 


ここで設定の変更を行った時点で、その設定び MCACC のオートセットアップ/マニュアルセットアップま 
たは簡単設定よりも優先されます。 - 

1 本機の電源を入れる。 


⑩ INg^CT 



置か 

DISPLAY CLASS MPX [ …… 

一が叫を 

BS5 BS7 BS9 BS11 

0 @ @ 風: 
@ @ @ ⑩" 
@ @ @ 


g 


0 9 

S®T CHANNEL VOLUME 

A 6 6 


こ AV AMPLIFIER ■'J 


メモ 


2 


3 


② 


⑥ 


⑨ 


fAMPd 


AMP ボタンを押してリモコンをア 
ンプ操作モードにする。 


i I 

て^ 节 


スピーカーの 設定 モー ドを 選ぶ。 

押すたびに各項目の設定モードに切り換 
わり、現在の設定内容び表示されます。 


r SIGNAL 
I DIGITAL 


4 




スピーカー設定の組み合わせを選ぶ。 

押すたびに iU 下の] 3通りに切り換わ 
ります。 



® FL - CS-SS 


FL - CS - S * 


③ FL - C*-SL 


④ FL-C ネ -SS 


FL - C *- S 木 


⑥ FS - CS-SS 


⑦ FS - CS - S * 


フ□ントスピーカーをル ( S ) に設定す 
るとさは、必ず低音域を再生するため 
にサブウーファーを接続して、「サブ II ⑧I FS - 广 
ウーファーの設定」を 「 YES 」 にしてく 
ださい。 


-C 木 -S 木 


ヴブウーファーを接続しない場合は、 

フ□ントスピーカーを大 （ L ) に設定し II ⑩ FL - CL-SL 
ないと低音び損なわれます。 

3分間ボタン操作びない場合には、設定 
モードを終了します。 


⑩ 


FL - CL-SS 


⑩ FL - CL - S 木 


〇 


FL - CS-SL 


フ□ント 
スピーカー 
( F ) 


大 （ L ) 


ル胤 


大 （ L ) 


センター 

スピーカー 

( C ) 


ル胤 


無し （* ) 


ル ( S ) 


無し （* ) 


大 （ L ) 


ル胤 


サラウンド 

スピーカー 

( S ) 


ル胤 


無し （* ) 


大 （ L ) 


ル ( S ) 


無し （* ) 


ル胤 


無し （* ) 


ル ( S ) 


無し （* ) 


大 （ L ) 


ル胤 


無し （* 


大 （ L ) 


設 
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細やかな設定 


続けて他の項目の設定を;5うときは、各項目の設定方法の手 
順2か5始めます。 

設定モードを終了するには決定ボタン®を押します。 


ヴラウン ドバックス ど一力一の謀を 

ここで設定の変更を行った時点で、その設定び 
MCACC のオートセットアップ/マニュアルセット 
アップまたは簡単設定よりち優先されます。 

他の項目の設茵栗作か5続けて行うときは手順2か5 
始めます。 


サブウーファーの設定 

ここで設定の変更を行った時点で、その設定び 
MCACC のオートセットアップ/マニュアルセット 
アップまたは簡単設定よりも優先されます。 

他の頂目の設茵栗作か5続けて行うときは手順2か5 
始めます。 


1 曰3ぺージの手順1〜2の操作を行う。 


1 曰3ページの手順1〜2の操作を行う。 




サラウンドバックスピーカー 
の設定モードを選ぶ。 

押すたびに各項目の設定モー 
ドに切り換わり、現在の設定 
内容び表示されます。 




サブウーファーの設定モード 
を選ぶ。 


押すたびに各項目の設定モー 
ドに切り換わり、現在の設定 
内容び表示されます。 




サラウンドバックスピーカー 
のサイズを選ぶ。 

押すたびに iU 下のように切り 
換わります。 


3 



YES または PLUS 、 N 0を選 


ぶ。 

押すたびにし U 下のように切り 
換わります。 


- ► SB S ► SB ^ —I 

— ► SB L ► SB SW^— I 



YES ► PLUS 
—— ►NO ◄ —— 



続けて他の項目の設定をとさは、各項目の設 
定方法の手順2か5始めます。 

設定モードを終了するには決定ボタン®を押しま 
す。 

メモ 

-「スピーカーの設:定」でサラウンドスピーカーびノ」、 
( S ) に設定されている場合は、ここで ! "SB u を選 
択することはできません。 

-「スピーカーの設定」でサラウンドスピーカーび無 
し (*) に設定されている場合は、ここでに B SW 」 ま 
たは rsB *」じ(外を選択することはでさません。 

-に B SVV 」 は「サブウーファーの設定」び N 日のと 
さは選択することびでをません。 

- 3分間ボタン操作びない場合には、設定モードを 
終了します。 

心 


続けて他の項目の設定をとさは、各項目の設 
定方法の手順2か5始めます。 

設定モードを終了するには決定ボタン®を押しま 

す。 

方 命 

メモ 

-「スピーカーの設定」でフ□ントスピーカーびル 
( S ) に設定されている場合、ヴブウーファーは 
「 YES 」 に固定され、 N 日や PLUS を選ぶことはで 
さません。 

- 「 YES 」 に設定していてもスピーカーの設定、 IJ ス 
ニングモードの選択、入力信号の種類によっては 
サブウーファーから音び出ないことびあります。 

- 3分間ボタン操作びない場合には、設定モードを 
終了します。 

心 . 一 V 


















細やかな設定 


クロスオーバー周液数の設定 LFE アツテネータの設定 

ご一-—ー ニ — 一二… - ^ — _ - _ 


他の項目の設茵栗作か5続けて行うときは手順2か5 
始めます。 

他の頂目の設茵栗作か5続けて行うときは手順2か5 
始めます。 

1 曰3ぺージの手眞1〜2の}栗作を;5う。 

1 曰3ぺージの手眞1〜2の}栗作を;5う。 
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ク□スオー八'—周ミの設定 
モードを選ぶ。 

押すたびに各項目の設定モー 
ドに切り換わり、現在の設定 
内容び表示されます。 




LFE アツ テネー タの設定 モー 
ドを選ぶ。 

押すたびに各項目の設定モー 
ドに切り換わり、現在の設定 
内容び表示されます。 




ク□スオーバー周波数を選 3 


押すたびに iu 下のように切り 
換わります。 

- ►100Hz ◄ - 

—► 200Hz ◄ ~ ►150Hz ◄- 



アツテネート(減衰)量を選 
ぶ。 


押すたびに iU 下のように切り 


換わります。 


I~ ► 0 dB M — ► 10 dB ^—I 
!—► LFE ATT * * (OFF) ◄—I 


続けて他の項目の設定をとさは、各項目の設続けて他の項目の設定をとさは、各項目の設 
定方法の手順2か5始めます。 定方法の手順2か5始めます。 


設定モードを終了するには決定ボタン®を押しま設定モードを終了するには決定ボタン®を押しま 
す。 す。 


メモ 

-それぞれのスピーカーの性能によりますび、すべ 
てルさいスピーカーを使用している場合は 
2日日 Hz に設定することをおすすめします。 

-「スピーカーの設定」でフ□ント、センター、サラ 
ウンド、サラウンドノくックスピーカーのいずれか 
びル ( S ) に設定されているときのみ、ク□スオー 
バー周波数は設定でさます。 

- 3分間ボタン操作びない場合には、設定モードを 
終了します。 


メモ 

-すべてのアツテネート(減衰)量で試し、最適な状態 
に設定することをおすすめします。 

- 3分間ボタン操作びない場合には、設定モードを終 
了します。 


設 

定 
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細やかな設定 


SX ど一力一までの麵變軍 

ここで設定の変更を行った時点で、その設定び 
MCACC のオートセットアップ/マニュアルセット 
アツプまたは簡単設定よりも優先されます。 


センターに ch ) 



サラウンドバック ( SBch ) 


サラウンドバックス ピーカーの 
とさ 


|- SIGNAL 

ご；-} 

] 

i '"i 


SP 一 

サラウンド左 スピーカー のとき 

[digital 1 


SP 一 



各 スピーカーまでの 距離を設 
定する。 


他の項目の設 S 栗作か5続けて行うときは手順2か5 
始めます。 



日.1〜 9 m の間を日.1 m 間隔で 
設定できます。 


1 曰3ぺージの手順1〜2の操作を行う。 


2 




各スピーカーの距離の設定 
モードを選ぶ。 

押すたびに項目び切り換わ 
り、表示窓に現在の設定び表 
示されます。 


フ □ント左 スピーカーの とさ 


|-SIGNAL j 

: P 

- 

: .... 

SP 一 


センタースピーカーの とさ 

[digital j 

i 

- 

.... 

U： …- 

SP 一 


フ□ン トち スピーカーの とさ 

[digital j 

h' ピ. 

- 

.... 

U： …- 

SP 一 


サラウンドちスピーカーのとき 

[digital j 

i.'\. 

- 

.... 

M : ■- 

SP 一 



続けて他の項目の設定を行うときは、各項目の設 
定方法の手順2か5始めます。 

設定モードを終了するには決定ボタン©を押しま 
す。 


メモ 

- 3分間ボタン操作びない場合には、設定モードを終 
了します。 

心 V 
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細やかな設定 


サブウーファーまでの距離の設定 

ここで設定の変更を行った時点で、その設定び 
MCACC のオートセットアップ/マニュアルセット 
アツプまたは簡単設定よりも優先されます。 

ヴブウーファー 



視聴位置 


他の項目の設茵栗作か5続けて行うときは手順2か5 
始めます。_ 

1 曰3ページの手順1〜2の操作を行ぅ。 

ヴブウーファーまでの距離の 
設定モードを選ぶ。 

押すたびに各項目の設定モー 
ドに切り換わり、現在の設定 
内容び表示されます。 




サブウーファーまでの距離を 
設定する0 



日.1〜 9 m の間を日.1 m 間隔で 
設定できます。 


続けて他の項目の設定をとさは、各項目の設 
定方法の手順2か5始めます。 

設定モードを終了するには決定ボタン®を押しま 
す。 


作 - 

メモ 

-「サブウーファーの設定」で、サブウーファーび無 
し ( NO ) に設定されている場合は設定できません。 

-サブウーファーとフ□ントスピーカーは視聴位置 
からほぼ同じ距離になるように設置してください。 

- 3分間ボタン操作びない場合には、設定モードを 
終了します。 


タイナミックいンジ3ントロール 
の設定 I 


他の項目の設 S 栗作か5続けて行うときは手順2か5 
始めます。 

1 曰3ページの手順1〜2の操作を行う。 


ム ダイナミックレンジコント 



A □—ルの設定モードを選ぶ。 

^押すたびに各項目の設定モー 
^ ドに切り換わり、現在の設定 


内容び表示されます。 




OFF 、 MID または MAX を選 
ぶ。 



押すたびに iU 下のように切り 
換わります。 



続けて他の項目の設定をとさは、各項目の設 
定方法の手順2か5始めます。 


設定モードを終了するには決定ボタン%を押しま 
す。 

rr I 設 

メモ 定 

-ルさい音量で楽しむ場合は、 MAX に設定すること 
をおすすめします。 

- 3分間ボタン操作びない場合には、設定モードを 
終了します。 
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細やかな設定 


デュアルモノの設定 


D 4 ビデオ入力の設定 


他の項目の設 S 栗作か5続けて行うときは手順2か5 
始めまず。 

1 曰3ぺージの手眞1〜2の}栗作を;5う。 




デュア J レモノの設定モードを 

選ぶ。 

押すたびに各項目の設定モー 
ドに切り換わり、現在の設定 
内容び表示されます。 




再生する スピーカーと 音声 
チヤンネルを設定する。 


押すたびに iU 下のように切り 
換わります。 


こ。 


h1◄- 


-► ch2 、 


Lch 1.Rch 2 


続けて他の項目の設定をとさは、各項目の設 
定方法の手順2か5始めます。 


工場出荷時と同じ接続(リアノはル表記と同じ機器を 
接続)をしたときは、この設定を変える必要はありま 

せん。 ここでは、 D 4 ビデオ入力端子に接続した機器 
を、どの入カフアンクシヨンで再生するかを設定し 
ます。どの機器をどこの D 4 ビデオ入力端子に接続し 
たかを確認しておいてください。 


含仁 y モエ場出荷時、 D 4 ビデオ入力 n ( D . TR 1) は 
^ DVD に、 D 4 ビデオ入力旦 （ D.TR 2) は 
TV / SAT に設定されています。 


他の項目の設 S 栗作か5続けて行うときは手順2か5 
始めます。 


1 曰3ページの手順1〜2の操作を行う。 




D 4 ビデオ入力 n の調モー 
ドを選ぶ。 

押すたびに各項目の設定モー 
ドに切り換わり、現在の設定 
内容び表示されます。 

I [ 占 '。… J S … I 


設定モードを終了するには決定ボタン®を押しま 
す。 


if = 

^ん S メモ 

- 3分間ボタン操作びない場合には、設定モードを 
終了します。 



D 4 ビデオ入力 n の設定を切 
0換える。 


押すたびにし U 下のように切り 


換わります。 


1— ► DVD ► TV ◄— I 
し OFF ► DVR ◄— I 


4 D 4 ビデオ入力旦も設定を切り換える必要 
があれば手順2へ戻り、 rD . TR 2 TV 」 を 
選んで手順3へ進み、割り当てたい入力に 
設定します。 


続けて他の項目の設定を行うときは、各項目の設 
定方法の手順2か5始めます。 

設定モードを終了するには決定ボタン©を押しま 
す。 


メモ 

- 3分間ボタン操作びない場合には、設定モードを 
終了します。 























細やかな設定 


デジタル入力の設定 


工場出荷時と同じ接続(リアノはル表記と同じ機器を 
接続)をしたときはこの設定を変える必要はありませ 

ん。 ここでは、デジタル入力端子に接続したデジタ 
ル機器を、どの入カフアンクシヨンで再生するかを 
設定します。どのデジタル機器をどこのデジタル入 
力端子に接続したかを確認しておいてください。 


メモ 


工場出荷時、同軸デジタル入力] 
( COAX ]) は CD に、同軸デジタル入 
力2 ( C 0 AX 2) は DVR / VCR に、光デ 
ジタル入力] (0 PT 1) は DVD / LD に、 
光デジ'夕 J レ入力2 (0 PT 2) は TV/SAT 
に設定されています。 


他の項目の設 S 栗作か5続けて行うときは手順2か5 
始めます。 


1 曰3ページの手順1〜2の操作を行う。 




同軸デジタル入力 n の設定 
モードを呼び出す。 

ディスプレイを下記の状態に 
し On 9 〇 


同軸デジタル入力 n を設定 
する。 

例えば DVD を接続している場 
合、 「 DVD 」 に設定します。 
押すたびに!;(下のように切り 
換わります。 

-► DVD ► TV ► CD ◄— I 
-► OFF ► VCR ► CDR ◄— I 


A 同軸デジタル入力旦と光デジタル入力の 

D 、 旦ら設定を切り換える必要があれば 
手順2へ戻り、切り換える入力を選んで手 
順3へ進み、害 IJ り当てたい入力に設定しま 
す。 



続けて他の項目の設定をとさは、各項目の設 
定方法の手順2か5始めます。 

設定モードを終了するには決定ボタン®を押しま 
す。 


メモ 

-同軸デジタル入力に日 AX 1、2) と光デジタル入力 
(日 PT ] 、 2) はいずれち同じ入力を割り当てること 
はでさません(デジタル入力の設定で2つ上のデ 
ジタル端子を同じ入力切換に設定した場合、あと 
から設定したデジタル入力び優先され、前に設定 
されていたデジタル入力はオフになります)。 

-デジタル入力の設定びでさる入力切換は DVD / 
LD 、 TV / SAT 、 CD 、 CD - R / TAPE / MD 、 DVR / 
VCR です。フ□ントパネルにある光入力端テにつ 
いては VIDE 日に固定されていますので変更する 
ことはでさません。 
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細やかな設定 


接続したプラズマデイスプレイとの連動設定 


SR +ケーブルで接続することでシステム動作を実現します。プラズマディスプレイの画面を見ながらシステム 
設定(-^49〜已9ページ)、 MCACC 設定(- M 2、目4ページ)、および音量や U スニングモードの確認びできま 
す。また、本機とプラズマディスプレイの入力を連動させて切り換えることびでさます。本機とプラズマディス 
プレイをシステム動作させるには、接続(-^29ページ)および下の設定び必要となります。 

'；■ ;、 

-本機とプラズマディスプレイを SR + ケーブルで接続して、本機とプラズマディスプレイの電源を入れてくだ 
さい。 

- 3分間ボタン操作びないときは、設定モードを終了します。 


連動モードの設定 

-11 III 


音量連動モードの設定 


「 ON 」 に設定すると各種連動機能び有効になります。 

1 53ページの手順1〜2の操作を行う。 




連動モードを選ぶ。 

押すたびに項目び切り換わ 
り、表示窓に現在の設定び表 
示されます。 

I [ 直 '。… ] S … I 



ON または OFF を選ぶ。 

押すたびに iU 下のように切り 
換わります。 

SR+ON 一 SR+ OFF 


続けて他の項目の設定をとさは、各項目の設 
定方法の手順2か5始めます。 

設定モードを終了するには決定ボタン®を押しま 
す。 


命 

メモ 

-工場出荷時は日 FF に設定されています。 


連動モードを実行したとさ (62 ページ)にプラズマ 
ディスプレイの音量を下げるかどうか設定します。 
「 ON 」 に設定すると連動モードを実行したとき瞬時に 
プラズマディスプレイの音から本機の音に切り換え 
ることびでさます。 

「連動モード」(左記)を 「 ON 」 に設定していないときは 
音量連動モードを設定することびできません。_ 

1 53ページの手順1〜2の操作を行う。 




音量連動モードの醜モード 
を選ぶ。 

押すたびに項目び切り換わ 
り、表示窓に現在の設定び表 
示されます。 



3 



ON または OFF を選ぶ。 

押すたびに iU 下のように切り 
換わります。 


VOLC.ON 一 VOLC.OFF 


続けて他の項目の設定をとさは、各項目の設 
定方法の手順2か5始めます。 

設定モードを終了するには決定ボタン®を押しま 
す。 


メモ 

-再度プラズマディスプレイの音を出したいとさは 
プラズマディスプレイの音量を上げてください。 































細やかな設定 


入力連動モードの設定 


本機の音声とプラズマディスプレイの映像の入力を 
自動で合わせるための設定です。本機の音声入力 
( DVD / LD 、 TV / SAT 、 DVR / VCR 、 CD 、 CD - R / 
TAPE / MD ) とプラズマディスプレイの映像入力(ビ 
デオ1、2、3、4、 PC (已 )) をこの設定で合わせる 
と、本機の入力を切り換えたときに、プラズマディ 
スプレイの映像入力も自動で切り換わります(連動切 
換)。 

「連動モードの設赴 (6 日ぺージ)を 「 ON 」 に設定して 
いないときは入力連動モードを設定することびでき 
ません。 


1 53ページの手順1〜2の操作を巧う。 


プラズマディスプレイ ( PDP ) の巳 S デジタル 
放送を選ぶときは、本機の入力を TV / 巳 S に 
切り換えてから PD P の入力を切り換えてく 
ださい。 


4 他の入力を合わせたいときは手順2〜3の 
操作を行5。 


設定モードを終了するには決定ボタン#を押しま 
す。 


2 



各入力の iSl ) モードを選ぶ。 

A 押すたびに項目び切り換わ 
^り、表示窓に現在の設定び表 
示されます。 


接続に合わせてプラズマディ 
スプレイの入力を切り換え 
る。 

押すたびにプラズマディスプ 
レイの入力びし U 下のように切 
り換わります。 

-► ビデオ入力1◄■►ビデオ入力2 
U ビデオ入力已 ► ビデオ入力4 ► ビデオ入力3 

例えば、 DVD プレーヤーの音声を本機の光 
デジタル音声入力の ( DVD / LD ) 端子に、映 
像をプラズマディスプレイのビデオ入力3端 
子に接続したときは、 「 DVD / LD 」 入力を「ビ 
デオ入力3」に対応させます。 

工場出荷時の本機の入力とプラズマデイスプ 
レイの入力はじ(下のように対応しています。 



設 

定 


本機の入力 

POP ①入力 

DVD/LD 

ビデオ入力3 

TV/SAT 

ビデオ入力1 

DVR/VCR 

ビデオ入力2 

VIDEO 

ビデオ入力4 
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細やかな設定 

連動モードを実行ずる 

本機とプラズマディスプレイび SR + ケーブルで接続 
されていることを確認してください。 


1 プラズマディスプレイの電源を入れる。 


2 ^ 本機の電源を入れる。 

AV アンプボタンを押します。 


3气 A ノ M を欺ノ操を艇混 


4 連動モードを ON にする。 

Wk SR + CHECK と表示された 
後、表示窓に iU 下のように表 
示されます。 



連動モードを解除したいときは 
再度 SR + ボタンを押します。 
SR + ERR と表示されたとき 
は、プラズマディスプレイと 
の接続び正し<行われている 
か、電源び ON になっているか 
をご確認ください。 


5 システム動作を i 崔認、する。 

下の操作を行うと本機とプラズマデイスプ 
レイび連動して動作します。 

-本機の入力を切り換えるとプラズマデイス 
プレイの入力び切り換わります。 

-本機の音量を調整するとプラズ7デイスプレ 
イの画面に音量値び己秒間表示されます。 

-その他、本機の各種操作内容および設定状況を 
表 7 J \ しすす。 


^-= 

メモ 

-プラズマディスプレイの電源び日 FF のとさ、また 
は正しく接続されていないとさは連動モードは働 
をません。 

-入力連動モードを設定していない入力のときは、プ 
ラズマディスプレイの画面は切り換わりません。 

-プラズマディスプレイと本機に表示される音量値 
は異なります。また、プラズマディスプレイの画面 
に表示される音量値は目安です。 

- SR + ケーブルを接続した状態でプラズマディスプ 
レイの電源び切れているとをは IJ モコンで本機の 
操作びでさません。 

- SR + ケーブルを接続していないとをに SR + ボタ 
ンを押すと、 rSR + CHECK 」 と表示されたあと 
に R + ERR 」 と表示されます。 
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細やかな設定 


スピーカー出カレベル(各チヤンネルの音■レベル)の調整 


システムセツトアツプの設定び終わりましたら、•1^(下の手順で各チャンネルの音量レべルを合わせてください。 
ここで調整されたレべ J レは 「 STANDARD 」 と 「ADVANCED SURROUND 」 モードに反日央されます。 

オートセットアップを行った場合は自動で高精度にスピーカー出カレベルび調整されますので、ここでの設定は 
必要ありません。 



^ 本機の電源を入れる。 

吟 1 


2 STANDARD リスニングモードを STANDARD にす 

呼る。 


ゴ TONE test TONE ボタンを押す。 

r ^ テストトーン(ヴーという音)びスピーカー 

^ の設定(■►己3〜己4ぺージ)で有りに設定さ 
^ れているスピーカーからのみじ(下の順番で 

出力されます。（手順4へお進みください) 


フ□ント センター フ□ント サラウンド 

左 (L) ~^ (C) ~^ も (R) ~^ も (RS) 


作 ^ 

メモ 

-工場出荷時は、各チャンネルとも日 d 巨 
に設定されています。 

• CH SELECT ボタンを押して各チャ 
ンネルのレベル調整モードに入った場 
合、1日秒間なにち操作びないとさは 
調整モードは終了します。 

- CH SELECT ボタンを巧して各チャ 
ンネルのレべ J レ調整を行う場合は 
「 STANDARD 」、「 STEREO / 

D 旧 ECT 」、 「各 ADVANCED 
SURROUND 」、「 DVD 已 .1 ch 」 の各 
モードそれぞれにレベルを設定する 
ことびでをます。 

-サブウーファーのテスト!-ーンは、周 
波数び低いので実際のレベルより小さ 
<聞こえます。 

-サブウーファーの調整は音楽や映画 
ソースなどを実際に使って適切な値に 
調整してください。 

-サブウーファーのレベルはでさるだけ 
サブウーファー側で行い、本機での調 
整は補助としてお使いください。 

- STEREO / DIRECT と DVD 己.1 ch 
モードでは1 dB 間隔で、その他のモー 
ドでは日.已 d 日間隔で調整することび 
でさます。 

心 ぶ 


サブウーファー ◄ —— サラウンドが —— サラウンド ^ 
(SW) 左 (LS) バック (SB) 


SELECT 

または CH SELECT ボタンを押す。 

テストトーンは出力されませんび、押すごと 
に各チヤンネルのレベル調整モードになりま 
す。（選択でさるチヤンネルはスピーカーの 
設定(一己3〜己4ぺージ)やリスこングモー 
ドの選択 (一 38 ぺージ) によってかわります） 



設 

4 

好みの音量に調整する。 

定 




5 


LEVEL 



テストトーンが出力されている 
チヤンネルのレべ j レを調整する。 

各スピーカーからの音び同じ大さ 
さに聴こえるように調整してくだ 
さい。チヤンネルレベルは± 
1日 d 巳の範囲で調整でさます。 


5 test test tone ボタンを押す。 

テストトーンび止まり、レベル調整を終 
^了します。 03 













細やかな設定 


アルセットアップ(音場補正) 


か Ng 。 。 @ 

— ^— MULTI CONTROL - 

IjOUQl iQQlSl 

(mill Ijiijj^ 面 


Hii:l:l.lil ， し fcl 端 . MM 




オートセットアップを行ったときは、自動で高精度に調整されますのでここでの設定を行う必要はありませ 
んび、お客様ご自身の耳で確かめなび5調整を行いたいときはここでの方法で調整を行ってみてくださし、。 
ここではオートセットアップ用マイクを接続する必要はありません。 

細やかな設定で設定された各スピーカーのチャンネルレベルと各スピーカーまでの距離をより厳密に調整し 
ます。ここでの設定では調整するチャンネルとそのチャンネルに対して最も最適と思われるちう]つのチャ 
ンネルからテスト I -ーンび再生されます。その2つのテスト I -ーンを聞さなびら調整を行ってください。 
MCACC セットアップを行う前に必ず「スピーカーの設定」、「サラウンドバックスピーカーの設定」、「サブ 
ウーファーの設定」（一己3〜己4ぺージ)を行うか「簡単設定泪 U に K SETUP )」 （一47ぺージ)を行っておい 
て < ださい。 


AMP ボタンを押してリモコンをアンプ 
操作モードにする。 


2 


AUDIO 



吗推 C 


MCACC SETUP ボタンを押す。 

ディスプレイに 「REF Lch 」 と点滅表示し 
ボ U ユームび上びりテストトーンび出力さ 
れ、チヤンネルレベルの調整になります。 

〜ごを意〜 

テストトーンは大きな音で再生されます。 
MASTER VOLUME は自動的に 一 1 8 dB にな 
り、数砂後にテストトーンが再生されます。 


3 





フ□ントちスピーカーのチヤンネルレ 
ベルを調整する。 

調整するスピーカーに巧して最ち最適と 
思われるちう]つのチヤンネルからテス 
卜 I -ーンび交互に再生されますので、そ 
のテスト I -ーンどうしび同じ大きさに聞 
こえるように調整します。 


4 




フ□ントちスピーカーのチヤンネルレ 
ベルをミ夫定する。 

センタースピーカーの調整になります。 


メモ 


フ□ント左 スピーカーの チヤンネルレ 
ベルは調整の基準となる スピーカーの 
ため調整することはでさません。 
チヤンネルレベルの調整は一]日犯か 
6+1日 dB の範囲内において日.已 dB 
間隔で調整することびでさます。 


ら 手順3〜4を繰り返して各スピーカーのチヤンネル 

レベルを調整する。 

(下の順で各スピーカーのチヤンネルを調整します。 
スピーカーの設定で「無し （*) 」に設定されたチヤンネ 
ルは選ばれません。 


R 

(フ□ントち） 


SW 

(サブウーファー） 


C . 

(センター） 


LS 

(サラウンド左） 


SB 卜 RS - 

(サラウンドバック） （サラウンドち） 


SVV (サブウーファー)の調整を決定するとデイスプレ 
イに 「Lch DISTANCE ?」 とスク□ール表示し、各ス 
ピーカーまでの 距離の調整になります。 


AMP 


〇 

1 

- 

3 


J 奇芭 IQ 觀獻 ipjl/ 








































細やかな設定 
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フ□ント左 スピーカーまでの S 巨離を調整 
する。 

(前に設定された値び表示されます。 







メモ 

なお、ヴブウーファーは、このち法 
でディレイ値を合わせるのび困難で 
す。サブウーファーを調整する場合 
は、テスト信号を出しなびら距離の 
値を動かし、視聴ポイントでテスト 
信号の音量び最ち大さ < なるように 
調整してください。 



% 


フ□ント左 スピーカーまでの 距離をミ夫定 
する。 

テスト I -ーンび出力されます。 


8 



フ□ン トち スピーカーまでの 距離を調 
整する。 

調整するスピーカーに対して最も最適と 
思われるちう]つのチヤンネルからテス 
卜 I -ー ンび再生されますので、その三つ 
のスピーカーに対して左図のように立 
ち、スピーカーから聞こえて<る2つの 
テスト I -ーンの聞こえるポイントび真ん 
中になるように調整します。 


9 フ□ントちスピーカーまでの 距離を決 

、和定する。 

センタースピーカーの調整になります。 



手順8〜9を繰り返して各スピーカーまでの距離を 
調整する。 


調整を決定すると iU 下の順で自動的にチャンネルび選 
ばれます。 


R 

― ► C 

今 LS 

( フ □ ントち） 

( センター） 

( サラウンド左 ) 

SW ィ 

SB 

卜 RS 

( ヴブウーファー） 

( サラウンドバック） 

( サラウンドち） 


設 

定 


SVV (サブウーファー)の調整を決定するとディスプレ 
イにに OMPLETE 」 と表示され元のボ U ュームに戻 
り、 MCACC セットアップを終了します。 

MCACC インジケーターび点灯します。 


MCACC とは、、 

「 MCACC 」 (マルチチャンネル-アコースティック-キャ U ブレーシヨン-システム)とは当社び開発し 
た音場補正システムのことで、録音スタジオにおけるモニタ U ング手法と同ーレベルの音場調整を行 
うことび出来る画期的な技術です。マルチチャンネル再生に重要な各スピーカーのチャンネルレベル 
と各スピーカーまでの距離の補正を正確に行えるので、録音スタジオでしか体験でさなかった U アル 
な音場をご家庭内で再現することび巧能です。 


妨 


































ラジオを聞 < 


ラジオ放送を聞< 


放送局のを信のしかた 


アンテナび接続されていないと、 FM / AM 放送を聞くことはできません。 


が 。 必 

— ^— MULTI CONTROL - 

fc が刷 ijj h 顺 W 1 加班 1 

•-- 



因 

_ CLASS MPX D.ACCESS 

边化白お 

BS5 BS7 BS9 BS11 

/STil rr~ii ^=^D isc 

Hr O Gr ^3 。 

@ @ @ ⑩" 
@ @ @ @1。 


巧 

州 ANNEL 

6 


破 9 ^ 

ScT CHANNEL VOLUME 

A 6 6 


で 66 


〔 AVAMPLI 円 ER ) 


© © © © 
© o ® ® 




田!^ 

o o o o < 




2 3 




チューナーモードにする。 


2 


BAND 


AM と FM を切り換える。 

押すたびに、 AM と FM び切り換わり 
ふ 〇 


3 



放送局を受信ずる。 

受信のしかたには、3種類あります。 
自動的に放送局を受信するオート 
チューニング、手動で]ステップずつ 
周波数を合わせていくマニュアル 
チューニング、同じく手動で周波数を 
合わせる八イスピードマニュアル 
チューニングとびあります。 


オートチューニング 


ボタンを押して、周波数び動きはじめた5指を離ず。 

周波数び自動的に変化して、放送局を受信すると止まります。 
途中で止めるときは TUNE + ボタンまたは TUNE — ボタンを押しま 
す。 


マニュアルチューニング 


ボタンを1回ずつ押す。 

周波数び1ステップずつ変化します。 

1ステップは FM 放送び 0. ] MHz で、 AM 放送び 9 kHz です。 

八イスピードマニュアルチューニング 


ボタンを押し続けまず。 


周波数び連続して変化します。指を離すと止まります。 


^ム S メモ 

- IJ モコンび TUNER モードのとさに 
D . ACCESS ボタンを押すと、数字ボタ 
ンを使ってダイレクトに放送局を選曲 
することびでさます。 
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ラジオを聞 < 


MPX モードを使う 

FM 局を聞いているとき、受信電波び弱いため、 TUNED もしくは STERE 日インジケーターび点灯しないときび 
あります。そのようなとさは MPX モードでモノラル受信にすることでノイズを低減させることびできます。 



〇 e @禪 


M^L モノラル受信にする。 

ili MONO インジケーターび点なしま 

す。 

押すたびに、モノラル受信とステレオ 
受信び切り換わります。 


放送局を記憶ずる 


本機では、よく聞く放送局を A . B . C のクラスに各1日局、合計30局まで記憶することびできます。 


4 



TOP MENU /SETUP 〜 MENU 

…み心心 が 

A y ▲酬 T ATT 

A/km"" 

SV jn 

AUD 。 

(/s 醉な SLEEP* 


RETURN BAND d 

芭^^ 

DISPLAY CLASS MPX L_ 

毎 

BS5 E^；7 BS9 BS11 


im mf 


2 


3 


CLASS 
■ ボタン 




© 〇 @ 6 
〇 © © © 

■ 

© 

# [. 

- mn™ ^ - ™-« . ^ 

〇 〇 〇 〇 〇 


— 1 

L_LJ 



2 



1 言己憶したし、放送局を受信する。（■►目6ページ) 


2 


MENU 



放送局の記憶モードにする。 

ステーション番号び点滅します。 





ステーション番号を選ぶ。 

A 日〜 C 9 までのステーション 
番号をお好みで選択すること 
びでさます。 

CLASS ボタンを押すことで 
A 、 巳、 C のステーションクラス 


4 




を切り換えることびできます。 
本体の場合は MULTI JOG で 
選びます。 _ 

- フ 

言己憶したいステーシヨン番号をミ夫定穿 
する。 

ステーシヨン番号び記憶されます。 


5 手順1〜4を繰り返して30局まで記憶することがで 
さます。 
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ラジオを聞 < 


68 


■綱識 


ちがをつける (ステーションネーム) 


Mivir りり un レ t 

⑩ 。 風 

— ^— MULTI CONTROL - \ 

fc 咖刑 d h 刊が加 I 



DISPLAY - 

ボタン 


2 


RETURN BAND d INFO 

を io ■芭 

DISPLAY CLASS MPX D.ACCESS 

■#9© 留 

〇 ム A ^^^DISC 

HP fSI 

s ^ @ ⑩" 






1 




[Pioneer 


@ © © @ 
© © ^ 〇 

〇 - 


■ 


置 

>0 0 0 0 




1 ■ 1 

3 

1 

2 

1 



メモ 

-最大 4 文字までの入力となります。 

- IJ モコンの DISPLA 丫ボタンを押すこ 
とで、周波数とメモ IJ 一させた名前を切 
り換えることびできます。 

-名前を削除したいとさはスペースを入 
力してください。 



チューナーモードにする。 


2 名前をつけたし、局が記憶されている 

WL メモリ-クラスを選ぶ。 

A 名前をつけたし、局が記憶され 
A ている ステーシヨン 番号を選 

尽 ぶ。 




ステー シヨ ン ネーム モードにする。 

に.下 NAME 」 と表示されステーシヨ 
ン ネーム モー ドになります。 




A 入力したい文字を選ぶ 

A 本体の場合は MULTI JOG で 

U 選びます。 



入力できる文字は下のとおりです。 

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 
[\]_!0123456789 
" o / o &'()*+,-./-==? aU ぺース） 


6 選んだ文字をミ視する。 



7 手順 5 〜目を繰り返して名前をつける。 












































































お憶した放送局を呼び出ず 


ラジオを聞< 


2 


AM ド SOURCE 

か 。 風 



DISPLAY CLASS MPX D.ACCESS 

毎毎 

BS5 E|>7 BS9 BS11 


@ @ @ @1。 


CHANNEL 


' TV CONTROL ' 

s'elSt channel volume 

A 66 


Pioneer 

【 AVAMPLI 円 ER j 


1 1 ®^ 

チューナーモードにする。 

つ CLASS 

み! 

口乎び出したし、局が記憶されているメ 
モリークラスを選ぶ。 



A 呼び出したし、局が記慮されて 

m いるステーシヨン番号を選 

をぶ。 


メモ 

-旅行などで長期間本機の電源コードを電源コンセントから抜 
いておさますと、ステーシヨンメモ IJ 一は消去されます。 


1 






◎ © © © 
© © 拳 Q 

© - 

■ 



つ ™ 

)0 0 0 0 



1 ■ 1 

3 

, 

? 
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リモコンによる他機器の操作 


他機器を操作するための U モコン設定 


付属の IJ モコンを使って、本機!;!外のパイオニア製品や他社の機器（ビデオデッキ、テレビ、 DVD 、 CD プレー 
ヤーなど)を操作することびできます。お手持ちの機器のプリセットコードび IJ モコンに登録されている場合 
は、該当するコードを呼び出して簡単に本機の IJ モコンで操作でさるようになります。お手持ちの機器のプ IJ 
セットコードびリストに記載されていない場合でも、その機器に付属の IJ モコンから直接登録(学習)することび 
可能です。 


他社のリモコン信号を本機のリモコンに呼び出ず(プリセツ hJ - ド設定) 


リモコンを使って、お手持ちのパイオニア製品や他社の機器 ( DVD プレーヤー、 MD プレーヤー、 VCR 、 TV 、 
LD プレーヤー、 CD プレーヤーなど)を操作することびでさます。他社の機器をお持ちの場合は次の設定を行つ 
てください。 


LED 



3 



むがな面 


續@ @齡 


の@ @幽" 

. @ @ @ @ 1。1 



メモ 

-1分間なにも操作びない場合は、 IJ モ 
コンのセツトアップモードを終了し 
ます。 



AMP ボタンを押しなが5数字ボタ 
ンの1を押す。 

U モコンの LED ランプび点滅し、プ 
U セツトコード設定になります。 

プ U セツトコード設定を中止するには 
AMP ボタンをもう一度押します。 


2 


MULTI CONTROL 


faThj I ■ 刪 :!; 


n 


操作したし、 i 離の 7 ルチ〕ン 
卜□ールを選ぶ。 

U モコンの L E D ランプび点灯 
に変わります。 


3 


SiSb 

® ③③ © 



操作したい機器にリモコンを向 
け、その機器に該当するメー 
力ーコード (84 ぺージ ’) を入力す 
る。 

正しいメーカーコードを入力する 
と、電源 ON / OFF 信号び U モコン 
から送信され、操作したい機器の 
電源び ON または OFF に切り換わ 
ります。 


メモ 

- STANDB 丫 / ON モードがない機器については正しく設定できて 
いても電源は切り換わりません。この場合は、その後実際に操作で 
さるか確認してください。 

-機器の電源び日 N / OFF しない場合で、その機器に別のメーカー 
コー ドびある場合は、別のメーカーコードを使って手順1からや 
り直してみて < ださい。 
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リモコンによる他機器の操作 



コードナンバーび正し<入力され 
ても間違って入力されてちプ U 
セツトコード設定モード手順2へ 
戻ります。 


4 他の機器らプリセツトコードを設定したし腸合は手順 
2〜3を繰り返します。 


5 




プリセツトコード設定を終了する。 

U モコンは通常操作に戻ります。 


学習モード(他機器のリモコン操作を本機のリモコンに登録ずる) 


本機の IJ モコンで操作したい他機器のプ IJ セツトコードびメーカーコードリスト (84 ぺージ参照)に見当たらな 
い場合は、 ■ lU 下の手順で他機器の IJ モコンの操作を本機の IJ モコンに登録することびできます。プ IJ セツトコー 
ドを登録しただけでは使用でさない操作についても、下の手順で本機の IJ モコンに追加登録(学習)することび 
でさます。 



AMP ボタンを押しなが5数字ボタ 
ンの2娜す。 

+ U モコンの LED ランプび点滅し、学 


ク 


習モードになります。 

学習モードを中止するには AMP ボタ 
ンをちう一度押します。 



操作したし、機器の7ルチコン 
卜□ールを選ぶ。 

リモコンの L E D ランプび点灯 
に変わります。 


■J 

モ 

ご 

ン 
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リモコンによる他機器の操作 


LED 


AMP SOURCE 

か i I ゆ ! ■ 

r-^ — MULTI CONTROL - 1 

权间 ,1, 防肪 W fam fci，, 脚 : i] 



RETURN BAND d INFO 

芭を 

DISPLAY CLASS MPX D.ACCESS 

をを。 y 

BS5 BS7 BS9 BS11 

O をを盛 
@ @ @ @" 
@ @ @ @1。 


wnnTl 

6 


幽 w か 

s'eTSt c^l vSe 

A 6 6 


3 


こ AV AMPLIFIER ) 


3 s。 還 学習したい}栗作ボタンを^する。 

U モコンの LED ランプび素早く点滅 
します。 


^ムモ 


TV CONTROL ボタンの6 、 INPUT 



SELECT 、 VOLUME +/-、 CHAN ¬ 
NEL +/- ボタンに登録できるマルチ 
コント□ールボタンは 、 TV C 日 NT ボ 
タン（テレビ操作)のみです。 


RETURN BAND d INFO 

芭 

DISPLAY CLASS MPX D.ACCESS 

をを d 巧 

BS5 BS7 BS9 BS11 ^ 

ををを窗: ^ 
@ @ @ がい 


@ @ @ @1。 



4 本機のリモコンに他機器リモコンの学習させたい操 
作ボタンを登録する。 （ m 下の①〜③を行う） 

① 本機と他機器の U モコンを互いに下のように向け 
る。 

2 〜 5cm 

一隆 ipl り 1 

110で0口 QD が aql 0 I j 


, ote 0 © ©®tio 

' a 關 f 寧醉の祗 


メモ 

- 1 分間なにも操作びない場合は、 IJ モ 
コンのセットアップモードを終了し 
ます。 

- IJ モコンによっては、操作を登録でさ 
ないものもあります。また、手順4で IJ 
モコンどうしの距離を変えてみるこ 
とで、登録でさる場合ちあります。1〜 
1日 cm 程度でも試してみて下さい。 


② LED ランプび素早く点滅している間に、登録したい 
他メーカーの U モコンのボタンを押す。 U モコンの 
LED ランプの点滅びいったん消えて、再度点なしたと 
きは正しく登録されたことになります。正しく登録され 
なかった場合は、 U モコンの LED ランプび3回点滅しま 
す。 


5 登録を続ける場合は、 m 下の手順を行います。 

同じ U モコンから別の操作を追加登録するには 
手順3、4を繰り返します。 

別の U モコンから操作を登録するには 

手順6へ進み学習モードを終了させ、手順1からやり直 


してくださし、 


6 




学習モードを終了する。 

U モコンは通常動作に戻ります。 
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リモコンによる他機器の操作 


タイ ly ク h フアンクシ3 ンモー ドを設定ずる 


ダイレクトフアンクシヨンは MULTI C 日 NTR 日 L ボタンを押したときに、本機の入カセレクターを切り換えるかど 
ラかを設定する機能です。オフにすると入カセレクターは切り換わらず、 IJ モコンの操作ボタンの機能だけび切 
り換わります。工場出荷時はすべてオンになっています。 






AM P ボタンを押しなが5数字ボタ 
ンの4を押す。 

U モコンの LED ランプび点滅し、ダ 
イレクトファンクシヨンモードの ig 定 
になります。 

ダイレクトフアンクシヨンモードの設 
定を中止するには AMP ボタンをもう 
一度押します。 


2 


r— ^— MULTI CONTROL - 


• も — \wM-A 1 ^, の , 



ダイレクトフアンクシヨンの 
ON / OFF 設定をしたいレチ 
コント□—ルボタンを尺す 
る。 

U モコンの LED ランプび点灯 
に変わります。 


3 ダイレクトフアンクシヨンの ON 、 OFF を設定する。 


燃 

が@ @ @ 


ダイレクトフアンクシヨンを 
日 FF に設定するときは、©ボ 
タンを押して < ださい。 
ダイレクトフアンクシヨンを 
日 N に設定するときは、©ボ 
タンを押して < ださい。 


4 他の機器もダイレクトフアンクシヨンを設定したい 
場合は手順2〜3を繰り返します。 


5 




ダイレクトフアンクシヨンの ON / 

OFF 設定を終了する。 

U モコンは通常動作に戻ります。 

■J 

モ 

ン 
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Mm 尸 ぴ jun レ t 

が i @ 

r —^ — MULTI CONTROL - 1 

ii^n 


hill— Siii"a;ij •- 


LED 


rf 


AMP ボタンを押しなが 5 数字ボタ 
ンの〇を3秒間押し続ける。 

U モコンのに D ランプび3回点滅し、 

U モコンに設定されたすベての機能を 
解除します。 


ド(- ► yi ぺージ)で本機の IJ モコンに登録された他機器の IJ モコン操作をすべて解除します。 


LED 


rP 


AMP ボタンを押しなが5数字ボタ 
ンの9を3秒間押し続ける。 

U モコンの LED ランプび3回点滅し、 

U モコンのボタンに登録された操作を 
全て解除します。 


リモコンに設定をれたすベての機能を解除する 


本機の IJ モコンに設定されたすベての機能を解除するち法について説明します。 


学習モー 


リモコンによる他機器の操作 


リモコンの設定解除 

リモコンのボタンに登録された操作を解除する 


瑞痛觀 ipi 

0を®篡|{| 


i ⑩思一圃を目 

1S i 

llii 因！！質 ®® を ⑩ s 

獻1-画画!^田を@6辑|ち 
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リモコンによる他機器の操作 


他機器の操作-覧表 


下の他機器操作を行うには、あらかじめ各機器のプ U セツトコードを呼び出しておく必要びあります。詳しくは「他機 
器を操作するための U モコン設定」 （7 日ページ)をご覽ください。 

実際に操作を始める前に、操作したい機器のマルチコント□ールボタンを押してください。 

機種によっては操作でさないボタンもあります。 

各機器の詳しい機能については、各機器の取扱説明書をお読みください。 


ボタン 

機能 

機器の種類 

SOURCE 6 

機器の電源を ON/OFF します。 

CD/MD/CD-R/VCR/DVD/LD/ 
DVD レコーダー/カセットデッキ 


押し続けると早戻し再生になります。 

CD/MD/CD-R/VCR/DVD/LD/ 
DVD レコーダー/カセットデッキ 

► 

再生します。 

CD/MD/CD-R/VCR/DVD/LD/ 
DVD レコーダー/カセットデッキ 

►► 

巧し続けると早送り再生になります。 

CD/MD/CD-R/VCR/DVD/LD/ 
DVD レコーダー/カセットデッキ 


再生中に1回巧すと現在再生中のトラックの初めに戻ります。 

オート U バースデッキの場合、テープを1」バースち向(◄りこ再生します。 
BS 己チヤンネルを選択します。 


CD/MD/CD-R/DVD/ 
LD プレーヤー 


II 

再生、録音を一時停止します。 

CD/MD/CD-R/VCR/DVD/LD/ 
DVD レコーダー/カセットデッキ 


BS7 チャンネ J レを選択します。 

TV 

■ 

再生を停止します。（一部のプレーヤーでは停止中に押すと、ディスクテーブル 
び出て<るわのちあります） 

CD/MD/CD-R/VCR/DVD/LD/ 
DVD レコーダー/カセットデッキ 


BS9 チャンネルを選択します。 

TV 


なみ同時押し 
数字ボタン 


再生中に1回押すと次のトラックの初めに進みます。 

オート U バースデッキの場合、テープをフォワードち向 (►) に再生します。 

BS1] チャンネルを選択します。 

録画します。 

ダイレクトに巧を選曲します。 

ダイレクトにチャプター（トラック)を選択します。 

ダイレクトにチャンネルを選択しまず。 

トラック番号の10の位を選ぶとさに使用します。例えば、このボタンを押した後 
に数字ボタンの3を押すと、トラック番号13び選択されます。 

ディスクをイジェクトします。 


CD/MD/CD-R/DVD/ 

LD プレーヤー 

カセットデッキ 
TV 

VCR/ DVD レコーダー 

CD/MD/CD-R/VCR/DVD/ 

LD プレーヤー_ 

DVD/DVD レコーダー 

TV/ ヴテライト TV/ ケーブル TV 

CD/MD/CD-R/VCR/DVD/ 

LD プレーヤー_ 

MD プレーヤー 


ビデオと TV チューナーを切り換えます。 

VCR/ DVD レ]-ダー 

ディスクの A 面と B 面を切り換えます。 

LD プレーヤー 


TOP MENU 

MENU 

AUDIO 

SUB TITLE / 
GUIDE 

CHANNNEL 


な _ 

み 

ENTER 

仁 

仁与な 

ENTER 


TV INPUT 

SE 1 _ECT 

TV 

CHANNEL 


TV 

VOLUME 


このボタンを巧した後に数字ボタンを巧して、ディスク番号を選択します。 

タイトルメニュー画面を表示しまず。 

DVD、DVD レコーダーまたは TV などに登録されている各種メニューを表示しま 
す。 

ディスクに記録されている音声を選択します。 

ディスクに記録されている字幕を選択します。 

ガイドメニュー画面を表示します。 

DVD レコーダーや VCR などのチャンネ J レを選択します。 

再生、録音を一時停止します。 

再生を停止します。 

再生します。 

テープを1」バースち向へ早送りします。 

テープをフォワードち向へ早送りします。 

メニュー画面を操作するときに使います。片吟なみで選択し、 ENTER で決定 
__します。_ 

テレビの電源を ON/OFF します。 

テレビの入力を切り換えます。 

テレビのチヤンネルを選択します。 


テレビの音量を調整します。 


マルチディスクタイプ CD プレー 
ヤー 

DVD/DVD レ]-ダー 

DVD/DVD レコーダー /TV/ 

ヴテライト TV/ ケーブル TV 

DVD/DVD bZI-5^- 

DVD/DVD レコーダー 

ケーブル TV 

DVD レコーダー/ VCR 

カセットデッキ 

カセットデッキ 

カセットデッキ 

カセットデッキ 

カセットデッキ 

DVD/DVD レコーダー /TV/ 

ヴテライト TV/ ケーブル TV 

TV/ ヴテライト TV/ ケーブル TV 
TV 


TV/ ヴテライト TV/ ケーブル TV 
VCR/ DVD レコーター 


TV/ ヴテライト TV/ ケーブル TV 
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用語解説 


DVD ソフトのパッケージのほとんどにじ(下のような表示びされています。 

1枚のディスクに複数の音声び収録されている場合び多く、どの音声を聴くのか選択することびでさます。 


©)) 


収録音声数 


1. 英語巧. Ich サラウンド） 

2. 日本語（ドルビーサラウンド） 

3. 英語 ( DTS 己 Ich サラウンド) 

録音ち式 


nni DOLBY] 

DIGITAL 



音声記録ち式 


音声記録方式について 


ド ルビー デジタル 


□□[dolbyI 

DIGITAL 


DVD の標準音声フォーマットの]つとして採用された音 
声圧縮記録ち式です。モノラルやステレオで記録されてい 
るソフトもあれば、現在最ち主流とされている己 Ich サラ 
ウンドで記録されているソフトもあります。已 . 1 ch ヴラウ 


ンドソフトには、己つのチャンネルの個別にそれぞれの 
シーンに合った音声び記録されており、サブウーファーか 
ら出力される低音も記録されているため、本機とデジタル 
ケーブルで接続して再生することにより、すべてのチャン 
ネルの信号び伝送され、臨場感あふれるマルチチャンネル 
サラウンド再生をお楽しみいただくことびでさます。 
よってドルビーデジタル信号を再生するには DVD プレー 
ヤーと本機をデジタル接続することび必要です。 


ド ルビー デジタルサラウンド EX 

ドルビーデジタルサラウンド EX は、映画「スターウオー 
ズ•エピソード1」の製作に向けて、ドルビーラボラト U — 
ズと THX 社で共同開発された、 6. 1 ch 再生可能な新しい 
音響フオーマットです。 

新たに加えられたサラウンドバック ch により空間表現力、 
定位感び高められ、中央から離れた客席からでも36日度の 
回転や頭上を通過するような移動音効果-音像をより生々 
しく体感することび巧能となりました。フィルム上ではヴ 
ウンドトラックのサラウンド L / サラウンド R チヤンネル 
にエンコードされるため、既存のドルビーデジタル (5.1 
ch ) 環境での再生互換性びあります。この技術により製 
作された映画の U ストはドルビーラボラト U —ズのウェブ 
サイトにてご覽になれます。 http :// www . clolby . com / 


DTS-ES 


EXTENDED 

ミ司 


2日日日年]]月に発表された新たなるサラウンドフオー 
マットで、 DTS-ES は 「DTS Extended Surround 」 の 
略称です。 " DTS - ES ディスク U —卜 6.1" と " DTS-ES 
マト U ックス 6.1" の2種類びあり、どちらを従来の 
DTS 5.1 ch デコーダーとの下位互換性を有しています。 
DTS - ES は従来の己.1 ch システムにサラウンドバック 
( SB ) チヤンネルを加えたをので、かつてない音像•定位 
感ををたらす事び巧能になりました。 


DTS 9巨/24 


E X T E N D E P 

rrn = Bii ! 


己.1チャンネル全てを 96 kHz /24 bit の高音質で再生する 
最新の音声フオーマットです。 

従来、 DVD における高音質録音ソースとし口ま、 96 kHz / 
24 bit のステレオ PCM びありますび、それらは音声トラッ 
クのデータレートび非常に高いため 2 ch の収録び限界で、 
さらに映像は静止画像のみの収録び限界でした。しかし、 
圧縮サラウンドフオーマットとして初めて 96 kHz /24 bit 
に対応した DTS 社開発の技術 DTS 96/24では、圧縮さ 
れたフオーマットでありなびら 96 kHz /24 bit での己.1 ch 
再生を高画質を損なラことなく、既存の DTS 対応 DVD プ 
レーヤーで再生することびでさます。 

DTS 対応の DVD プレーヤーと、 DTS 96/24 に対応す 
る AV アンプ等のデコーダー（本機は DTS 96/24 対応デ 
コーダーを搭載しています）をデジタル接続することで、 
DTS 96/24 の八イクオ U ティー音声び再生可能です（専 
用プレーヤーは必要ありません)。 


DIGITAL 

DTS 

デジタルシアターシステム (Digital Theater System ) 
の略で、 DVD の標準音声フォーマットの]つとして採用 
された音声圧縮記録ち式です。已 . 1 ch サラウンドび主流 
で、音声の低圧縮率とデータの高転送レートびもたらす豊 
富な情報量により、高音質マルチチャンネルサラウンド再 
生を実現します。 

DTS 信号を再生するには DVD プレーヤーと本機をデジタ 
ル接続することび必要です。 


MPEG-2 AAC 
(Advanced Audio Coding) 


巧 


MPEG -2 オーディオの標準ち式の一つで、 BS デジタル放 
送で採用されている音声符号化規格です。低ビットレート 
でかつ高音質を確保でさる点び特長で、番組内容によりマ 
ルチチヤンネル設定び可能なフオーマツトです。米国パテ 
ントナンバーは次のページのとおりです。 
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08/937,9己0 

已，己79,430 

己，299,238 

5848391 

08/678,666 

己，299,239 

己，291，己己7 

98/03037 

己，299,240 

己，4己1，9己4 

97/0287己 

己，197,087 

己400 433 

97/02874 

己，490，170 

己， 2 SS ，189 

98/03036 

己，264,846 

5,357,594 

己，227,788 

己，268,68已 

己752 己 

已，28已，498 

己，37己，189 

己，394,473 

5,481,614 

己，己81，6己4 

己，己83,962 

已，己92,己84 

日已 -18 3,988 

己，274,740 

已，781，888 

己，己48,己74 

己，633,9 8] 

08/039,478 

08/己06,729 

己297 236 

08/211,547 

08/已76,49己 

4,914,7日] 

已，703,999 

5,717,821 

己，23己， 67] 

08/己己7,046 

08/392,7己6 

07/640,己己0 

08/894,844 



PCM 

Pulse Code Modulation の略で、圧縮していない S チヤ 
ンネルステレオデジタル音声です。 CD のデジタル音声は 
ほとんどびこのち式です。 DVD の音声記録ち式の]つで 
もありますび、 CD のヴンプ U ング周波数び 44 kHz である 
のに対し、 DVD のヴンプ U ング周波数は 48 kHz や 96 kHz 
と高いので、 DVD のほうびより高音質の音声を楽しめま 
す。 


再生方式ついて 


(2ch) ステレオ再生 

左ち2つのスピーカーのみによる再生のことです。（ヘッド 
ホン使用時は、へッドホンの左ち2つのチヤンネルのみ） 

ドルビープ□□ジックサラウンド再生 

2ch サラウンド信号や 2ch ステレオ信号をドルビープ □ 
□ジック回路を通し、マルチチヤンネルサラウンドで再生 
することです。 2ch サラウンド信号については圧縮された 
信号を忠実にデコード（再生）し、 2ch ステレオ信号につ 
いては2チヤンネル分の信号からセンター、サラウンド 
チヤンネルの信号をつくりだします。ただし、この再生ち 
式ではサラウンドチヤンネルはモノラルであるため、左ち 
のサラウンドスピーカーからは同じ音声び出力されます。 

ドルビープ□□ジック IIx サラウンド再生 

ドルビープ□□ジック IIx は、ドルビープ□□ジック II や 
ドルビーデジタル EX をさらに改良し、ステレオ音声や 
己. 1 ch の映画コンテンツを 6. 1 ch または 7. 1 ch 再生する 
マト U クスデコード技術です。ステレオ音声に対するマト 
U クスデコード技術は、メイン ch を己. Ich 化していた従 
来のドルビープ□□ジック II をさらに進化させ、メイン 
7ch を作り出します。 CD のような通常のステレオ音楽素 
材に対してをより優れた立体音場効果、包囲感、定位感を 
もたらし、ドルビーサラウンドエンコードされた素材に対 
してはより効果的です。 

また己1 ch ソースに対するマト U クスデコード技術は従来 


のドルビーデジタル EX をさらに進化させて、独立したヴ 
ラウンドバック 2 ch を作り出し、最大7.1か1再生び可能 
になりました。今まで1；(上に自然でシームレスな移動感、 
滑らかで包み込むような、音楽および映画ヴウンドを体験 
でさます。 

本機にはプ□□ジック IIx の機能として、 2 ch ソースに対 
しては、 MOVIE モード（映画再生向き） / MUSIC モード 
(音楽再生向き ） /PRO LOGIC モード、己.1 ch マルチ ch 
ソースに対しては Dolby Digital EX モード（映画再生向 
き） / MUS にモード（音楽再生向き）を用意しており、お 
好みに合わせて切り替えることび巧能です。 

サラウンドバックチヤンネルモードび OFF 設定またはサラ 
ウンドバックスピーカーび「無し」に設定されている場合 
は自動的に従来のプ□□ジック II モードになります。 


■ 2 ch ソースに対するプ□□ジックとプ□□ジック IIx の違い 



プ□□ジック 

プ□□ジック II 

プ□□ジック IIx 

効果的な 

ソース 

ドルビーサラウンド 
エンコード処理され 
たステレオ音声 

すべての 
ステレオ音声 

すべての 
ステレオ音声/ 
Dolby Digital 
己. Ich ソース 

デコード 
チヤンネ 
ル数 

4.1 ch 

/ヴラウンド、 

V モノラル ノ 

瓦 Ich 

/ヴラウンド、 

V ステレオ ノ 

7 .Ich 

サ^ウ、ノド' 

い？品くく;ク、) 

ステレオ 

周波数 
特 1' 生 

サラウンド 

7 kHz 帯域制限 

全チャンネル 
フルバンド 

全チャンネル 
フルバンド 


プ□□ジック IIx 製品は、プ□□ジック IIx の持つ様々 
な機能を、選択して搭載することび巧能です。プロロ 
ジック IIx 搭載、とキャッチフレーズされた商品でち、 
必ずしを全く同じ機能を持っているとは限らないことに 
ごま意 < ださい。 


ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づき製造され 
ています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic 、 
SurroundEX . ダブル D 記号及び AAC □ゴは、ドル 
ビーラボラト U —ズの商標です。 


DTS Neo : 目再生 

DTS 社によって開発された、デジタル • アナ□グを含むす 
ベての 2 ch ソースを e . Och サラウンドにするマト IJ ック 
スデコード技術です。映画ソースの再生に適した CINEMA 
モードと音楽ソースの再生に適した MUS にモードびあり 
ます。 

7ルチチヤンネルサラウンド再生 

3本上のスピーカーでサラウンド再生することです。音 
声信号び3チャンネル I ツ上の録音ち式で記録されているソ 
フトについてはソフトに忠実に再生します。なかでも 
己.1 ch サラウンド信号の再生については、左ちのサラウン 
ドスピーカーからをそれぞれ異なる音声び出力されますし、そ" 
6.1 ch サラウンド信号の再生につい口ま、己.1 ch に加えヴ S 
ラウンドバックスピーカーからも異なる音声び出力される 
ので、ドルビープ□□ジックヴラウンド再生に比べ、より 
立体感のある音場で迫力のある臨場感びお楽しみいただけ 
ます。 
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モノラル再生 

モノラル信号やデュアルモノラル信号をソフトに忠実に再 
生することです。 


餘急方ザついで 


2 ch ステレオ信号 

左ち2つのチヤンネルに別々の音び記録されている信号で 
す。通常の音楽用 CD などは、ほとんどびこの信号で録音 
されています。 

2 ch サラウンド信号（ドルビーサラウンド信号） 

フ□ント左/ち、センター、サラウンドの4つのチヤンネ 
J レの音声信号を左ち2つのチヤンネルに圧縮した信号です。 
この信号をドルビープ□□ジックヴラウンド再生すること 
により、各チヤンネルの音声信号びソフトに忠実に再生さ 
れます。 


5.1 かサラウンド信号 

フ□ント左/ち、センター、サラウンド左/ちの己つのチャ 
ンネルと超低音域専用チャンネル （ LFE チャンネルと呼ば 
れヴブウーファーから再生されます）にそれぞれ異なる信 
号び記録されている信号です。この信号を忠実に再生する 
ことにより、立体感のある音場を得ることびできます。 

目 - Ich サラウンド信号 

フ□ント左/ち、センター、サラウンド左/ち、サラウン 
ドバックの6つのチャンネルと超低音域専用チャンネル 
( LFE チャンネルと呼ばれサブウーファーから再生されま 
す）にそれぞれ異なる信号び記録されている信号です。こ 
の信号を忠実に再生することにより、己 Ichl ^ Lb の音像- 
定位感を得ることびできます。 


保証と アフターサービス 


保証書(別添） 

保証書は、必ず「販売店名-購入曰」などの記入を確かめて 
販売店から受け取っていたださ、内容をよくお読みのラ 
え、大切に保管してください。 

I 保証期間はご購入曰か！51年間です 。I 

補修用性能部品の最低保有期間 

当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち切り後最低 
8年間保有しています。性能部品とはその製品の機能を維 

持するために必要な部品です。 

修理に関するご質問、ご相談 

お買上げの販売店へご依頼ください。また、ご転居された 
りご贈答品などでお買い求めの販売店に修理のご依頼びで 
さない場合は、別添の修理受付センターにご相談くださ 
い。 


修埋を依頼されるとを 

80-83 ページにしたびって調べていたださ、なお異常の 
あるとさは、必ず電源プラグを抜いてから、お買い上げの 
販売店にご連絡ください。 


連絡していただをたい内容 

• 商品名： AV デジタルサラウンド•アンプ 
• 型番： VSX - D 8 T 4 
• お買い上げ曰 

• 故障または異常の内容(でさるだけ詳しく） 

• ご住所 

• お名刖 

• 電話番号 
• 訪問ご希望曰 

• ご自宅までの道順と目標(建物や公園など） 

■ 保証期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書に記載 
されている当社の保証規定に基づさ修理いたします。 

■ 保証期間が過ざているときは： 

修理すれば使用でさる製品については、ご希望により有料 
で修理いたします。 
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オ ーディオ部 _ 

実用最大出力 （ JEITA 、1 kHz 、] 日〇/〇、6が 

フロント . 100 W/CH 

センター . 100 W 

サラウンド . 100 W/CH 

サラウンドバック . 100 W/CH 

定格出力（ステレオ動作時） 

20 Hz 〜20 kHz 、 0.09%. 6 Q ....... 80 W +80 W 

入力端テ(感度/インピーダンス） 

CD , AUX , DVR / VCR , CD - R / TAPE / MD , DVD / 
LD , TV / SAT , VIDEO 

. 200 mV /47 kQ 

SN 比 ( IHF 、 ショートサーキット、 A ネットワーク） 
CD , AUX , DVR / VCR , CD - R / TAPE / MD , DVD / 

LD , TV / SAT , VIDEO .98 服 

周波数特性 

CD , AUX , DVR / VCR , CD - R / TAPE / MD , DVD / 
LD , TV / SAT , VIDEO 

. 已 Hz 〜] 00,000 Hz 骂犯 

出力端子 （ レべ; < レ/インピーダンス） 

DVR/VCR REC , CD - R / TAPE/MD REC 
. 200 mV /2.2 kQ 

トーンコント□ール 


BASS . + 目服(100 Hz ) 

TREBLE . + 6服 (10 kHz ) 


LOUDNESS (ボ IJ ュームポジション-己日服時） 

. + 6.己服(100 Hz ) 

. + 3服 (10 kHz ) 


ビデオ部 


FM チュ~ナ~部 


受信周波数 .76.0 MHz 〜90.日 MHz 

実用感度 . モノ：]已 .2 dBf (1 .6ぃ//7己が 


S/N 已日 d 日感度..…モノ： 20.2 dBf (2.8| iV /7 已 Q ) 
ステレオ： 41 .2 dBf (3 ] .目 | iV /7 已 Q ) 

S / N_hb (8 已 dBf 入力時） . モノ： 76 dB 

ステレオ： 72 dB 

高調波歪率 . ステレオ：日.己％ (1 kHz ) 

実効選択度 . 目已 d 巨 (±4 日日 kHz ) 

ステレオセ パレーシヨ ン . 40 dB(l kHz ) 

周波数特性 . 3日 Hz 〜]已 kHz 仕1 dB ) 

アンテナ . 7已 Q 不平衡型 


AM チューナー部 _ 

受信周波数 . 已22 kHz 〜],629 kHz 

実用感度（付属ループアンテナ） . 3已日い // m 

S / NJ : ヒ . 已0 d 巨 

アンテナ . ループアンテナ(付属) 


氧漏節 _• その i を 


電源 . AC 100 V 、已0/60 Hz 

消費電力（電気用品安全法） . 200 W 

スタンバイ時消費電力 . 日.4已 W 

電源スイッチ連動 . 1(100 W ) 

外形寸法 

....... 42 日（幅） X ] 已 8 盾さ） X 401 娛行） mm 

質量 . 1 0.0 kg 


入力端テ(感度/インピーダンス） 

DVR / VCR 、 DVD / LD 、 TV / SAT、VIDEO 

. 1 Vp - p /7 已 Q 

出力端子 （ レべ;< レ/インピーダンス） 

DVR / VCR、MONITOR OUT .……1 Vp - p /7 已 Q 
周波数特性 

DVR / VCR 、 DVD / LD 、 TV / SAT、VIDEO 

一 MONITOR . 已 Hz 〜] 0 MHz 、 ご§ dB 

SN_hb . 6已 dB 

D 4 ビデオ音 

入力端テ(感度/インピーダンス） 

DVD / LD 、 TV/SAT . 1 Vp - p /7 已 Q 

出力端子 （ レべ レ/インピーダンス） 

MONITOR OUT . 1 Vp - p /7 已 Q 

周波数特性 
DVD / LD 、 TV/SAT 

一 MONITOR . 已 Hz 〜4日 MHz 、 ご§ dB 

SNJ : ヒ . 6已 dB 



U モコン . 1 

単3形乾電池 (IEC R 6) . 2 

AM ループアンテナ . 1 

FM アンテナ . 1 

オートセットアップ用マイク . 1 

マイクスタンド . 1 

取扱説明書 . 1 

安全上のご注意 . 1 

保証書 . 1 

ご相談窓□-修理窓□のご案内 . 1 


•仕様および外観は改良のため予告なく変更すること 
びあ0ます。 

そ 

の 

他 
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その他 


設定オールリセツ 


設定オール IJ セットは_1^(下の手順で実行します。操作は本体フ□ントパネルで行います。設定オール IJ セットを 
行うと、本機のすべての設定び工場出荷時の状態になりますので 十分ごミ主意ください。 


の本機び STAND 目丫モードのときに 
TONE ボ'タンを}甲しなわくら STANDBY 
ボタンを3秒じ(上押し続ける 



@ FU こ 「 RESET ?」 と表示されたら TONE ボタンを 
押し、 「0 K ?」 表示後にもう一度 TONE ボタンを押 
します 


TONE TONE 



表示中にボタンを巧さなかったり、手順と異なるボタンを 
巧したとさは、設定オール U セツト操作びキャンセルされます。 




と思った6 


故障かな？と思ったときはじ(下を確認してみてください。ちょっとした操作ミスび故障と思われていることもあ 
ります。また、本機外に原因びある場合も考えられますので、ご使用中の他の機器や、同時に使用している電 
気機具もあわせてご確認ください。それでも正常に動作しない場合はお買い上げの販売店またはおおくのパイオ 
ニアサービスステーションに修理を依頼してください。 

音が出ないスピーカーがあるとをは、、 


1 テストトーンを出力してみる（一63ぺージ） 

全てのスピーカーからテスト I -ーン(ヴーといラ音)び出力されていることを確認してください。テスト 
卜ーンび出力されないスピーカーびあるときは、「接続」（一22〜32ぺージ)や「スピーカーの設定」 

(一已 3ページ)、「サラウンドバックスピーカーの設定」（■►己4ページ)、「サブウーファーの設定」（■►己4 
ページ)をちラー度確かめてください。 

2 それでも音が出ないときは、 m 下か582ぺージまでをご覧ください。 


源が入6なかつたり 、がかるとを 


症状 

考えられる原因 

対応 

電源び入らない。 

電源プラグびコンセントから抜けてい 
る。 

保護回路び動作している。 

電源プラグをコンセントに差し込む。 

電源プラグを一度コンセントから外して、再び差し込む。 

本機使用中に 

0 VERL 日 AD と点滅 
表示し、自動的に電 
源び切れる。 

音量を上げすざている。 

スピーカーコードびショート（接触） 
している。 

電源を入れ直し、音量を下げてみる。 

スピーカーコードのお線ををう一度しっかりねじり直し、ス 
ピーカー端テからはみ出ないよラに接続する。 

AMP ERR と/点滅して 
自動的に電源び切れ 
る。 

本機の故障です。 

速やかに使用を停止し、修理を依頼してください。この症状 
び起きた後に電源の日 N /0 FF を繰り返すのはお止めくださ 
い。 
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その他 


音び出はかつた0、ノイズび出るとを 

症状 

考えられる原因 

対応 

参照 

音び出ない。 

入力び再生機器に合っていない。 

再生機器の入力に合わせる。 

33ページ 


ミューティング状態になっている。 

U モコンの MUTE ボタンを押す。 



音量び下びっている。 

音量 (MASTER VOLUME ) を調整する。 



へッドホンび差し込まれている。 

へッドホンを抜く。 



接続コードび端テから外れている、ま 
たは間違えて接続されている。 

接続を確認する。 

22〜32 
ページ 


スピーカーコードびショート（接触） 
してし"!る。 

スピーカーコードの芯線をしっかりとねじり、も 
う一度スピーカーコードを接続し直す。 



端テや接続コードのピンプラグびミちれ 
てし"'る。 

ミちれを拭さとる。 


デジタル機器の音び 
出ない、またはノイ 

DVD プレーヤーでデジタル出力設定 
を日 FF にしている。 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定を日 N にす 
る。 

■ 

ズび出る。 

CD - R 日 M などのデータ信号を入力し 
てし"'る。 

本機はデータ信号には対応していません。 

■ 

フ□ントの片チヤン 
ネルから音び出な 
い。 

左ちのチヤンネルレべ>1レびかたよって 
いる。 

左ちのチヤンネルレべ j レを調整する。 

オートセットアップを行ラ。 

63ページ 

12ページ 

入力機器の接続び外れている、または 
間違えている。 

正しく接続する。 



フ□ントスピーカーの接続び外れてい 
る、または間違えて接続されている。 

左ちのスピーカーを正しく接続する。 

2己ページ 

サラウンドスピーカ 
一またはセンタース 
ピーカーから音口、出 
ない。 

スピーカーの設定で「無し（*)」に設 
定している。 

サラウンド、センタースピーカーのレ 
ベルび下びっている。 

スピーカーを正しく設定する。 

オートセットアップを行ラ。 

スピーカーのレべ j レを上げる。 

オートセットアップを行ラ。 

已3ページ 

12ページ 

日3ページ 

12ページ 


サラウンド、センタースピーカーの接 
続び外れている、または間違えて接続 
されている。 

スピーカーを正しく接続する。 

2已ページ 


2 ch 再生の IJ スニングモード （ 「ステ 
レオ」など）を選んでいる。 

マルチチヤンネル再生の IJ スニングモードの 
「 STANDARD 」 または 「ADVANCED 
SURROUND 」 を選ぶ。 

36. 38 
ページ 


再生ソフトや放送自体に 2 ch 分の音声 
しか入っていない。（ステレオ放送な 
ど） 

入力信号の種類に関わらず、常にマ J レチチヤンネル 
再生したいとさは IJ スニングモードをマルチチヤン 
ネル再生の U スニングモードの 「 STANDARD 」 
または 「ADVANCED SURROUND 」 にして< 
ださい。 

36、38 
ページ 

サラウンドバックス 
ピーカーから音口、出 

サラウンドバックスピーカーの設定で 
r 無し（*)」に設定している。 

スピーカーを正しく設定する。 

己4ページ 

ない。 

サラウンドバックチヤンネ J レモードの 
設定び日 FF になっている。 

サラウンドバックチヤンネルモードの設定を日 N 
または AUT 日にしてサラウンドバックチヤンネル 
から音び出る IJ スニングモードにする。 

39ページ 


入力信号の種類と IJ スニングモードの 
関係び間違っている。 

「各 U スニングモードにおけるサラウンドバック 
スピーカーからの音声出力」をご覧になり入力信 
号に合った IJ スニングモードを選択する。 

40ページ 

サブウーファーの音 
び出ない（またはル 
さい）。 

スピーカーやサブウーファーの設定で 
ヴブウーファーから音び出なし''設定に 
なってし"!る。 

サブウーファーの設定を PLUS または丫 ES にする 
か、フ□ントスピーカーの設定をル ( S ) にする。 

已3、已4 
ページ 


サブウーファーのレベルび下びってい 
る 0 

サブウーファーのレベルを上げる。 

63ページ 


サブウーファー自体のボ U ュームび下 
びっている。 

サブウーファー自体のボ IJ ュームを上げる。 



LFE アッテネーターの設定び日 FF にな 
ってし"!る。 

0 dB または一10 dB に設定する。 

已已ページ 


サブウーファーの接続び外れている。 

サブウーファーを正しく接続する。 

2已ページ 


低音び含まれていないソフトを再生し 
てし"> る。 

低音び含まれていないソフトの場合、サブウーフ 
ァーから音び出ない場合びあります。 



サブウーファーの電源び日 FF になって 
いる。 

電源を日 N にする。 



そ 

の 

他 
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その他 


症状 

考えられる原因 

対応 

参照 

皿/ DTS などのソフト 
を再生してを音び出な 
し、またはノイズび出 
る。 

デジタル接続び外れて、アナ□グ入力信号 
を再生している。 （ DIGITAL インジケー 
ター消な） 

使用している DVD プレーヤーび DTS 信号 
を出力していない。または DTS 信号の出 
力設定び日 FF になっている。 

デジタル出カレベル調整機能びついてい 
る CD プレーヤーなどの場合、デジタル出 
カレべルの設定び低すざる。 

機器を正しくデジタル接続する。 

DVD プレーヤーの取扱説明書をお読みにな 
り、 DTS 信号を出力できるように設定する。 

機器のデジタル出カレベルを上げる。 

27ページ 

DTSCD をサーチ中に 
ノイズび出る。 

サーチ中に CD に含まれるデジタル情報を 
読み取ってしまラ。 

故障ではありません。サーチ中はアンプの音 
量を下げ、スピーカーから出る音を抑えま 
す。 


音びひずむ 

音量を上げすざている。 

アナ □ グ入力信号のレべ j レび大さすざる。 

マスターボ U ュームを下げる。 

INPUT ATT ボタンを押してインプットアッ 
テネータを日 N にする。 

17ページ 

スピーカーから高音し 
か出ない。 

スピーカーの鼓定びル （ S ) に設定されて 
いる。 

低音域を再生する能力びないスピーカーを 
使っている。 

スピーカーの設定を大 （ L ) に設定する。 

スピーカーを変える。 

已3ページ 

発振している。（異常 
音び出たり映像び乱れ 
る） 

本機と接続機器間にループびでさている。 

接続またはテレビの入力切換を変える。 


96 kHz /24 bit のソフ 
卜を再生すると音び大 
さし、 

ソフトによっては、収録されている音量レ 
ベルび大さい。 

マスターボ U ュームを下げる。 


映像び乱れたり、カセ 
ットデッキにノイズび 
入ったりする。 

本機と干渉している。 

本機またはカセットデッキの設置場所を変え 
る。 


デュアルモノの設定を 
してを目 S デジタル放 
送の二か国語音声び切 
り換わらない。 

放送びステレオ放送などで、デュアルモノ 
ラル信号ではない。 

デュアルモノの設定は入力信号びデュアルモ 
ノラルフオーマットのとさのみ有効です。そ 
れ外のとさは、目 S デジタルチューナー側 （ 
テレビ側)で切換操作を行ってください。 


本機を通して録画した 
のに音び録音されてい 
ない。 

入力選択した機器の音声びデジタルでしか 
接続されていない。 

デジタル入力信号は VTR 出力端テからは出力 
されません。入力選択した機器の音声をアナ 
□グでを接続してください。 


テスト!-ーンび出てこ 
ないスピーカーびある 

接続びはずれている。 

スピーカーの設定で「無し（*)」に設定さ 
れているスピーカーびある。 

正しく接続し直してください。 

スピーカーの設定を正しく行ってください。 

22〜32 
ページ 

已3~已4 
ページ 


映像げ出なかった0 、がれるとき 


症状 

考えられる原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせて 
を、映像び出ない。 

入力機器およびテレビとの接続に、違 
ラタイプのビデオコードを使用してい 
る。 

入力機器の映像出力設定び正し < な 
い。 

テレビとの接続を S 映像端テと映像端 
テの両方でつないでいて、テレビ側 
で S 映像入力を優先している。 

同じタイプの映像ケーブルで入力機器およびテレ 
ビを接続する。 

入力機器の取扱説明書をお読みになり、正しい映 
像出力設定を行ラ。 

テレビの取扱説明書をお読みになり、正しく接続 
する。 

21ぺージ 

録画でさない。 

入力と出力の接続に違ラタイプの映像 
端テを使用している。 

同じタイプの映像端テを接続する。 

21ぺージ 

映像び乱れる。 

本機と干渉している。 

本機の設置場所を変える。 
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その他 



Y ンジケーターが魚びしなかったり ♦ 違うとき 


症状 

考えられる原因 

対応 

□□/ DTS などのソフ 
卜を再生していると 
さにデコードのイン 
ジケーターび点灯し 
ない。または違うイ 
ンジケーターび点灯 
する。 

再生しているプレーヤーび停止か一時 
停止の状態になっている。 

再生しているプレーヤーの音声出力設 
定び間違っている。 

再生しているソフトの音声設定び間違 
っている。 

皿や DTS で収録されていない部分を 
再生している。（メニュー画面など） 

プレーヤーの再生を開始する。 

プレーヤーの音声出力設定を正しく行ラ。 

再生しているソフトの音声設定を正しく行ラ。 

□□や DTS で収録された音声を再生しているとさのみインジケ 
一夕一び点灯します。 

日 S デジタル放送をデ 
ジタル接続で聴いて 
いるとさに 、 MPEG 
インジケーターび点 
灯しない。 

日 S デジタルチューナー（または BS デ 
ジタルチューナー内蔵テレビ）の音声 
出力設定で PCM を選択している。 

チューナーの取扱説明書を読んで、 MPEG ( AAC ) 信号を出力 
するように設定する。 


LI モコンや設定、その他 

症状 

考え5れる原因 

対応 

参照 

U モコン操作びでさ 
ない。 

U モコンのマルチコント□ールび違っ 
ている。 

IJ モコンのマルチコント□ールを切り換える。 



U モコンの電池び消耗している。 

電池を交換する。 

3ページ 


距離び離れすざている。角度び悪い。 

7 rnt ソ内、左ち30°し乂巧で操作する。 

18ページ 


途中に信号を遮る障害物びある。 

障害物を取り除くか、操作する場所を移動する。 



堂光燈などの強い光び IJ モコン信号受 
光部に当たっている。 

IJ モコン信号受光部に光び直接当たらないように 
する。 



CONTROL IN な請子に SR + クーブ J レを 
接続している。 

U モコンをプラズマディスプレイに向けて<ださ 
し、。また、プラズマディスプレイの電源び入って 
いないとさは電源を入れてください。 


ク□ス オーバー 周波 
数の設定びでさな 
い。 

「スピーカーの設定」でル （ S ) に設定 
されているスピーカーびない。 

「スピーカーの設定」でフ□ント、センター、サラ 
ウンドのいずれかのスピーカーをル （ S ) に設定す 
る。 

已3ページ 

表示び暗すざたり、 
明るすざたりする。 

表示部の明るさ調整び適切でない。 

表示部の明るさ調整 (FL DIMMER ) を行ラ。 

46ページ 

表示び操作時に点灯 
し、すぐに消える。 

表示部の明るさび日 FF になっている。 

表示部の明るさ調整 (FL DIMMER ) を行ラ。 

46ページ 

設定び全てク U アさ 
れている 

約]ヶ月しソ上、電源コードを抜いたま 
まにしておいた。 

左記の状態では、各設定はク U アされます。再度 
設定してください。 


CH SELECT ボタン 
を押してを選択でさ 
ないスピーカーびあ 
る 

スピーカーの設定で「無し（*)」に設 
定されている。 

2 ch 再生の U スニングモードを選択し 
ている。 

スピーカーの設定を正しく行ってください。 

マルチチヤンネル再生の U スニングモードを選択 
してください。 

已3~已4 
ページ 

36、38 
ページ 

SR + ERR と表示され 
操作でさない 

プラズマディスプレイの電源び入って 
いない。 

電源を入れてください。 



SR + ケーブルび接続されていない。 

SR + ケーブルで本機とプラズマディスプレイを接 
続する。 

29ページ 


プラズマディスプレイび SR + に対応し 
ていない。 
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その他 


メーカーコード U ス 


MULTI CONTR 日 L ボタンの TV CONT には、じ(下の表にある 「 TV 」 と 「 STB 」 のコードのみプ U セツ ト すること 
びできます。また、 「 TV 」 と 「 STB 」 のコードは TVC 日 NT と TV / SAT じ(夕が DMULTI CONTR 日 L ボタンにプ U 
セツ ト することはでさません。 


DVD 


FLUTSU 

已〇已 3 

THORN 

已 1 已 2 



FUNAI 

已〇已 4, 5055, 5056 

TOSHIBA 

已 1 已 3, 已 1 已 4 

メーカー 

コード 

GE 

已〇已 7, 5058, 5059, 

UNIVERSUM 

已 1 已已 

TOSHIBA 

1010 


已 060 

VIDECH 

已 1 已目，已 1 已 7 

PANASON に 

1002 

GOLDSTAR 

已〇日 1, 已〇日 2, 已〇日 3, 

W. WHOUSE 

已 1 已 8 

SONY 

1009 


已 064 

WARDS 

已 1 已 9,51 日 0, 已 1 日 1 

JVC 

1 00 已 

GOODMANS 

已〇的， 5066 

WATSON 

已 1 目 2 

SAMSUNG 

1008 

HITACHI 

已〇日 7, 5068, 5069, 

ZEMTH 

已 1 日 3, 已 1 目 4 

RCA 

1007 


已〇 70, 已 071 



DEMON 

1004 

に E 

已 072 

VCR (VTR) 


PHILIPS 

100 巨 

旧 RAD の 

已 073 



YAMAHA 

1011,1012 

ITT/NOKIA 

已 074, 5075 

メーカー 

コード 

PIONEER 

1001,100 2, 1003 

JC PENNY 

已 07 目，已 077, 已 078, 

PIONEER 

3001,3002,3003, 




已 079 


3004, 300 已 

LD 


JVC 

已〇 80, 5081 

ADMIRAL 

3006 



KENDO 

已 082 

AIWA 

3007, 3008, 3009 

メーカー 

コード 

KTV 

已 083, 已 084 

AKAI 

3010, 3011 

SONY 

2008 

LOEWE 

已 08 已 

ALBA 

3012 

PHILIPS 

200 日, 2007 

LXI 

已 08 目，已 087, 已 088, 

AUDIO DYNAMIC 

3013, 3014 

PANASON に 

200 已 


已 089, 已 090 

BELL&HOWELL 

301 已 

KENWOOD 

2004 

MAGNAVOX 

已 091 

BLAUPUNKT 

3016, 3017 

DEMON 

2003 

MARK 

已 092 

BROCSON に 

3018, 3019 

YAMAHA 

2009 

MATSUI 

已 093, 已 094 

BUSH 

3020 

PIONEER 

2001,2002 

MATSUSHITA 

已 09 已， 5096 

CANON 

3021 



MEDION 

已 097 

CGM 

3022, 3023 

TV 

いが • 山 J 

MITSUBISHI 

已 098, 已 099 

CITIZEN 

3024 



MIVAR 

已 100 

CLATRONIC 

302 已 

メーカー 

コード 

NEC 

已 101, 已 102 

CRA に 

3026 

PIONEER 

已〇 01, 已〇 02, 已〇 03, 

NOKIA OCEANIC 

已 103 

CURTIS MATHIS 

3027, 3028, 3029 


已〇 04, 5005, 5006, 

NORDMENDE 

已 104 ，已 10 已 

DAEWOO 

3030, 3031,3032 


已〇 07, 5008, 5009, 

OKANO 

已 10 日 

DBX 

3033, 3034 


5010 

ONWA 

已 107 

DIMENSIA 

303 已 

ADMIRAL 

已 011, 已〇 12, 已 013 

PANASON に 

已 108 ，已 109 ，巳 110, 

EMERSON 

3036, 3037, 3038, 

AIWA 

已 014, 已 01 已 


已… 


3039, 3040,3041 

akai 

5016 

PHILCO 

已 112, 已 113, 巳 114 

FERGUSON 

3042 

alba 

5017 

PHILLIPS 

已〇 04 

ASHER 

3043, 3044, 3045, 

AOC 

已 018 

PHONOLA 

已 11 巳 


3046 

BESTAR 

已 019 

PORTLAND 

已 11 日, 5117 

FUNAI 

3047, 3048 

BLAUPUNKT 

已 020 

PROSCAN 

已 118 

GE 

3049, 3050,3051 

BLUE SKY 

已 021 

QUASAR 

已 119, 已 120 

GOLDSTAR 

30 已 2 

BRANDT 

巳 022 

RADIO 

5121,5122 

GOODMANS 

3053, 3054 

BROCSON に 

已 023 

RADIO SHACK 

已 123, 已 124, 已 12 已 

GRUNDIG 

30 已已 

BUSH 

5024 

RAD の LA 

已 12 日 

HITACHI 

30 已日， 3057, 3058, 

CLATRONIC 

已 02 已 

RCA/PROSCAN 

已 127, 已 128, 巳 129 


3059, 3060 

CRA に 

巳 02 日， 5027, 5028, 

SABA 

已 130 

INSTANT REPLAY 

3061,3062 


5029 

SAMSUNG 

5131,5132 

ITT/NOKIA 

3063 

CROSLEX 

已 030 

SANYO 

已 133, 已 134, 已 13 已 

JC PENNY 

3064, 3065, 3066, 

CURTIS MATHIS 

5031,5032,5033 

SCHNEIDER 

已 13 目 


3067, 3068, 3069 

DAEWOO 

已〇 34, 5035, 已 03 日， 

SCOTT 

已 137, 已 138 

JVC 

3070, 3071,3072 


已〇 37, 5038, 已 039 

SHARP 

已 139, 已 140 

KENDO 

3073 

DAYTRON 

已 040 

SIEMENS 

已 141 

KENWOOD 

3074, 3075, 3076 

DUAL 

已 041 

SIGNATURE 

已 142, 已 143 

LOEWE 

3077, 3078 

EMERSON 

已〇 42, 5043, 已 044, 

SONY 

已 144, 已 14 已 

LUXOR 

3079 


已 04 己，已 04 日，已 047, 

SYLVANIA 

已 146, 已 147 

LXI 

3080, 3081,3082, 


已 048 

SYMPHONIC 

已 148 


3083, 3084, 3085, 

FERGUSON 

已〇 49, 5050 

TATUNG 

已 149 


3086 

円 RST 

5051 

TELEFUNKEN 

已 1 已〇，已 1 已 1 

MARANTZ 

3087, 3088 

ASHER 

已〇已 2 



MARTA 

3089 



その他 


MATSUI 

3090 

BLAUPUNKT 

6007 


MEMOREX 

3091,3092 

ECHOSTAR 

6047 


MINOLTA 

309 3, 3094 

GENERAL INSTRUMENT 


MITSUBISHI 

3095, 309 日， 309 7, 


6008 



309 8, 3099 

GOLDSTAR 

6009 


MULmECH 

3100,3101,3102 

GRUNDIG 

6010, 6011 


NEC 

3103 

HAMLIN 

6012, 6013 


NOKIA OCEANIC 

3104 

HNS/HUGHES 

6014 


NOKIA 

3105,3106 

HITACHI 

日 01 已 


NORDMENDE 

3107 

ITT/NOKIA 

6016 


OKANO 

3108 

JERROLD 

日 01 7, 日 018, 6019 

OLYM 円 C 

3109,3110 


6020, 6021 


ORION 

3111 

NEC 

6022, 6023 


PANASONIC 

3112,3113,311 4, 

OAK 

6024, 6025, 

6026 


3115,3116,3117 

PANASON に 

6027, 6028, 6029 

PENTAX 

3118,3119 

PHILIPS 

6030, 6031 


PHILCO 

3120, 3121 

PRIMESTAR 

6048 


PHILIPS 

3122 

RADIO SHACK 

6032 


PHONOLA 

3123 

RCA 

6033 


QUASAR 

3124, 312 已 

SAMSUNG 

6034, 6035 


RCA/PROSCAN 

REAUST に 

SABA 

SAMSUNG 

SANSUI 

SANYO 

SCHNEIDER 

SCOTT 

3126 

3127, 3128, 3129, 

3130,3131,3132 

3133 

3134, 313 已 

3136 

3137,3138 

3139,3140 

3141,3142, 3143, 

SCIENTIFIC ATLANTA 

6036, 6037, 6038 

SIEMENS 6039,6040 

SONY 6041 

STAR CHOICE 6048 

TOSHIBA 6042,6043 

TOCOM 6044 

ZENITH 6045,6046 


3144, 3145, 3146, 

3147 

CD/CD-R 



SEG 

3148 




SELECO 

3149 

メーカー 

コード 


SHARP 

3150,3151,3152 

PIONEER 

7001,7002 


SIEMENS 

31 已 3, 31 已 4, 31 已已 

DEMON 

7003, 7004, 

700 己, 

SIGNATURE 

3156,3157 


7040, 7041 


SONY 

31 已 8, 31 日 9, 3160, 

FISHER 

700 日, 7007 



3161,3162,3163 

JVC 

7008, 7009, 

7010, 

SYLVANIA 

31 目 4, 31 日已 ,31 日日， 


7011,7042 



3167 

KENWOOD 

7012, 7013, 

7014, 

SYMPHONIC 

3168 


701 己, 7016, 

7043 

TANDBERG 

3169 

MAGNAVOX 

7017, 7018 


TASHIRO 

3170 

MARANTZ 

7019 


TATUNG 

3171,3172 

ONKYO 

7020, 7021 


TEAC 

3173, 3174, 317 已 

PANASON に 

7022, 7023 


TECHNICS 

3176,3177 

PHILIPS 

7024, 7025, 

7044 

TELEFUNKEN 

3178,3179 

RCA 

702 日， 7027 


THORN 

3180,3181 

SANYO 

7028 


TOSHIBA 

3182,3183,3184 

SHARP 

7029 


UNIVERSUM 

3185,3186,3187 

SONY 

7030, 704 已 


W. WHOUSE 

3188 

TEAC 

7031,7032, 

7033 

WARDS 

3189,3190,3191, 

TECHNICS 

7034, 703 已 



3192,3193 

YAMAHA 

703 日, 7037, 

7038, 

YAMAHA 

3194, 319 日， 319 目 


7039 



ZEMTH 

3197 

STB 

い化み J timmt 

に ATV 、 

BS デジタルチューナー、 

BS デジタルチューナー内蔵テレビ） 

メーカー 

コード 

PI0NEER 

6001,6002, 6003, 


6004, 日 00 己 , 6006 

BELL 

6049 


DVR 


メーカー 

PIONEER 

MD 

コード 

4001 

メーカー 

コード 

PIONEER 

8001 ,8002, 8003 

DEMON 

8004 

JVC 

800 已 

KENWOOD 

800 巨 

SONY 

8007 

SHARP 

8002 

YAMAHA 

8008, 8009 

TAPE 

メーカー 

コード 

PIONEER 

9001,9002 

DEMON 

9003, 9004 

ASHER 

900 己 , 9006 

JVC 

9007, 9008 

KENWOOD 

9009, 9010,9011 

NAKAM に HI 

9012 

ONKYO 

9013, 9014, 901 已 

PHILIPS 

9016, 9017 

SONY 

9018, 9019 

TEAC 

9020, 9021 

TECHNICS 

9022 

YAMAHA 

9023, 9024, 902 己， 

9026 


本機の IJ モコンは上記の表にある 
メ ー カ ー の 製品に対応していま 
す。 メーカーコード リストにある 
メーカーの プ IJ セツ h コードを す 
ベて呼び出しても、 メーカー や製 
品によっては操作でさなかった 
り、違うはたらきをすることがあ 
ります。 

その場合は7 ] ページをご覧にな— 
り、その操作の IJ モコンコードを^ 
直接リモコンに学習することびで他 
さます。 


妨 



その他 


で-獅 


お手入れについて 

通常は柔らかい巧で空おさしてください。ちれびひどい場合は水で已〜目倍に薄めた中性洗剤 
に柔らかい布を浸してよく絞ったあと、ちれをおさ取り、その後乾いた巧で拭いてくださ 
い。アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などび付着すると、印刷、塗装などびはげる 
ことびありますのでご注意ください。また、化学ぞラさんなどをお使いの場合は、化学ぞラ 
さん 等に添付の注意事項をよ < お読み < ださい。 



音のエチケット 

楽しい音楽も時と場所によっては気になるものです。隣近所への思いやりを十分にいたしま 
しぶ5。 

ステレオの音量は、貴方の必びけ次第で大さくも小さくもなります。 

とくに静かな夜間には小さな音でち通りやすいちのです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を配 
りましよラ。近所へ音び漏れないよラに窓を閉め、お互いにむを配り、快い生活環境を守り 


よしよ J 〇 



み 


ずぐに使用を中止し、電源プラグをコンセントか5巧き、故障や事故防止のため電気店 
または当社サービスステーションに点検（有料）をご依頼ください。 


86 





その他 


そ 

の 

他 
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修理窓口 • ご相談窓口のご案巧 


ご購入後の製品の修理-お取り扱いのご相談は、お買い求めの販売店へお問い合わせください。 

<ごを意>市外局ま「0070」で始まる〈フ U - フォン マー ク〉フ U - フォン及び「0120」で始まる〈フ U - ダイヤル マー ク〉フリーダイヤルは、 PHS 、 携帯電話などからは、 
ご使用になれません。 また、 【一般電話】は、携帯電話 . PHS などからご利巧可能ですび、通話料びかかります。 


製品のご購入や取り扱いについてのご相談窓 □ 


#カスタマーヴポートセンター （全国共通フ IJ ーフオン） 

受付月曜〜金曜 9: 30 〜 17: 00 、 ± 曜 • 日曜•祝日 9: 30 〜 12: 00 、 

13 : 00 〜 17 : 00 ( 弊社休業日は除く） 

家庭用オーディオ / ビジュアル製品のご相談窓 □ 

W 0070-800-81 81 -22 

(PDP • DVD など） 

03-5496-2986 

カタ □ グのご請求窓 □ 

W 0070-800-81 81 -33 

ファックス受付 

03-3490-5718 

パイオニアホームページでのご案内 


お問い合わせ先のご案内 http :// www . pioneer . co . jp / support / faq / index.html 

カタ□グ請まとメールサービス登録のご案内 http :// www . pioneer . co . jp / support / ctlg / index.html 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 


付属品 （ U モコン - 取扱説明書など）のご購入につきましては下記の修理受付センターにご相談ください。 


• 部品受注センター 


受付月曜〜金曜 9: 30 〜 18: 00 、 ±曜 

日曜•祝日 9 : 30 〜 12 : 00、13 : 00 〜 17 : 00 ( 弊社休業日は除く） 

電話（フ IJ ーダイヤル） 

画0120 -5-81 095 

几帝耳 

—版巧日古 

0538-43-1161 

ファックス（フ IJ ーダイヤル） 

:函0120 -5-81 096 


修理のご依頼/修理についてのご相談窓口 

修巧を依頼される前に取扱説明書の「故障かな？と思ったら」の項目をご確認ください。それでち異常のある時は、必ず電源プラグを抜いてから、 
「保証とアフターサービス」をお読みになり、お買い求めの販売店へご連絡ください。 

ご購入店びわからないときやお近くにないとさは、修理受付センターへ。（沖縄県のちは、沖縄サービスステーションへ） 


• 修理受付センター （沖縄県を除く全国） 

受付月曜〜金曜 9 : 30 〜 20 : 00 、 ± 曜 • 日曜•祝日 9 : 30 〜 12 : 00、13 : 00 〜 18 : 00 ( 弊社休業日は除く） 

電話（フ IJ- ダイヤル） ；画 0120 -5-81028 
一般電話 03-5496-2023 

ファックス（フ IJ - ダイヤル）： 画0120 -5-81 029 

• 沖縄 ヴー ビス ステーシヨ ン （ミ中縄県のみ） 

受付月曜〜金曜 9:30 〜 18:00 (± 曜 • 日曜 • 祝日 • 弊社休業日は除く） 

一般電話 ： 098-879-1910 
ファックス： 098-879-1352 


同調)皮カイドフイン適合品 
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